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『トカゲの王Ⅳのその後１』




「忌いままわしい呪じゆ縛ばくを解くために旅に出る」

「は？」

　散々悩み抜いた末の決意を報告すると、秘書が目を丸くして振り向いてきた。

「シラサギに与えられた呪のろいをなんとかしなければ、戦えん」

　わきわきと動く指を睨にらみつけながら言う。こいつらの物覚えのよさが恨うらめしい。秘書は首を傾かしげたままだったが、『シラサギのおっぱい触さわった感触が忘れられない』と正直に報告したらどんな顔をするのだろう。見限られる可能性も大いにあるので黙だまっておいた。

「まぁとにかく、少し留守にするから」

「はぁ。どれほどお出かけの予定でしょう？」

「日帰り」

「いってらっしゃーい」

　秘書に手を振られて、俺は歩き出す。目指す先に、まじないを払う女神を求めて。







　冗談めいてはいるが意外と深刻な問題なのである。俺は臆病なので、人を憎にくむのが苦手だ。

　恨み辛つらみをずっと抱かかえて生きることができない。恨んだところで、それを晴らす力がない。そして不用意に敵意をばらまけば、不相応の危険ばかりが募つのっていく。

　他人を恨むとか、嫌うとか。そうした負の感情を持つことには百害あるといえよう。

　その中に存在する一利は、その激しい感情が人を突き動かす原動力となることだけだ。

　勇気がないのなら、代わりのものを掲げて戦うしかない。

　だがしかし、生来ヘタレなことに変わりはない。

　そこに加えてシラサギへの呪じゆ縛ばくが重なれば、目的へ邁まい進しんする気概など消え失うせてしまいかねない。手遅れになる前に治療が必要だ。病名、おっぱい病の早期治療を目指さないといけない。

　というわけで土曜日、俺は治療のためにある場所を目指していた。シラサギの悪質な呪いを解決するには滝行、といきたいが解決の方向性が違うのだ。俺は早々に悟さとりなんぞ開くわけにもいかないし、煩ぼん悩のうを除去するなんてとてもできそうにない。だが、道はある。

　ようはやつに対する邪よこしまな気持ちの矛先を変えてしまえばいいわけだ。

　そのためには女性の協力が不可欠だった。とはいえ相手を選ぶ必要もある。成なる実みに頼むわけにはいかない。あいつは潔癖だし、もう少し酔狂な性格の相手じゃないと上う手まくいかないだろう。海うみ亀がめ産うみ太た郎ろうは候補に入るのだが、どこに行けばあいつに会えるのかがよく分からん。

　身近なら成実のねえちゃんこと猪い狩かり友ゆ梨り乃のさんに頼んでもいいのだが、冷静に考えよう。

　彼女は同級生の姉である。頼めるかこの野郎。というか心が読めるのだから、近づいただけで逃げられそうだ。だからそうなると、相手はあのお方しかいなかった。

「まさか、自分からこの屋敷に来るとはなぁ」

　巨大な正門に寄りかかりながら、巣す鴨がも邸を見つめる。この間、来たばかりではある。いやぁあのときはいつの間にか檻おりに入っていたなぁ。うーん、巣鴨ってあたま以下略。

　庭の手入れをしているおじさんに話しかけて、巣鴨お嬢様のお友達だと説明する。

「へぇ、またですか。多いなぁ、最近」

　おじさんが心持ち楽しそうに呟つぶやきながら屋敷の中へ入っていく。またということは、誰か来たのかな。誰だろう。巣鴨に同級生の友達がいただろうか。海うみ島しま……は、死んだし。

　そういえばあいつの葬式に行けなかったな。その頃は俺も病院で生死の境をさまよっていたので、下へ手たをすれば参列どころか肩を並べてあの世行きも十分あり得たのだが。

　入っていった庭師の代わりに出迎えに現れたのは白ヤギさんだった。ラジカセは持っていないが、赤いヘッドフォンは耳につけたままだ。今日は冬間近という季節に似合わない、青地にナデシコ模様の浴衣ゆかただった。目を瞑つむったままだが足取りは常に軽い。

「珍しいですね。お嬢様に呼ばれたのですか？」

「いや、遊びに来たんですけど」

　そう答えると、返事に間があった。

「それは、本当に奇特な」

　大丈夫かこいつ。頰ほほと眉まゆの微び妙みような動きから、白ヤギさんのそうした心情を察する。

　大丈夫じゃないから巣鴨に会いに来たのである。

　なにはともあれ屋敷内に案内してもらう。なぜか入り口の左脇わきに置いてある赤いソファに腰かける。「すぐ来ますので」と言ってから、白ヤギさんは側そばに留とどまる。

「………………………………………」

　この人に頼んでみようか。いや、迂う闊かつに言うと殺されそうだし、控えよう。

　それに見たところ、この人は不適切だな。

「なにか？」

　俺の視線を感じ取って、白ヤギさんがこちらを向く。目を瞑っているのにどうして物の位置が正確に把握できているのだろう。能力の応用なんだろうか。いいなぁ。

「今日もカッコイイッスね」

　この人の格かつ好こうや立ち居振る舞いには妙みように憧あこがれてしまう。幼少期に刷り込みでもあったのだろうか。どんな理由があるにせよ白ヤギさんのスタイルはクールに尽つきる。

「どうも」と涼やかに答えた後、白ヤギさんが口もとに手を添える。

　そのまま少し間を置いた後、肩の力を抜くように小さく笑った。

「私は、あなたの『強さ』も評価に値すると思っていますよ」

「はぇ？」

　なんだか知らんが、褒ほめられてしまう。お世辞のお返しのつもりだろうか。

「どういうことで？」

「説明するのは面倒なので控えます」

　面倒くさがられてしまった。本心から褒めたのかよ、と訝いぶかしんでしまう。

　俺の強さってなに？　そう聞きたいがきっと、答えてくれないだろう。

　求めて説明があるほど、世の中は俺に優しくない。

　そして親切に、懇こん切せつ丁寧に説明してくれるとしたらその優しさを疑う必要もある。

「あ、そうだ。今度、信者の前で説教するときに力を借りたいんですよ」

「はぁ……」

　体育館での演説時に演出として使ってしまったからな。定期的に力を借りることになりそうだ。

「お金は出しますので」

「それならば構いませんが……おっと、旦だん那な様と奥様」

「えっ」

　正面の階段に白ヤギさんの顔が向く。釣つられてそちらを見ると、その二人の大人には見覚えがあった。巣す鴨がもパパと、巣鴨ママだ。どちらも小学校の家族参観で場違いなほどの正装で訪れていたから、強く印象に残っている。俺の両親は宗教の布教活動に忙しくて一度も来なかったので、授業参観は他人の親しか見るものがなかったのだ。

　その二人は今日も豪ごう奢しやな服装だが、宮殿めいた屋敷の内装を背景にしているので映えていた。

「あれ？　あんたぁ……えぇと、トカゲちゃんだった？」

　階段を下りてきた巣鴨ママが俺に気づく。紫が混じったように見える深い色合いの黒髪をアップにして、唇くちびるが少し厚い。顔つきは娘と似ないで険しく、化粧も厚めだった。

　美人ではあるけど、巣鴨とは系統が違う。

「きみは、会場にいた少年じゃないか」

　巣鴨パパの方は俺を覚えていないようだ。代わりに、会場という言葉を上げた。会場？

　すぐに思いついたのはあの賭かけオセロの会場だった。あそこに、巣鴨の隣あたりにいたのだろうか。覚えていないが軽く頭を下げる。巣鴨パパがママに目をやり、説明を求めた。

「涼りようちゃんの友達。よく話しているじゃない、トカゲちゃんのこと」

　あいつ、母親には涼ちゃんって呼ばれているのか。どっかのおまわりさんみたいだな。

　それはさておき、巣鴨パパの表情に険しいものが混じったのは気のせいだろうか。

「……そうか、きみが『トカゲ君』か」

　強調するように名前を呼ばれた。巣鴨パパが早足で近寄ってくる。

「きみには少し話がある」

　まぁ座れとソファに押しつけられる。もう座っています、目が怖いですおとうさん。

　横に座ってきた巣す鴨がもパパがきろりと横目で睨にらんでくる。巣鴨ママと白ヤギさんを一いち瞥べつしてみるが、どちらもすぐに助け船を出してくれる気配はない。巣鴨ママは呆あきれたように腰に手を当てて、横を向いていた。白ヤギさんの方は我関せずとばかりに口をつぐんでいる。

「話は聞いているよ。愉ゆ快かいなクラスメイトだそうだね」

「いやそれほどでも」

　最近はまったく学校に行っていないので、クラスメイトというのも微び妙みようだ。

　まぁしかし、巣鴨パパが言いたいのはそんなことではないだろう。大体、予想がついた。

「娘は随ずい分ぶん、きみのことが気に入っているようだ」

「えー、まー」

　時々檻おりに入れられたりもします。お宅の娘さん、どういう育て方したんですか？

　もしくは天然物でしょうか。

「でぇ、今日はどうしたの？　涼りようちゃんに呼ばれたの？」

　見かねたのか、巣鴨ママが割り込んで話を振ってくれた。おぉ、いい人ではないか。

「あ、いえ……ちょっと遊ぼうよって、誘いに」

　こういうのを、火に油を注ぐと言います。分かっていて、つい言ってしまう。

　巣鴨パパがまた肩を摑つかんでくる。今度は骨を正確に親指で押してきた。軋きしむ軋む。

「いいかね、トカゲ君」

　わざわざ名前を呼ばないでほしい、ビクッとなるので。

　眉み間けんに皺しわが寄りすぎて、獲物に嚙かみつく直前のライオンみたいな顔つきだった。

「なんでしょう」

「娘は純真な子なんだよ。相応に、節操のある『友達』付き合いを頼むよ」

　特に前半について『なにィ！』と驚きたくなった。この親父おやじの目玉はビー玉なのか？

　普段着からして純真の意味が分からん。そして純真な子は他ひ人と様さまの部屋に勝手に上がり込んで、エロビデオを再生させたりはしないと思う。

　いや、ある意味純粋なのは事実かな。

　純粋に、無む邪じや気きに、人を搔かき回すから。

「い、い、か、ね」

　ぐぎぐぎと俺の肩が悲鳴をあげる。やめてくれ、せっかくこの前は無傷で切り抜けたのに。

　それは奇跡なんだぞ。言ってて自身の境遇と弱さに吐はきそうだが。

　そもそも、お宅の娘さんとは友達じゃないんだけどな。じゃあどんな、と問われると答えづらい微妙な関係ではある。キスしたことあるし、おっぱいに顔を埋うずめたことはあるけど手を繫つないでデートしたことはありません。宿題の見せ合いも、教科書の貸し借りもしたことないです。

　なにもかもがいびつで、お互いの尖とがったところが時々擦こすれ合う。

　傷ができるのは不思議と、俺の方なのだけど。

「ほらあんた、準備まだでしょ」

　巣す鴨がもママが嘆たん息そくしながら、旦だん那なを促うながす。巣鴨パパは「うむ」と答えつつもなかなか俺の肩を離そうとしない。この親ばかパパがめいっぱい甘やかしているから、巣鴨があんな風に育ったのではないだろうか。

　巣鴨パパが言い足りなさでいっぱいの渋しぶい顔と共に離れる。そうすると入れ替わりに巣鴨ママが近寄ってくる。ソファの後ろに立って、耳元に口を寄せてきた。ちょっとドキッとした。

「うちの子、ちょぉっとおかしいからさ。面倒見てくれるなら誰でもいいのよ、よろしくねぇ」

　などと言って肩を叩たたいてきた。両親の間で随ずい分ぶんと娘の評価が異なるな。

　そして恐らく、巣鴨ママの方が客観的で冷静だ。喋しやべり方は気け怠だるそうだけど。

「お待たせー」

　そうこうしている間に、肝心の巣鴨がやってくる。今日は露出が凄すごくない。かしこまった黒いドレスに身を包んでいる。頭にはいつもの紫のコサージュがあった。

　そのドレスの端を押さえながら階段を駆かけ下りてくる。そうしているとお嬢様だった。

「やっほー」

「やっほいほい」

　軽く挨拶あいさつしてから、巣鴨がソファの横に勢いよく座り込んだ。二度跳はねてから、俺を見る。

「で、石と竜か子げくん。どうしたの？」

「ちょっと遊びに行こうと。ほらデートよ、デート」

　いざ口にすると照れるものがあった。

「んー？」

「え、んーって、」

「なに企たくらんでるの？」

　にこやかなまま俺を疑ってきた。

　はっはっは、それは俺がいつも聞きたいことだよ。

　その目が開いたとき、どんな形をしているか想像するだけで身震いしそうになる。自分の立ち位置を自覚しているんだなぁ、カモカモちゃん。

　それなのにこういう振る舞いをしているから巣鴨は恐ろしい。

「いやぁべっつに。俺、カモカモちゃんのこと結構好きだしさぁ」

「そうなの？」

　俺の発言など微み塵じんも信じていないようだった。嫌いじゃないのは本当なのだが。

　嫌いだったらもっと逃げ回るか、もしくは。暴くね、こいつが隠しているものを。

　多分、こいつの手元にあるんだろうなぁと思う。

　俺が、世界に反逆するための力の片割れが。

　しかし仮に見つけたとしても、俺はこいつを嫌いになれるだろうか？

　憎にくめないのだろうなぁ、と思う。カワセミを恨うらんでいない点も含めて、それが自分の限界だ。

　復ふく讐しゆうの才能がないのだ。あの隻せき腕わんの女ほど、俺は人を憎みきれない。

「でも残念だねー。今から出かけるの」

「ありゃ、そうなん？」

　道理で巣す鴨がも一家がおめかししているわけだ。忘年会には少し早いし、パーティーにでも出席するのだろうか。しかし巣鴨は黒と紫がよく似合う。それは内面との釣つり合いが以下略。

「石と竜か子げくんも一いつ緒しよに来る？　面白いもの見られるよ」

「いやそれは遠えん慮りよしとくけど……すぐ出かけるのか？」

「もうちょっと」

「あ、じゃあ話したいことがあるんだ。できれば、ここじゃないといいんだが」

　巣鴨パパたちの視線もある。人目につくと問題になるのだ。

「いいよー。じゃあわたしの部屋ね」

　巣鴨がソファから跳はね上がって、上がってきたばかりの階段に向けて歩き出す。今日はヒールの高い靴くつを履はいているためか、ぱっこんぱっこんとあの間の抜けた足音がしない。

　巣鴨の部屋かぁ。恐ろしいものでも飾っていないだろうかと戦々恐々、後に続く。

　入ったことがないうえに女の子の部屋ということもあって、別の意味でも緊張してきた。

　階段を上がる際、遠くにいる巣鴨パパの視線をずっと感じていた。こんなことで殺し屋に標的にされたらどうしよう。白ヤギさんに狙ねらわれたら生き残るのはまず無理そうなのだが。

　二階の奥にある巣鴨の部屋へ案内される。巣鴨の部屋は俺の家の一階ぐらいあった。

　どうかしているが、事実だ。巣鴨が五人ぐらいは転がれそうなクィーンベッドに、青いソファ。巨大なテレビと、繫つなげられた古いゲーム機。部屋の隣を覗のぞいてみるとバスルームとトイレにシャワー室も設置されている。この真っ白な浴室だけで俺の部屋より広いぞ。

　それとぬいぐるみが多い。学習机の上もなんとかクマのぬいぐるみでいっぱいだ。

「うーむ、意外と女の子してる」

「意外なの？」

　ん、ん？　と笑え顔がおで首を傾かしげたまま俺を威圧してきたので、「ごめんなさい」と謝った。

　巣鴨がベッドに座り込んだので、側そばのソファに腰かける。しかし、落ち着かないな。

「知ってる？　この間、町で凄すごい交通事故あったんだよ」

「あ？　へー、そんなことあったの？」

　すっとぼけてみる。現場で見ていたと言えば色々聞かれそうだったからだ。

「……ふーん」

　その間と笑え顔がおが怖いんだけど。見み透すかされているようだった。

　それはさておき、巣鴨と向き合って話すのも久しぶりだな。

　なにを話して盛り上がればいいのかよく分からない。

「あー、うん。学校行ってる？」

　机の上に投げ出されている鞄かばんを目の端に見て、聞いてみる。

「ときどきー」

「あ、行ってるんだ。偉いねぇ、成なる実みとか元気？」

　あいつとは最近、まったく会っていない。最後に会ったのはあいつが家に遊びに来て冷蔵庫のハムを食べて帰っていったときか。倉くら科しな康こう一いちもいなくなったし、姉さんがらみのごたごたに巻き込まれてはいないと思うが、少し気になっていた。

　巣す鴨がもは「んー」と目を泳がせた後、特に表情を変えることもなく答える。

「なるぴーのことだよね。学校では見かけないなぁ」

「そうなんだー……え、そうなの？」

　同じクラスのはずなのに。あいつ結構まじめだから、サボりはないと思うんだが。それに今年受験だから……という意識はあいつに希薄かもしれない。暢のん気きだからなぁ。

　やはりなにか事件に関かかわってしまったのだろうか。ちょっと心配になってきた。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のさんが雇ってくれと来たのもなにか関係があるのだろうか。あれから何日か経つけどその目的を語ろうとはしない。お金に困っているとか言っていたのは噓うそではないだろうが、動機の一面に過ぎないだろう。底が知れない人だ。

「教団の方はどうなの？」

「まぁまぁ、かな。方策もあるし、折を見て会いに行かないといけない相手もいる」

　人類の始祖の直系。俺が手にしなければいけない手札の一枚だ。

　自分が頼りないなら、もっと強い主柱が必要だからな。

「涼りよう、そろそろ行くよ！」

　はぇー。巣す鴨がもパパの牽けん制せいがもう飛んできた。「はいはーい」と巣鴨が適当に答える。

　まだほとんど話していないのに。もう少し、親密な雰ふん囲い気きになってから切り出そうと思っていたのだがそもそも、巣鴨との間にそういうのを求めるのは無理か。なにせ、カモカモだ。

　もはや後回しにすることもできない。意を決し、巣鴨の両肩に手を置く。

「あのですね、巣鴨さん」

　肩を摑つかんだまま、正面から見み据すえる。巣鴨はきょとんと目を丸くしている。

　この機を逃すわけにはいかない。

　よし、言うぞ。

　い、い、言うぞ。

「胸を、触さわらして頂けないでしょうか」

　喉のどをずるりと滑って、心臓が舌の上まで飛び出してくるような緊張に包まれる。

　耳鳴りが強くなり、こめかみの付近が強い痛みを訴える。目の前がじわじわ白くなっていく。

　巣す鴨がもは、無言だった。

　無言で微笑ほほえんだまま、俺の額ひたいをこんこんと叩たたいてきた。

　中身入っていますか？　と笑え顔がおの向こう側で尋たずねているのが伝わる。

　だが残念なことに俺は大まじめだ。

「ひょ、表面だけ。触れるだけ、服の上からっ」

「うわー必死」

　さすがのカモカモちゃんもこのセクハラには少し引いているようだ。

　普段は人の頭を抱きしめてぎゅーっと押しつけるのに。ありゃあ天然なのか？

「この指先にお前の胸を登録しないと、戦えないんだ」

「ふむふむ。石と竜か子げ君ってそんなにおばかさんだった？」

「やつの呪のろいでおっぱいバカにされてしまったんだ。頼む、助けてくれ」

　真剣に縋すがる。巣鴨パパに聞かれていたらこの場で首を切り落とされそうだ。

　巣鴨はくりんくりん、と目を泳がせた後になにか思いついたように微笑む。

「今度、私のお願いを聞いてくれるならいいよ」

　笑顔で提案しているが、戦せん慄りつする。

　悪魔の契約を持ちかけられた。

「そ、それは俺が痛くないお願いですか？」

「うふふ」

　絶対に血を見ることになりそうだ。しかし中学生なら、血を見るぐらいの代償で済むならおっぱい触さわりたいですってやつがいてもおかしくない。むしろ自然な気もする。中学生とはかように刹せつ那な的な生き物なのだ。その流れに俺も身を任せてみようじゃないか。

「よ、よし。条件を吞のむので、お願いします」

　大体、こいつの場合は目的や思いつきがあったのならお願いなど無関係に俺を巻き込む。

　冷静に考えれば実質、見返りなしだ。カモカモは天使じゃないだろうか。ただし黒い。

　巣鴨が肩の力を抜いて腕を下ろし、背筋を伸ばす。俺は肩に置いていた手をゆっくりと外して、目を瞑つむり、息を吐き。祈りながら、暗くら闇やみの向こうへと手を突き出す。

　頭痛が酷ひどくなっていく。呼吸の度に血管や頭ず蓋がい骨こつが悲鳴をあげて、奥歯を嚙かみしめる。動どう悸きが激しくなり、目の前が真っ暗にもかかわらず、ぐるぐる回る。三半規管がおかしくなって、そのまま倒れ込みそうになったとき、指先が服の上から柔らかいものに触れた。
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　ぴりぴりと、静電気が走るような衝撃を受ける。

　ふぉぉぉ、と声が漏もれそうになった。実に気持ち悪い。

　巣鴨が今、どんな顔をしているか想像するだけで顔面が燃え盛る。

　その猛たけりを、心の中の炎としてイメージを燃やし尽つくすよう努めた。

　シラサギの呪のろいを殺す。

　忌いままわしい体験を焼き払う。払ふつ拭しよくして、砂をかけ、残り香がや灰さえも覆い隠す。

　そうしたイメージを延々、延々と繰り返す。端から端までくまなく、指先に神経を注ぎ。

　端から見るとただの変態にしか見えないであろう姿勢のまま、瞑めい想そうを続けた。

　指ちょっとぐらい動かしたらだめかな、という煩ぼん悩のうの首をキュッと締める。

　やがて、目の下が燃えるような羞しゆう恥ちの中で。

「……よし」

　よし、よし、よし。

　指に塗られた釉ゆう薬やくの書き換えを確信して、部屋を飛び出す。

　ひゃっほーい！　うほほほほほい！

「自由だー！　俺は、自由なんだー！」

　ひゃーっはひゃっひゃと大笑いして外を走り出す。

　巣す鴨がもパパや白ヤギさんの啞あ然ぜんとした表情も無視して、ただ走る。

　途中、既に十分に距離があって聞こえるはずもないが、巣鴨の声を聞いた気がした。

「確かに、面白いことになったかも」







「く、っくっくっく」

　克服した。やつの呪のろいを克服し、雄お叫たけびを上げそうになる。

　巣す鴨がものおっぱい触さわったから喜んでいるわけではない。そういうことにして。

　やつの感触はこの指先の優先順位で二番目となった。一番目は巣鴨、そう、巣鴨なのだ。

　呪いは上書きされた。これでやつの胸の感触を思い出しづらくなり、恨うらみを食われずに済む。

　あまりの緊張に肩こりが酷ひどくなり、頭痛に苛さいなまれてしまっているが知ったことではない。

　この指先はこれから巣鴨のおっぱいばかり思い出すことになるわけだ。

　それはそれで死ぬほど恥はずかしい。

　ごまかすために両腕を広げて、「うはははははー！」と笑ってしまう。

　部活帰りと思おぼしきジャージ姿の中学生がどん引きしてすれ違ったが、それはさておき。

　あれだね、胸って個人差があるよね。形が関係しているのかなぁ、あの触り心地の差は。

　研究に値するテーマではあるが、今はそれより世界を変えることの方が大事だ。

　さぁ、明日から心置きなく反逆するぞ。

「……でも、そういえば」

　巣鴨が敵に回ったら、どうするんだ？

　ふと湧わいた疑問に立ちすくみ、手のひらを見つめる。

　わきわきと動く指先。

　熱くなる頰ほほ。

　敵と味方の境界線は、曖あい昧まいで。

　果たして、俺の選択は正しかったのだろうか？










『トカゲの王Ⅳのその後２』




　トンボが目覚めてまず目にしたのは、握手を求める骸がい骨こつだった。そこでトンボは自分が死後の世界というものに来たのだと誤解した。だがよくよく見てみれば、骨格標本が目の前に置かれて手を突き出しているだけだった。誰かが悪戯いたずら目的で置いただけだろうと気づく。

　身体からだを起こす。起こしてから、自分の怪け我ががほとんど回復していることを確かめる。トンボは幼い頃から、少々の傷ならすぐに塞ふさがる体質だった。幼少期から鷹おう揚ような部分が強かったトンボではあるがその体質が不可思議なものであることは理解して、自分なりにそれを隠そうと努めてきた。しかし結果として露ろ見けんし、紆う余よ曲きよく折せつを経て殺し屋に落ち着くこととなった。

　起こした身体に応じるように、パイプベッドの関節が軋きしむ。トンボが寝かされていた場所は薄暗く、室温は低めだった。薄い緑色の壁に囲われた小さな部屋で、事務用の机には書類や得体の知れない機械めいたものが放り出されている。揺ゆれるブラインドの向こうから微かすかに光が見えた。

　眩まぶしがるように目を細めながらトンボが顔を下ろすと、その目が限界まで見開かれた。隣のベッドに寝ていたのも、殺し屋だったのだ。

　自身の喉のどを引き裂いた相手である殺し屋、ナメクジが横になっている。怪我だらけで包帯まみれ、その上、大量のベルトで拘束されている。寝返りも打てないために寝苦しそうな顔つきをしている。憔しよう悴すいしたような目もとと唇くちびるが今にもへの字に曲がりそうだった。

　それと不可解なことに、ナメクジの身体は特に、まるでないはずの『右腕』を押さえるように、厳重に巻かれていた。そのうえ時々だが、そのベルトが上下に動こうとしていた。

　トンボはそうしたナメクジを眺ながめて、仕事のことを考える。今回のトンボの仕事はナメクジの殺害だ。仕留め損ねて殺されたような記憶もあったが、結果として自分は生きている。仕事はまだ有効なのだろうか、とトンボが焦しよう点てんの定まらない目でナメクジを見つめる。今なら簡単に始末できる。仕事道具がなくとも。右手を広げながら伸ばしたところで、来客があった。

「浅あさ香かちゃーん、目玉返してー」

　陽気な声で少女が飛び込んできた。中学校の制服を着た女の子だ。少女は両手をあげた、幼い調子で部屋に踏ふみ込んでくる。しかしその笑え顔がおが、ベッドに横たわるナメクジを一いち瞥べつしたところで固まった。手をあげた姿勢のまま、「おやおやっとっと」と少女が引き返す。

　そのまま少女はいなくなり、部屋に入ってくる気配はなかった。なんだったのだろう、とトンボが首を傾かしげる。目玉と言っていた気もするが、骨格標本の目は当然、真っ暗な穴だった。

　しばらくすると、また扉が開く。入ってきたのは、白衣を着た金髪の女性だった。腕や額ひたいに絆ばん創そう膏こうがべたべたと貼はられている。トンボは一目見て、外人さんだ、と安直な感想を持つ。その女性、辰たつ野の浅香が目覚めているトンボに目をやって「おっ」と口もとを緩める。

「おぅ起きたね。一週間も眠りやが……つーか、たった一週間で完治する方がおかしいか」

　頭を搔かきながら、辰たつ野の浅あさ香かが椅い子すを引っ張り出して腰かける。背もたれが激しく軋きしむ椅子と一いつ緒しよにがくがくと辰野浅香が揺ゆれる。しばらく前後に揺れた後、トンボにその目を向けた。

「辰野浅香。あんたを救った大恩人ってところ」

「あ、ど、どぅも……」

　トンボがおどおどと頭を下げる。それを見て、辰野浅香が「こういう性格か」と独りぼやく。

「あんた殺し屋らしいね。今の雇い主はだれ？」

「はい、えぇと……さん、です」

「聞こえん」

　辰野浅香が一言で切り捨てる。トンボが萎い縮しゆくしたように俯うつむく。長髪が顔の前へと垂れ下がり、元より性別不ふ詳しようの顔が一層、判別しづらくなる。同時に不気味さも増した。

「あんたの荷物にあった電話使っていい？　登録してあるでしょ、雇い主。ちょっと話をさせてほしいわけ」

　トンボが短く頷うなずく。事情も分かっていないが、恩人らしいので従うことにしたようだ。辰野浅香は椅子と一緒に回り、机の上に置いてあった携帯電話を取る。あ、自分のだとトンボが気づく。

「登録されてるの一人だけじゃん。わっかりやすーい」

　無表情にぐねぐねと身体からだを捻ひねりながら、辰野浅香が電話をかける。椅子の上に足を載せて屈かがむような姿勢で、ぐるぐると椅子ごと回転しながら繫つながった相手と話し始める。

「ハーイ、アイムファイン。ん、そうそう。トンボくん？　ちゃん？　を保護した者だけど。うん、辰野浅香で分かる？　ミミズがいた……そう。実はさぁ……はいはい。うん、はい？　そうなの？　あーじゃあいくら？　もしくは人が必要？　紹介すればいい？　おぉーけー」

　雇い主と自分の話をしている。トンボはなんとなく、そこまでは理解したがそれ以上はまるで分からないように目の焦しよう点てんがあっていない。広げていた右手が未だナメクジの方に向いていたが、すぐ殺すのはなにか問題あるような気がして、そのまま待つほかなかった。

「うぃー、目が回った」

　電話を終えた辰野浅香が、しばらく目もとを押さえて身動きしなくなる。波を乗り切るように、間を置いて顔をあげた。

　特に面白くもなさそうな顔つきのまま、ピースマークを突き出す。

「というわけで、新しい雇い主になりました辰野浅香です。よろぴー」

「え、は、はい……」

　急な話で、トンボが面食らう。それでもとりあえず頷いてしまう。

「人的保証を要求されたけど、まぁ実質トレードみたいなもの。あんたを買っているのよ」

　携帯電話をトンボに放る。トンボはそれを摑つかんだ後、緩く頭を振った。

　考えていることの整理をしているようだ。

　前の雇い主を最初に思い浮かべる。あれはもう、関係なくなったらしい。

　そして次は目の前の女性が、自分の雇い主だと言った。なるほどそうなのか、とトンボが一つ一つ嚙かみ砕くだくように理解する。その間、特に疑問を挟はさまない。

「そっちのやつと殺し合いしたらしいね。あ、今はもうその仕事終わったから殺すなよ。そいつは治療が済んで『安定』次第、引き取るやつがいるんでねぇ」

　辰たつ野の浅あさ香かが、ナメクジ殺害について釘くぎを刺す。

　殺してはいけないのか。仕事の相手でないのなら、確かに殺す必要はない。トンボは少し目を飛ばすようにぼぅっとした後、ナメクジの布団を肩までかけ直した。始末する相手でなければ自然、親切にする性分だった。それを見ていて、辰野浅香が「変なやつだな」と呟つぶやく。その直後、「まぁ人殺しなんだから多少おかしいのも多いか」と独り訂正するように続けた。

「身体からだは問題なく動く？」

「はい、あの、どうも」

　喋しやべり慣れない子供が、無理にお礼を言うようだった。辰野浅香が無言でその頭を見つめる。

　やり取りからすれば御しやすい相手のように思える。そのうえ、身体能力に関しては同業のミミズが賞賛するほどだという。更には未知数の自己治ち癒ゆ能力まで備えている、恐らくは『超能力者』であるトンボだ。仮にその能力を把握せずともそれだけの身体を誇ほこる殺し屋、本来ならトレードなど誰もしない、優良な手札といえる。

　だが辰野浅香が電話した先の男は、交換をあっさりと認めた。喜ぶように手放したのだ。

　どこかに難があるのだろうなと、それをまだ見つけられないままに辰野浅香が溜ため息いきを吐ついた。

　そうした確認の後は、無言が続いた。

　トンボはなにか話した方がいいのだろうかと悩んでいるが、特に思いつく話題もない。隣で眠るナメクジの『右腕』が、先程の制服の少女が訪れて以来、過敏に反応していることに目をやるぐらいで基本、居心地の悪い時間が続いていた。

　辰野浅香は机に放置されていた機械のネジ止めをしている。細長い、白く無骨なデザインだ。飾り等はまだなく、脊せき髄ずいか背骨を保護しているだけのような、素体めいた印象を受ける。中央にはアナログチューナーのような、四角いパーツが接続されていた。

　トンボの視線に気づいてか辰野浅香が顔をあげた。機械を目の高さまで掲げる。

「うん？　こいつか。頼まれて作っているんだけど、まぁ、玩具かな」

　まだトンボが聞いていないのに説明してくれる。話たがりの性格のようだった。

「簡単な噓うそ発見器みたいなものかね。専門じゃないのに、こーいう仕事ばっかりだ」

　ネジ止めを終えた後、辰野浅香が機械を上から下と点検するように眺ながめ回す。

「よし、テストしてみるか。今から質問するから、噓吐いてみて」

　辰野浅香が、機械の四角い中心から伸びたイヤホンを耳にはめ込む。

「質問その１。二は十た歳ちを過ぎている」

「はい……あ、い、いいえ」

　トンボは最初、素直に頷うなずこうとしたが慌あわてて首を振り直した。むぅ、と辰たつ野の浅あさ香かが唸うなる。

「うむ。多少挙動が怪しいけど噓なわけか。よし質問その２。カレー大好き」

「お肉、が入ってないやつなら……あ、え、嫌い？　です。あ、でもお肉が、えぇと」

　噓うそを吐つこうとしてトンボが錯さく綜そうする。目が泳ぎ、口べたなりに説明して筋を通そうとして、結局失敗してしまう。辰野浅香が「こりゃ間違えたな」と頭を搔かいた。

「今の質問はなし。次の質問に移るので、忘れるように」

「えぇ、はぁ」

　この段階で、トンボの扱い方を辰野浅香が少し理解する。言い聞かせ方にコツがいるようだ。

「では最後の質問。人を殺したことがある」

　辰野浅香が無表情に尋たずねる。トンボは口を開けて、空気を吸い込むようにしてから。

「ない、です」

「……よし」

　辰野浅香がイヤホンに指を添えながら、にんまりと満面の笑えみを浮かべた。

　イヤホンを引き抜いてから、機械を机に戻す。

「あんたには早速仕事が入ってるから、頼むよぅ。ま、最初はただ働きを要求してきた糞くそケチ野郎の護衛かなにかになると思うけどね」

　不満たらたらといったように辰野浅香が後半愚ぐ痴ちる。トンボは護衛と聞いて、首を捻ひねった。

　自分は殺し屋なので、むしろそれを殺す側なのにと。

　そうした仕事を一切、トンボは任されたことがなかった。

「さて、と。そろそろあいつに餌えさでもやってくるか」

　そう言って辰野浅香が尻しりで椅い子すから跳はねるように勢いよく立ち上がる。押された椅子の背もたれが机にぶつかって、どちらも古いものなのでそのままバラバラになりそうだった。

　餌という言葉を聞いて、トンボも反応する。連想するのは犬と猫ねこだった。

　ただしトンボは、その餌という表現を好ましく思っていない。

「なにか、暮らしている、んですか？」

「うん？　まぁね」

　辰野浅香が思わせぶりに口の端を釣り上げる。白衣のポケットを漁って出てきたガムを一つ、トンボの方へ放り投げながら、目を輝かせる。子供が集めているものを自慢するような顔つき。純粋な欲求に彩られた瞳ひとみが水面のように、波紋を広げた。

「悪の科学者なら一つは隠し球を持っていないとねぇ。そう、禁断の研究によって生まれた、秘密兵器ってやつをさ」










『トカゲの王Ⅳのその後３』




　目を覚ますと、側そばには翼つばさを広げた女の人が座っていた。

　天使？

　真っ先に連想した。窓から見える雲景色と光をおぶさるように見えたせいかもしれない。

　その天使が優しくわたしを起こして、微笑ほほえみながら抱きしめる。ふわりと、よい匂においが遅れてやってきて、わたしを包む。そして翼がわたしたちを囲むように広がる。

「こんにちは、成なる実みちゃん」

　名前を呼ばれた。知っている人だろうか、とぼんやりとした頭が考えて、その人を思い出す。

　知ってはいるけど、馴な染じみのない人だった。どうしてわたしの側にいるのか。

　なんで、わたしを抱きしめているのか。

　そもそもここはどこなのだろう。

　疑問が泡のように浮かんでくる。でもそれらは外へ出ることなく、弾はじけて消える。

　不思議なことに、声を出すことができなかったから。

「よく、がんばったわね」

　がんばった、と言われても心当たりがない。

　だけど言われて、不安が少しなくなったことに気づく。でも真っ白な輝きに浸ひたっているからだろうか、段々と落ち着かなくなってきた。なにかしないと、という気になってくる。

「目を瞑つむりなさい。私だけを感じなさい。そうすれば、大丈夫よ」

　心境を読み取るようにささやかれる。わたしは言われるままに、目を閉じた。

　その人の言葉どおり、感じるものが減る。そして、その人の感触が鮮明になる。暖かい。

　ふわふわしていた。頭もふわふわするし、肩の力も抜けていく。

　目を瞑っても、その翼つばさの広がりが、輝きが見えてくるようだった。

「あなたの悩みも、苦しみも。全部、私が分かち合ってあげるから」

　背中を撫なでられると、張り詰めた涙腺がはち切れる。

　子供のように泣きじゃくるわたしの涙が、その人の服を濡ぬらす。

　わたしを包むのは、本当の天使の翼かもしれなかった。










『５巻の始まり』




「えぇとこれは、ごじゅうかわいしりゅうこ？　これそもそもどこで区切るんスか？」

『五十川いかがわ石と竜か子げ。いかがわが名字で、とかげが名前』

「へぇー。なんかいかにも今時の子って感じの名前だな」

『ただのクソガキよ。人を殺して平気な顔をしている、悪質なクソガキ』

「それ、ただのって言いますかねぇ。ま、いいスけど。こいつを始末しろと？」

『そう言っているじゃない。あなた、殺し屋の仲介業者なんでしょう？』

「まぁそうですがね、いやぁ、しかし参ったなぁ。俺、仕事辞めて引っ込むつもりだったんですよ。なにしろ契約していた殺し屋が立て続けにいなくなっちゃいましてねぇ。あいつら、殺すことしか能がないくせにばんばん死にやがって。勘弁してほしいですよ、ほんと」

『じゃあ、別の仲介業者を紹介して頂ちよう戴だい』

「いやいや、いますいます。うちでやりますってば。この間トレード……じゃねえや、契約したばかりの殺し屋なんてどうですかね。二人組で活きがいいですよ、ピチピチしてます」

『誰でもいいわ、できるのなら』

「まぁできるでしょう。いや、詳くわしく調べないと分かりませんけどね。突っついたら、なにが出てくるやら。この業界、横の繫つながりが面白くて意外なのが出てくるんですよねぇ、これが」

『できる限り苦痛を与えて殺して。最低でも爪つめを剝はがして、指を切り落とすぐらいはお願い』

「はっはっは、それぐらいが苦痛なんて言ってもらっちゃあ困りますよ」

『期待しているわ』

「うわー、素敵なこえー。ところで、あーっと、そちらは」

『倉くら科しなよ』

「ソーソー倉科さん。ちゃんとお支払いできるんですよね？　お父さんが死んだのに」

『心配しないで、蓄たくわえはまだあるの』

「それを聞いて安心しましたよ。じゃ、お任せをー」

　最後まで軽薄な調子で締めた後、男が電話を切る。

　それから、気味の悪い笑い声を浮かべた。

「親の仇あだ討うち、ね。なーんて立派な動機なんでしょ、うはは……しかしあいつら、どれくらい働いてくれんのかねぇ。Ｖ３がトンボだったか？　じゃああいつら、一号、二号としても……」
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「まず肉をえぐります」

「なに急に怖すぎるんだ」

　いきなり現れたカモカモちゃんがとんでもないことを言い出した。

「そんな話だった気がするんだけどなー」

「なんの話がどんな風にそんな感じなのやら」

　うーんと首を捻ひねって巣す鴨がもが離れる。本当になんだったんだ。側そばにいた白ヤギさんに答えを求めたが、知らんとばかりに視線を外された。そのまま巣鴨はごてーんとソファに寝転ぶ。

　暇だから来たと言っていたが本当だったらしい。暇なら学校に行けよ、と自分のことを棚に上げて思ってしまう。まぁいい、今はあいつに気を取られている場合ではない。本日は倉くら科しな康こう一いちの残していった本部ビルで、一発芸大会を開く大事な日なのだ。

　この集会は大事なものとなる。偽りの魔法のお披ひ露ろ目め会だからな。

　控え室の代わりに、応接間を用いて衣装その他の準備が行われていた。俺は白髪のカツラをかぶり、化粧を施ほどこされる。少しでも顔の傷が目立たないようにするためと、肌を白く塗ることで瞳ひとみの色を強調する意図があるのだが、それらを担当しているのは秘書だった。

　現状、うちに多くの人を雇う余裕がないとはいえ、まさかこの人に頼ることになるのは意外だった。色黒で小太りのおっさんではあるが前歴にこういう仕事も含まれていたらしく、手際よく準備を進めてくれる。この秘書さん、有能である。思いがけない当たりだったといえる。

「そういえば、銃じゆうは携帯しないのですか？」

　準備の途中で秘書が質問してきた。カツラをいじった後、「銃か」と単語を反はん芻すうする。

「倉科康一が残したものならありますが」

「ん、いや、いいや。俺には撃うつ覚悟がないからな」

　臆病者であることを理由に遠えん慮りよした。本音も含まれてはいるが、他にも理由はあった。

　魔法を操あやつる教祖様がそんなものに頼るところを見られるわけにはいかない。

　なぁシラサギ。あんたも同じ理由で、銃なんか持っていないのだろう。

　あいつが銃器を持たないというなら、俺も同じ領域で勝負しなくてはいけない。

　最後に白装束を着込んでから、鏡の前で目玉の色を調節する。最初は赤でいいか。で、能力を使うという段取りになったら何色にするかな。分かりやすく切り替えて、青……いや紫にしようか。あまり目にする機会のない色合いにした方がそれっぽいだろう。……よし。

　鏡を見つめて、目玉の色を記憶する。その鏡に巣鴨が映り込んできた。振り向くと、目玉を直接覗のぞき込まれる。数秒凝視してきたが、すぐに興味を失ってソファに戻っていった。

　お気に召さなかったようだ。それは結構。あいつに気に入られたらどうなるか分からん。

「……さて」

　ソファに座って漫画を読んでいるやつに、目線をやる。……なんだかなぁ。

　たこ焼き屋のエプロンまでは百歩譲って認めるが、なんかお腹なかのあたりでイラストの茹ゆでダコが笑え顔がおで『あつい』と訴えていても見なかったことにするが、頭のねじり鉢巻きは外してくるという選択がなかったのかと問い詰めたい。やる気なさそうに爪つま先さきで足を搔かいている。見ると履はいているものが靴くつじゃなくてビーチサンダルだ。見なかったことにしなければいけないところばかりで、一体どこを見て話せばいいというのか。

　海うみ亀がめ産うみ太た郎ろう（仮）である。今回、協力を依頼して招しよう聘へいしたはいいが、露ろ骨こつに適当だ。

　しかし三週間前より顔色も回復しているし、疲れた印象は大分晴れていた。これなら化粧を施ほどこせば十分、見るに堪たえる。欠伸あくびをこぼして涙をぐしぐしと指で拭ふいている海亀に命じた。

「早く着替えてきてくれ」

「え、着替えるの？」

「たこ焼きを焼いているときにわーきゃー騒さわがれたくないだろ？」

　そう言うと、「あーめんどい」と愚ぐ痴ちりながらも海亀が漫画を放り投げて奥に向かう。秘書に案内されて、別室へと向かっていった。ついでに白ヤギさんもメイク係として同行する。その協力は無料だと聞いたのでお願いしてみたが、上う手まくやってくれるだろう。ちなみに放り投げた漫画は巣す鴨がもがオットセイみたいに反った姿勢で摑つかんだ。

　しかし、『同志』として紹介するのがあいつで、本当に大丈夫なのだろうか。すぐにボロを出して、取り繕ってこちらの馬脚まで露ろ呈ていしそうな気がする。……それはないか。

　本物の超能力を持っているのはあいつで、俺の方こそまさに偽物なのだから。

　それを忘れて増長しちゃあいけないな。シラサギもそこはわきまえている。

「さっきの子、石と竜か子げくんの知り合いだったの？」

　ソファに寝転んだままの巣鴨が、扉の方を向きながら尋たずねてくる。さっきの子、海亀か。

「変な知り合い方だったけどな。そっちこそ知っているのか、お友達……ではないよな」

「ヘイ、ラッシャイ」

　巣鴨が唐とう突とつにカタコトになり、手をパンパンと叩たたく。どんな関係か分かるようで、分からん。

「それより巣鴨、成なる実みのことをなにか知らない？」

「なにかって？」

　巣鴨の大きい目が、かわいらしく動きながら俺を見る。見つめられると鴨どころか蛇へびと対たい峙じしているように思えてくる。カナヘビというのはいたと思うが、カモヘビはいるのだろうか。

「んー、いや……なんでもない」

　聞く相手を間違えた。巣鴨が素直に教えてくれることなんてなにもないだろう。

　巣鴨と部屋に二人きり、という微び妙みような空気の中で海亀たちを待った。ちなみに巣鴨はそんな空気など微み塵じんも感じていないらしく、ソファの上で尺取り虫みたいな動きをしていた。

　ややあって、白ヤギさんを先頭にして、海うみ亀がめたちが戻ってきた。部屋に入ると、海亀がこちらへ寄ってくる。着替える前とは打って変わり、こちらも頭が真っ白になっていた。うむ、ねじり鉢巻きはちゃんと外しているな。こちらとしては満足する格かつ好こうだが、海亀は大いに不満なようだった。白髪にすると碧へき眼がんの輝きが一層めだつ。その色を再現しても悪くないと思うほどには綺き麗れいだ。

「なにこれ」

　海亀の第一声はそれで、明らかな文句が感じ取れる。

　羽衣みたいなひらひらした服を非常に着心地悪そうに摘つまんでしかめ面つらしているので、ここは一つ機き嫌げんでも取ろうと試みる。両手を広げて馬ば鹿か面に等しい笑え顔がおを浮かべて迎え入れた。

「よい男ぶりではないか」

「バカにしてんのかこの野郎」

　失言だった。反射的に適当に褒ほめたら相手にそぐわない褒め言葉など出てしまう。

「いいんだよ。魔法使いはみんなひらひらした服を着るもんだ、お約束だよ、不文律なんだ」

　説得が面倒なので強引に流す。同志である者との格好には共通性があった方がいい。だからといって海亀の格好に合わせると俺も包帯どころかねじり鉢巻きをしなければいけなくなる。

「ばいーとだいーをー、よこーせー」

　珍ちん妙みようなステップを交えて金を要求してきた。こいつも大概、変なやつだなぁ。

　成なる実みを連想する。あいつもたまに、急に踊ることがあったからな。

「踊らんでもちゃんと払うから。じゃあ行くぞ。お客さんがお待ちかねだ」

　包帯の内側に仕込んだイヤホンが機能しているのを確認して、集会所へと向かった。……向かうのはいいが、振り返る。当然のようにカモカモちゃんまで後ろについてきていた。

　カモカモちゃんが仲間になった！（勝手に）

「いやあの、ご同席しちゃダメだからね？」

「ちょっと覗のぞくだけ」

　本当にそれだけで終わるのだろうかと不安になる、いつも通りの笑顔だ。もっとも、巣す鴨がもは自分から率先して動くということはしないけど。基本、面倒くさがりだからな。学校行事にも出てくるのを見たことがない。小学校の修学旅行は、俺も参加しなかったのだが。

「しかしあんた、ろくでもないことしてるわね」

　移動の最中、海亀がそんなことを言ってきた。好意的ではなさそうだ、そりゃあそうか。

　だれが褒めてくれるんだ、こんな立場を。

「俺にとっては必要なことだからな」

「ま、好きにすればいいけど」

「……してるさ」

　そう答えはしたが、自信はなかった。

「それより、大人たちの前でヘイラッシャイとかするなよ」

「ワカリマラシャーイ」

「分かれ」

　海うみ亀がめたちと共に、九階の広間へと入る。巣す鴨がもは言ったとおり、さすがにそこまでは一いつ緒しよに入ってこようとはしない。ホッとしながら、出迎えの拍手に笑え顔がおを返す。

　集会は週二のペースで開くことにしている。これで三回目だ。三度目ともなると、俺の登場に拍手してくれる人も現れるようになった。それに釣つられて、新参の人も周りに合わせるように手を叩たたく。その流れが大事なんだ。流れを作って、上う手まく周囲を巻き込み、飲み込むことが。

　前回の集会では最後に白ヤギさんの力を借りて、内なる声的なものを演出した。あれは演出上仕方ないといえるが、会話には使えない。事前に用意しておいたセリフしか再生できないからな。とはいえ、影響はあったらしく前回よりも椅い子すが多く埋まっている。

　集会に三度目の顔出しとなる者もちらほら見える。そういう人たちが勧誘して、まずは一度だけでもと誘ってくれる。その輪を広げていくのが大事なのだ。地元密着型の宗教活動なので、ネットより口コミの方が重要となる。そしてなにより必要なのは、異質なる力。

　やはり説教だけではこの時代を乗り切れない。目に見える奇跡の一つもなければな。

　だから今日はいつものように説法は行わない。今回は魔法の実演、大安売りといこう。

　広間は公共施設の会議室をもう少し広くしたような間取りとなっている。ホワイトボードやら大量の椅子、机が用意されていることからも、本来の使い道はそちらにあったことが分かる。

　並べられた椅子に座るお客さんたちは、ほとんどが中年の女性だ。今はまだ、主婦連しか取り込めていない。だが一度大きな噂うわさを作れば波は広がっていく。老若男女、飲み込んでみせる。

　その人たちと向き合うように用意された長机には白い布をかけてある。足もとが見えないようにするためだった。海亀と並んで座る。座る際に海亀を一いち瞥べつすると大人しくしていたのでまずは安心する。あとは癖くせで足を搔かき始めないようにと祈るだけだ。

　座って落ち着くと、足をつんつんと突かれた。準備は万端のようだな。

　あとは、途中で能力が効かなくならないよう祈るだけ。俺にどれくらいの運があるか、だな。

　マイクを手に取る。今日はあの声を使わないのか、という視線を最前席に座る主婦連から感じる。彼女らの粘ねばついた視線に笑顔で応える。そう、ここに集つどう連中はみんな、目が重い。

　そんな重苦しそうな顔して、椅子からちゃんと離れられるのかねぇと心配になる。

「こんにちは。本日はお集まり頂いて、ありがとうございます」

　深々と頭を下げる。それから、海亀の側がわに手を広げた。

「まずご紹介します。こちらは私の同志です。名は海うみ里さと」

　適当に偽名を……いや、そもそも海亀産うみ太た郎ろう自体、偽名に等しい。そういえば未だにこいつの本名を知らない。素性の知れないやつにこうして協力してもらうのは、軽率な気もした。

　今更すぎるし、まぁいいかと思い直す。俺はそれなりに海亀を信じている。

「彼女はちょっとした魔法を使えます。ご覧に入れましょう」

　促うながすと、海うみ亀がめが近くに置いてあった紙コップを手に取る。その中身を一気に飲み干した。

　空になったコップをおばさんたちに見せつけて、それから、コップの底を摘つまむ。摘んだ指が引くのと一いつ緒しよに、コップの底が一部分、ガムのように伸びた。真っ白な紙コップの異変に最初は皆気づかなかったようだが、次第に大きなどよめきを生む。海亀は続けて、別の部分も摘んでは引き延ばし、伸ばしたその二つを結んでしまう。

　改めて見ても、驚くものだ。人間の限界ってなんだろうと考え込みそうになってしまう。

　海亀は自分の指も伸ばす。左手の指を五本纏まとめて、引っこ抜くように引き伸ばす。

　ぺなぺなと垂れ下がる指を見せつけながら、海亀が唇くちびるを釣つり上げる。いや、怖いぞきみ。

　主婦たちの目が驚きよう愕がくに見開いている。倉くら科しな康こう一いちは超能力者に縁がなかったというので、こういうものはお目にかかる機会もなかったのだろう。だからこそ、海亀の奇跡を見せたかった。

　俺がこれから演じる魔法は視覚的な効果は低い。そこを考こう慮りよしての依頼だった。

　さて。ここで終わりだと、ただの手品ショーになってしまうな。

「えー、このように」

　信者共の注目をこちらに集める。夢から覚めたようにハッと、注目がこちらへ移行した。

「世の中には、超常の力を持つ者が実在する。それを皆さんにまず知って頂きたかった」

　自分もまたその一人だ、と言わんばかりに、身振り手振りで示す。

「私も、どこかで神を名乗る者と違って奇跡は起こせませんが、魔法が使えましてね」

　そう前置きして、眼球を紫色に変化させる。人前だと色の具合を確認できないのが難点だな。

　目玉の色が変わることに、新参がどよめく。しかし、既に何度か足を運んでいる連中にはもう、手品のようなものとしか見られていない。だからここで披ひ露ろうしておく必要があった。

「その一つをご覧に入れましょう。お一人ずつ、私の前に来てください」

　そちらの方、と左側に座るおばさんを手招きする。パーマのかかったおばさんが、え、わたし？　という顔でおずおずと立った。不安げに、後ろを振り返りながらこちらの前まで来る。

　あと海亀はもう伸ばして遊んでなくていいから。紙コップをウニみたいにしなくていい。

　おばさんの注目も今はそちらに向いている。なんとかこっちに釣り上げないと。

「あ、あのぉ、えぇと」

「こんにちは。さて、と」

　笑え顔がおを向けて落ち着かせてから、手をかざす。おばさんがびくりと肩を強ばらせる。

　こうして頭にでも手を向けた方が、それっぽいだろう。

　頼むぞ、と歯の奥でイヤホンと足もとを激げき励れいする。

「……近くで見ると、やっぱり若い子なのね。うちの息子ぐらい？」

　他の人からすれば、唐とう突とつな物言いに聞こえただろう。

　しかし、目の前にいる『読まれた』おばさんからすれば、平静ではいられない。

　おばさんが息を吞のむ気配にあわせるように、読み取りを続ける。

「……気づかない内に、口に出していた？」

『心境』を読み上げると、二度目ともなると可能性に思い当たったようだ。

　笑え顔がおと意味なくかざした手をそのままに、おばさんに尋たずねる。

「当たっていますか？」

　泉に小石を投げ込むように、波は紋もんを作る。詐さ欺ぎの最初の被害者となったおばさんを中心にしてどよめきが広がり、周りもなにが起きたか気づきだしたところで、宣言する。

「これが、私の『魔法』です」

　自分が噓うそつきになったものだと、そこで初めて自じ嘲ちようした。

　しかし考えれば、平和なときですら俺は噓ばかり吐ついていた。本当の自分はどうとか、真の超能力に目覚めるとか。噓を吐く自分というのは、それこそが俺の本質なのかもしれない。

　だとするなら、俺以上にこの仕事に向いている者はいない。

　この目は、奇跡を飾るための器となる。

「あなたの抱かかえている悩みは……」

　などと、悩みという単語を口にすることで、おばさんに連想を促うながす。

　俺もこれぐらいは役目を果たさないとな。こうすれば、心を読みやすい、はず。

「……あなたは、息子さんへの心配を抱えているのですね」

　この能力でもっとも有効なのはやはり、悩み相談だろう。

　倉くら科しな康こう一いちもそうやって活用しようとしていた。行き着く先は一いつ緒しよか。

「……一週間同じスウェットで過ごすような、怠たい惰だで働く意欲のない息子さんの将来を案じている。……なるほど、年齢も三十代にさしかかろうとして……旦だん那なさんの理解を得られずに、辛つらいでしょうね。……しかしそうした息子さんを献身的に思う心は、賞賛に値しますよ」

　ぺらぺらと語ってやる。所しよ詮せんは他ひ人と事ごとなので、共感している素振りをするのも一苦労だ。

　毎回イヤホンで聴かないといけないので、喋しやべる間隔が間延びするのはご愛敬である。

　おばさんは俺が心を読んでいることを、そこで完全に信じ切ったようだ。そりゃあ、信じるに決まっている。こんなところに来る人は元々、心が飢えているのだから。目の前にご馳ち走そうを用意されたら飛びついてしまう。おばさんの膝ひざが折れて、俺を見上げる形となる。

　そこに手を差し伸べる代わりに、あくまで優しく、穏やかに語りかける。

　勿もち論ろん、手をかざす方向は修正した上でだ。

「なにも話さなくていいんです。私は、あなたをこうして理解できるのですから」

　辛い言葉を、歯がゆい心の内を吐はき出す勇気を持たなくてよいと、救済してやる。

　救いと逃避。日々の生活で降り積もるストレスから逃れようと、宗教に救いを求める。

　俺はそれを叶かなえてやるのだ、この力で。

　この流れで一人ずつの悩みに答えていく。もっともらしい綺き麗れい事で着飾って。

　近しい友人に相談すれば簡単に答えが返ってくるような、ありふれた質問に。

　認められない、軽んじられている。褒ほめてほしい、労ねぎらってほしい。

　その本音を徹底的に認めて、掬すくい上げて、笑え顔がおを絶やさない。

　そうして受け入れてくれる先に、この魔法でお出迎えすれば心揺ゆらがないはずもない。

　場末の新興宗教の集会に参加する方々だ、さぞ熱心に布教してくれることだろう。

　こんなところに神様がいますよ、と。
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　意識が流れ込むように感じていた。

　身体からだの外に預けていた魂を返却されたように、染み込むものがあった。自身の呼吸を次第に感じ始めると共に、沈んでいた自我が浮上していく。二度ほど噎むせ込んだ後、完全に意識を取り戻す。指が跳はねるように動き回り、次いで、重たげな瞼まぶたを押し上げた。

　うっすらと開いた目の奥まで、刺激が飛び込んでくる。刺すような光の束を受けて、開きかけた目をすぐに閉じる。自然と手を出して覆いを作り、ゆっくりとまた目を開いた。光に誘い出されるように両目から涙が溢あふれて、その涙が乾いた目を伝うことでまた、痛みを促うながす。

　しばらくそのまま動けなかった。動かないでいると、血液の流動が耳鳴りのように聞こえてくる。そしてそれとは別に、周りからも物音が聞こえてきた。人の生む音だ。机になにかの置かれる音、お茶をすする音。自分を苛さいなむ重苦しさとかけ離れた、暢のん気きな生活を語るものだった。

　涙が出尽つくした頃、目が少し慣れてきた。それに伴い、身体をゆっくりと起こす。

　起き上がって見上げると、天井の照明も大した光量ではなかった。

　口を開けたまま寝ていたからか、口周りに冷たいものを感じる。それを服の袖で拭ぬぐってから、軽く頭痛のする額ひたいを押さえた。心臓の鼓動と頭痛が重なり合う中で、混こん濁だくを搔かき混ぜる。

「わたし……わたし？　私？」

　自分を呼ぶ。だが応えるものは遠い。反響が届くまで、ずいぶんな時間を要した。

　返ってくる幼い声の答えは、どこか非難を含むように思えた。

　あぁそうだ。

　私は、人殺しだ。

　奇き妙みような笑いが漏もれた。長々と眠っている間に笑い方を忘れてしまったように、声が引きつる。

　散り散りとなっていた自分への認識が結合を果たし、彼女、ナメクジが希薄だった自己を揺ゆり動かす。薄まっていた濃度が高まる中、嫌けん悪おと安あん堵どのせめぎ合いを経て意識が安定する。

　無造作に下りていた前髪を搔き上げる。額は寝汗にまみれていた。それを乱暴に手のひらで拭った後、顔をあげると近くに立っていた人間の顔が目に映り、飛び退のきそうになった。

　助かったと思ったのに結局、私はあの世に来てしまったのだ。

　自分の手で喉のどを引き裂き、確実に殺害した相手が平気な顔で歩いているのだ。そうと解釈するのが自然だった。ナメクジは身を寄せるようにして警戒するものの、側そばにいた相手、トンボは顔色を確認するように覗のぞいてからすぐに離れてしまう。今回は殺しのための道具ではなくお盆を持っていて、違和感が酷ひどかった。

　殺し屋専用の部屋なら、ヘビやカエルもここにいるのだろうか。

　絶対に顔を合わせたくないな、とナメクジが唇くちびるを歪ゆがめる。その微かすかな悪意が彼女の脳を回し始めて、理解を推し進める。自分がなにをしてどうなったか、次第に思い出してきた。

　殺し屋であるミミズに追い回されて、瀕ひん死しに追い込まれた。その際、人差し指を切り捨てたはずだがと慌あわてて左手を確かめると何事もなくくっついていて、安あん堵どの息を吐はく。縫い目すら見えない。本当に切り落としたかも疑わしくなる。だがそこで、人差し指の確認は既に済ませたことがあるのではないか、と記憶に重なるものがあった。濡ぬれた瞳ひとみの上で波紋が広がる。

　真っ白い部屋をまず思い返す。ついで、そこに繫つながれた自分が部屋の中央に陣取っていたことを思い出す。そうだ、と目を見開く。気づけばわけの分からない蒸し暑い部屋に監禁されて、理り不ふ尽じんな声が左腕を切り落とすと言い出した。そして脱水症状の中で幻覚に恐怖した後、世界でもっとも憎にくらしい笑い声に苛さいなまれながら、ながら、ながら？

　自分は、なにをした？

　混乱はそこに行き着き、そして。

　ナメクジはそこでようやく気づく。

　自身の今手にしている、安定感に。

　自分の身体からだを支えるように、ベッドについているものを。

　身体を押し上げるために、無意識に用いたものを。

「て……？」

　肩を震わせながら、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。見えない、なにも見えない。なのに。

『右手』の指先が震えるのを、感じていた。

　ナメクジが、透明な右手のひらを見つめる。呼吸も忘れて、見入る。そこにはある。自分の失ったはずの右手が、右腕が形を成している。実態を持って、ナメクジと繫がっている。

　そこで完全に思い出す。

　生まれたその右手が、目の前の扉を砕くだいたときのことを。

　ガラスを叩たたき割って暴れ回ったことを。

　新たなる奇跡と、右手が自分に宿ったことを。

　右手を失った日のこと。傷口の痛み、噴き出る血。両親に抱き上げられて機き嫌げんよく、無む邪じや気きに笑いながら見た景色。様々な光景と過去を呼び覚まされながら、ナメクジが右腕を抱く。

　異質でも、あり得ないことでも。その存在が歓喜の産声をあげている。

　枯れたと思ったはずの涙がまた溢あふれ出して、ナメクジの顔を濡らす。背を丸めて、赤子のように泣き声をあげる。幻ではない。右腕の温度と質感は確かにそこにあり、降りかかる涙の冷たさを理解していた。その涙を弾はじくことによって、右腕の輪りん郭かくも微かすかに露あらわとなる。

　締まりのない泣き声をあげて、何度か噎むせた。そこでナメクジが顔全体を強く拭ぬぐう。

　涙もまだ出し切ってはいなかったが、呼吸を落ち着かせて、目を瞑つむった。

「あら、もう感動のご対面は終わり？」

　声をかけられて、ナメクジが勢いよく顔をあげる。

　視線の先には白い女が足を組み、ナメクジを見て笑っていた。その指先にはチョコレートがある。その女が自分の泣くところを一部始終見ていたと知り、ナメクジが頭を搔かく。

　無防備な姿を見られるのは気持ちのいいものではなかった。

「んー、チョコに粉かかってるやつ、あんまり好きじゃないのよね」

　などと文句を言いつつも、満更でもなさそうに口に放り込んでいる。

「あ、えぇと、ごめん、なさい」

　なぜか傍かたわらに秘書のように立っていたトンボが謝る。

「うむ、分かればよい。あとお茶お代わり」

　横柄な態度が実に様になっていた。しかもトンボは従順にその湯ゆ吞のみを受け取り、部屋から出ていく。女は人を従わせることに手慣れているのが見て取れた。

「あんたは……」

「ハーイ、シラサギ様です」

　屈くつ託たくない笑え顔がおと広げた手のひらを向けて、シラサギが名乗る。今日は変装もなく、白く彩られた衣装と髪を出し惜しみすることがない。その代わり、口の端に茶色い粉がくっついていた。

「三週間ぶりね、マイマイちゃん」

「………………………………………」

　三週間ぶりという言葉にも、呼び方の馴なれ馴れしさにも覚えがなかった。

　ただ、本名を把握されていることには遅れて気づいた。ついでにあだ名までも。

「ああ、あのときは変装していたか」とシラサギが横を向いて呟つぶやく。髪を摘つまんだ後、「ま、いいわ」と話を流す。ナメクジからすればなぜ、この女がここにいるのか理解できない。

　相手が誰であるかは当然分かっていてもだ。

「なに？　あんた」

　泣くところを見られたこともあってか、普段よりも無愛想な声となる。

「お見舞いに来てあげたのよ。どうせだれも来ないと思って、優しいでしょう？」

　心にもないことを言っている影響か、シラサギの頰ほほが段々と緩んでだらしなくなった。

「面識を持った覚えがないんだけど」

「声で思い出せない？」

　シラサギが喉のどを叩たたきながら質問する。記憶を促うながされるような言葉に、ナメクジが心当たりを探さぐる。ただでさえ混乱の収まっていない記憶の引き出しを開けようというのだから、それだけでせっかくの気分が滅入りそうだった。そうして少し振り返ると、駐車場の裏手で出会った趣味の悪い黄色いサングラスをかけた女を思い出す。『シラサギ』の本名を知っているか、と聞いてきた女と、目の前にいる白い女の正体が合致して、「あぁなるほど」と愛想なく呟つぶやく。

「思い出せたようね、ナメ子ちゃん」

「変な名前で呼ぶな。で、結局、用事はなに？　こっちは今、それどころじゃないの」

　シラサギよりも右腕である。生はえたことは素直に喜ばしいが、透明である点は奇き妙みように感じていた。指を動かす感触はあるがその動きがナメクジにも見えていないため、しっくりこない。

「もうすぐ来るだろうから、詳くわしいことは浅あさ香かに説明してもらって。ほらっ」

　シラサギがチョコを一粒放ってくる。放物線を描えがくそれを見上げたナメクジが咄とつ嗟さに右腕を突き出して、摑つかみ取る。ナメクジ自身にも、他人の目からも空中でチョコレートが停止したようにしか見えなかった。二人の視線が中空に固定されて、しばし固まる。

　超能力。

　ナメクジの意識を掠かすめるその言葉に、目が震えた。自分が、超能力者。

「嬉うれしい？」

　心境を見み透すかすように、シラサギが感想を尋たずねてくる。ナメクジはそれに返事をせず、チョコを口に運ぶ。口の中が乾いているせいで飲み込みづらいが、その刺激的な甘さに目が回るようだった。しばらく使われていなかっただろう歯がうずく。

　食べ終えて、目線が再び右手に向く。チョコの粉が右手に残っていて、宙に浮いている。左手で払うと、床に散っていった。そうすると再び、右手の所在が不透明になる。

「ペンキでもかければ、どこに手があるのか分かるわけね」

　眺ながめていたシラサギが言う。それを聞いて、ナメクジも確かにと同意する。単純なものである。見えないというのは大きな利点かもしれないが、それだけでは効果が薄い気もした。

　握ったものを透明にするわけでもない。この手でナイフを握れば宙に浮くわけだ。

　トンボがお茶を運んでくる。ナメクジは自身の目を疑いつつ何度も確かめるが、どう見てもそれは自分が殺した相手だった。引き裂いたはずの首もとには傷跡の一つもない。あれだけ深くナイフを刺して仕留め損ねたというのだろうか。ただこうして同じ部屋にいても敵対する意思はないようで、お盆を抱かかえるようにしながらぼぅっとしている。

「あんた、お茶淹いれるの上う手まいわね。うちで専属のお茶くみやらない？」

　新しく淹れたお茶をすすってから、シラサギがトンボを勧誘する。トンボはお盆を握ったまま目を忙せわしなく動かして、返答に悩むように戸惑う。シラサギとしては冗談で誘ってみたのだが、その反応が面白いのか黙だまって返事を待っている。ナメクジは呆あきれるばかりだった。

　こんなやつが、以前に自分を追い詰めたことをどう受け止めればいいのか。

「か、考えておき、ます」

「こらこら、あんたうちのお茶くみでしょうが」

　トンボが開け放しにしていた扉から、もう一人続いて入ってくる。白衣に手を突っ込んだ金髪の女性で、ナメクジにも見覚えがあった。生死の境をさまよっていた際に見上げた人影そのままで、その上、声も記憶している。あの部屋で人の腕を切り落とすと宣言した女の声だ。

　辰たつ野の浅あさ香かはそんなことがなかったかのように陽気で、なんの意識もない態度でナメクジの前にやってくる。検診のように顔を覗のぞいて窺うかがった後、にぃっと無む邪じや気きな笑い顔を見せつける。

「仮○ライダー米まい原ばら麻ま衣いは改造人間である！　……言っておいてなんだけど、ナメクジの改造人間ってめちゃくちゃ弱そうだねぇ。やっぱり昆虫だよ、バッタだよ」

　白衣から手を出し、両手を振りながら力説する。ナメクジからすれば知るかと言うほかない。

　口上を聞いていたシラサギがなにか思い出したように、「そういえば」と呟つぶやく。

「そんなのもいたんじゃない？　まだ飼ってるの、あの二匹」

「あぁあいつらは交換に出した。今頃は元気に飛び跳はねて、散々迷惑かけていることでしょう」

「あの二匹、なかなか面白かったのに。見ている分には」

「あれは私の作ったもんじゃないし。例の地下からのサンプル。なにしろ私は生きた人間より死体を弄いじる方が楽しいしねぇ、最近は医者モドキになっているけど、あーやだやだ」

　辰野浅香がお手上げのポーズを取りながら、ベッドに腰かける。隣に座られたナメクジはいきなり距離を詰められて咄とつ嗟さに身を引きそうになるが、身体からだの気け怠だるさが枷かせとなる。

　寝たきりから復帰した直後とはいえ、また別種の疲労がのしかかってくるようだった。

「さて、あんたの話だ。んー、どこから、いやなにについて話せばいいのかね」

　辰野浅香が腕を組み、首を傾かしげる。ナメクジとしても聞きたいことは山ほどある。それらに順番をつけていこうとしたが、頭が重くて上う手まくいかない。仕方なく、まずはと腕を掲げる。

「右腕について」

「あぁそれかぁ。うん、透明な右腕だね。扉とガラスをぶち壊したの、覚えてる？」

　聞かれて目を泳がせた後、ナメクジが頷うなずく。意識が朦もう朧ろうとしていたので確証こそないが、あの場所にいたのは自分だけだった。この右腕が殴なぐり飛ばしたというのが正解だろう。

　しかしそうなると不可解な点もある。この右腕はそんなに長くない。

　どうやって、こいつでガラスに手が届くというのか。

「思ったほど使えない能力なんだよなぁ、これが」

　具体的に語る前に、個人的な感想を述べられてしまう。聞いていたシラサギも、『まぁそうね』と言いたげに目を横へと向けながらお茶をすする。トンボは変わらず、突っ立っている。

　辰野浅香がナメクジに向けて、指をくるくると回しながら言った。

「右腕を壁に向けて真っ直すぐ構えて、念じてみるといい」

「念じる？」

「伸びろって。壁に手をつけるイメージ、ほらやってごらん」

　そう説明しながら辰たつ野の浅あさ香かがナメクジの肩を軽く叩たたき、ついでに身を引く。

　ナメクジは『伸びる』という表現に半信半疑ながら、言われたとおりに構えた。右腕を水平にする。そうすると着せられた患者用の衣服が不自然に宙で皺しわを作った。これでは事情を知らない者にも、なにか変だぞと警戒されるだろう。そこまで考えて、やれやれと呆あきれる。

　寝ぼけていようとも、自分は人殺しのことばかり想定しているらしい。

　深呼吸して、右腕の指先があるであろう位置を睨にらむ。

　研究室内の視線が自分に集つどうのを感じながら、静かに気合いを込めていく。

　伸びろと、実際に口に出して念を高める。

　すると、ずるりと。腕の抜け落ちるような感覚が生じて、ナメクジの顔が引きつる。

　それは、右腕をカワセミに奪うばわれたときの絶望に一致していた。ひ、ひ、と悲鳴の欠片かけらが口から漏もれる中、その失われるような時間が続く。しかしそれが次第に引き延ばされる感覚へと移りゆき、気づけばびたん、と。壁になにかが張りつくような音がしていた。

　その壁の冷たい感触を、ナメクジが感じる。指を動かせば壁を搔かいているのが分かる。一体どこがどう伸びたか理解できないが、ナメクジの右腕は意思に従ってその長さを変えて、壁に手をつけることができたのだ。試しに左手を壁に向けてみるが、当然、指など届くはずもない。

　思ったほど使えない能力。

　どこがだ、とナメクジが嬉うれしい怒いかりを発しそうになる。

　任意で伸ばせるということは、間合いを自在に変えられることを意味する。

　その気になってどこまでも伸ばせるというなら、何十メートルも離れた位置から狙ねらった相手にナイフを突き刺すことも可能となる。これなら、最大の障害となる白ヤギを無視して巣す鴨がもだけを刺殺することも夢ではない。ナメクジの目がその淡い希望に光を見つけかけた、その直後。

　急激に体調不良が加速して、肩が重くなる。自分を支えていたなにかが抜けてしまったように、身体からだが頼りないものとなる。腐ったリンゴの芯が朽くちていくようだった。慌あわてて左手をベッドについて、転倒を防止する。そのまま放っておいたらずるずると滑り落ちて、床に転がったまま動けなくなりそうに思えた。

　明らかに異様な体力の消しよう耗もうに、まさか、と顔をあげて壁を見る。

「さてここからが問題だ。意識が戻ったら確認してみたかったんだけど、それ、戻してみ？」

　辰野浅香が最初と反対、逆向きに指を回す。釣り竿ざおを引き戻す仕草のつもりらしい。

「戻す、って」

「だから、伸ばした腕。元の長さに戻せる？」

　不安を煽あおる質問に戸惑いながらも、ナメクジが壁を見つめる。

　戻れと同じように念じる。しかし、今度はなんの反応も示さない。壁に張りついていた手のひらが滑り、ぺたりと床に落ちる感触が伝わってきた。だらしなく伸びている腕が、重い。

　縮ちぢめと、念じ方を変える。しかし同じことだった。

　ナメクジの顔色を窺うかがって答えを悟った辰たつ野の浅あさ香かが、にんまりとする。

　自分の推論が正解していたことを喜んでいるのだった。

「あ、やっぱり。戻せないわけだ」

　軽い言葉がナメクジの耳たぶに穴を開けるようだった。

　戻せない？　不用意に伸ばした、この腕を？

　じゃあ一生、腕を地面に引きずったまま？

　ちょっと待て、とナメクジが辰野浅香に向く。が、相手は笑うばかりだった。

「本当に無理なのね。んー……んー」

　唸うなるシラサギの口も半笑いだった。目を瞑つむったまま、端がひくひくしている。

　トンボはそうした実験には見向きもせず、シラサギの持つ湯ゆ吞のみに視線を注いでいる。お茶のおかわりをいつ命じられても動けるように待機しているようだった。

「しかもさ、疲れない？　それも信じがたいレベルに、すっげー」

　ナメクジが返事に窮きゆうする。それは言葉が浮かばないだけでなく、舌の痺しびれも関係していた。

「こっちも当たりか。ほらなー、使えないだろ？」

　辰野浅香が振り向いて、シラサギに勝ち誇ほこる。シラサギは無言で湯吞みを置き、机に頰ほお杖づえをついてナメクジを観察する。ナメクジは苦く渋じゆうに歪ゆがむ額ひたいに汗を浮かべ、その目は不安に泳いでいた。

　辰野浅香がポケットからハサミを取り出す。柄えの赤いそれに指を通し、ナメクジの腕に添える。ナメクジがびくりと肩を上げて、怯おびえた目でハサミの刃を見つめる。

「なに、」

「切るしかないでしょ。カットチョキチョキしないと、あんた死ぬよ」

「切る……腕を？」

「ふふふ、うちは美容師さんじゃあないのだ。髪は切れんとも」

　大して上う手まいことも言っていないのに得意顔の辰野浅香と対照的に、ナメクジの顔から血の気が引く。元より健康的ではなく青白い肌が一層、病的な白さに陥おちいる。唇くちびるが細かく震えていた。

　右腕を、また、失う？

　そんなことが許せるか、耐えられるか。ナメクジの目の前が激しく点滅する。

「はーい、痛かったら手をあげてくださいねー。って、本当に上げるなよ、邪じや魔まだし」

　ナメクジの上半身が半ば自動で暴れてハサミから逃れようとする。

　辰野浅香が顎あごを動かし、トンボに指示する。しかしトンボはまったく察することができず、焦しよう点てんがあっているかも怪あやしい目をぱちぱちさせて首を傾かしげる。えぇい、と辰野浅香が呆あきれる。

「こいつを押さえつけなさい、と言っているのよ」

　シラサギが助け船を出す。トンボはようやく「あ、はい」と動いた。動き出すと速いもので、あっという間にナメクジを組み伏せる。頭部を摑つかんで、ベッドに顎から叩たたきつけた。

　その痛みもさることながら、押さえつけられたことで余計に過去の出来事と重なり、ナメクジの動どう揺ようが強まる。再び添えられたハサミの冷たい感触に、右腕が跳はねあがる。

「麻酔はないけど、ま、気にすんな！　愛と勇気でなんとかするように」

「よせ、やめ、やめて、とらないで、やめろ、やめろ！」

　懇こん願がんの言葉を向けるも、「スパッといくぜ、スパッとぎりー」と辰たつ野の浅あさ香かの無む邪じや気きな言葉しか返ってこない。ハサミの刃が遠えん慮りよなく、透明な右腕の根元に食い込む。そして、肉を裂く。

　カワセミに切断されたときは一気に丸ごとだったために、その引き裂かれる痛みは未知のものだった。ハサミが淀よどみなく進行して、肉の中に埋まい没ぼつしていく。同時にその断面が空気に触れて、酸化でも施ほどこすように痛みを増やしていく。その度、ナメクジの身体からだが跳ね上がるのをトンボが抑制していた。ナメクジの口から奇怪な声が漏もれるも、誰一人として同情を見せない。

「愛と勇気と、勇気と破滅と、破滅と真実と、真実と……あれ、逆だったかなこれ」

　軽口を叩たたきながら、辰野浅香がぶつりぶつりと、透明な肉を引き裂く。手応えしかないという奇き妙みような状況を楽しむように、その顔には愉ゆ悦えつが浮かんでいた。最後は残った皮をちぎるように、両手でねじ切ってもいでしまう。その皮のちぎれる鮮烈な衝撃に、ナメクジが嘔おう吐とする。

　ベッドの上を派手に汚す姿に、辰野浅香が「あーあー」と苦い顔となった。

　そうして、ナメクジの右腕の感覚が再び喪そう失しつする。

　頭の半分までもぎ取られてしまうような、大きな空白を二度も味わう。ナメクジはベッドに埋もれたまま、涙を堪こらえきれない。右の袖を握りしめて、断面からなにかの溢あふれ出す感覚に心を揺ゆらされ続けていた。噴き出した血液も透明なのか、実際、なんの被害も『見る』ことは叶かなわない。当事者であるナメクジにだけ現実となる、激しい傷の痛みだった。

　吐と瀉しや物ぶつに顔面を浸ひたしたままのナメクジの上から、「もういいよ」と言われたトンボが退く。

「あんたの能力を纏まとめるとだね。

　１、透明な右腕を生はやすことができる。

　２、その右腕は念を込めればある程度伸ばすことができる。

　３、伸ばした分だけ本体が消しよう耗もうする。

　４、伸ばした腕を、戻すことはできない。

　とまぁ、実に猪ちよ突とつ猛もう進しんな困ったちゃんなわけ」

　辰野浅香が狭い研究室内を歩き回りながら、ナメクジの能力の要点を解説する。

　ナメクジは話を聞くどころではない。切り取られた右腕の患部を押さえて涙している。

「ズームパンチができるのは楽しそうだけど、肝心の波紋が使えそうにないのがねぇ。なんで超能力っていうのは一人に一つなのやら。お約束か？　様式美か？　詰め込むと破裂するのは経験上分かるけどさぁ、もう少しがんばれよ人類って気になるね、研究が失敗ばかりだし」

　辰野浅香の説明が脱線する。話自体は終わっていると判断して、シラサギが切り上げさせた。

「説明はそんなところかしら。浅香、この子に話があるから席を外して」

「はーいはいはい。おら、そこの。来い来い」

　辰たつ野の浅あさ香かが投げやりに手招きすると、トンボが素早く立ち上がる。トンボを雛ひな鳥どりのように引き連れて、辰野浅香が部屋から出ていく。去り際、ぶつぶつと愚ぐ痴ちをこぼしながら。

「喫茶店で話せばいいのに。茶菓子まで食って、早く帰れよおめーら」

　帰るといっても、今のナメクジにそんな場所はない。

　ふと猪い狩かり友ゆ梨り乃ののことを思い出すが、関係ないとすぐに搔かき消す。

　辰野浅香たちがいなくなるのを見計らってから、シラサギが本題を切り出す。

「あなた、今は無所属なんでしょう？　私のところに来ない？」

　ナメクジは右腕を押さえたまま、怒気を孕はらんだ声で答える。

「いやだ」

「あらあら」

　断られるのを予測していたようにシラサギは動じない。続けてナメクジが理由を述べる。

「あんたのところにはカワセミがいる。あいつと肩を並べて働く気にはなれない」

　カワセミに対しての激しい私し怨えんはない。凶器で傷つけられたとして、それを実行した人間に怒ることはあっても凶器自体に異様な敵意を燃やすことはなかった。巣す鴨がもとカワセミの関係性は被害を受けたナメクジにとってそういうものだった。しかしわだかまりはまた別に存在する。

「でもあなた、色んな人に狙ねらわれているのよ。今度こそ復ふく讐しゆうを果たす前に死んでもおかしくないのに、断っている余裕があるのかしらね。私の下もとにくれば、そういう心配は減るわ」

　ナメクジにとって痛いところを突かれる。あんたには関係ない、と突っぱねるのも考えたが確かに、シラサギにとっての問題ではない。だがナメクジにとっては大問題だ。強がったところで事態はなにも変わらない。だからなにを言うべきか悩み、尖とがったものも萎い縮しゆくしていく。

　なによりの問題が生活費の捻ねん出しゆつである、というのも情けなさに拍車をかけていた。

　今のナメクジは無職に等しい。その上、荷物もすべて失ってしまっているのだ。

　シラサギが大人しくなったナメクジの顔を覗のぞき込む。

「お話ぐらいは聞いてくれる気になった？」

「……勝手に話すのを、適当に聞く」

　話ぐらいなら、と言いかけたのを慌あわてて引っ込めたので、纏まとまりのない言い分になってしまう。しかし相手は宗教の教祖である。話を聞くぐらい、と隙すきを見せると切り崩されかねない。

　人を騙だますのが本業である女に舌で争って敵かなうはずもないのだから。

　シラサギはナメクジの警戒も含めて、よい玩具を見つけた子供のように微笑ほほえむ。

「改めましてよろしく。インビジブル・ライト」

　恥はずかしい名前をつけるな。ナメクジが精一杯の虚勢を張り、べぇっと、舌を出して応えた。
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「んー、退屈」

　じゃあ学校に行けよ。聞いていた白ヤギが横を向いてぼそりと毒づいた。

　平日の昼過ぎ、巣す鴨がも涼りようは自室で転がっていた。山奥のビルから戻ってきた後、特に用事もなく怠たい惰だな時間を過ごしている。平日の昼間ではあるが学校に通うという考えは持ち合わせていなかった。そもそもこの少女が集団生活で学ぶことはなにもない、と白ヤギは冷めた目で見る。

　勉強しか学校で学ぶことのない人間なら、通う必要もない。しかし、家にいれば世話をする時間も増えるということなので極力、学校に拘束されてほしいというのが白ヤギの本音だった。出会いを振り返って、いつの間に護衛から世話係まで仕事の幅が広がったのかと後悔する。

「うーねー、うねー、ねー」

　よほど暇なのか、ベッドの上を尺取り虫のように動き出す。枕まで頭が移動すると顔を突っ伏して動かなくなった。それを見届けてから白ヤギは市内の無料情報誌に視線を落とす。コンサートの公演情報を一通り読んだ後、机の上に目をやると、辰たつ野の浅あさ香かの下もとから回収してきた石と竜か子げの右目が筒の中に浮かんでいた。

　目玉は薄暗い部屋の虚こ空くうを見つめながら、紫色に輝いている。

「カッパッパー」

「近所のドブ川にはいませんよ」

　むぅ、と巣す鴨がもが唇くちびるを尖とがらせながら顔をあげる。顎あごを枕に沈めて、ぐねぐねと回る。そのまま退屈と向き合う、『お金持ちのお嬢様』に落ち着いてくれていた方が色んな人間の希望に添うのだが、都合よくはいかない。巣鴨がひっくり返って、ベッドの上に座り直す。

「そういえば、明日行くって言っていたかも。ちょっと電話してみよ」

　横着に足を伸ばして、机の上の携帯電話を指で摘つまもうとする。しかし指先で奥に弾はじいて、取るのが困難になってしまう。そうなると巣鴨からの視線を感じて、やむなく白ヤギが動く。膝ひざで動いて電話を取り、巣鴨に渡した。巣鴨は笑うばかりで礼など口にしない。いつものことだ。

　白ヤギが巣鴨に、その家に求めているのは礼節などではなく、金だった。

　どうせろくでもない電話なのでなにも期待することなく、白ヤギは情報誌のページをめくる。

　ページの右側を丸々占拠する、光の翼つばさを顕現させた『聖少女』の見出しに苦笑をこぼす。

　案外、地域密着型なんだなと。
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「上う手まくいきました。ありがとう」

　集会が終わった後、ビル内の応接間で猪い狩かり友ゆ梨り乃のをねぎらう。向かい側の椅い子すに座る猪狩友梨乃が「いえいえ」と柔らかく手を振る。この人あってこその読心、偽りの魔法だ。

　お互いに長期間のお喋しやべりのせいで喉のどが渇き、隠しきれない疲労が見えていた。

　だってあいつら、話が長いんだもの。延々、穏やかな態度に徹して受け答えするのが辛つらい。

　両親を思い出すような事情の主婦もいて、机の下で握り拳こぶしを作りそうにもなった。

　ちなみに猪狩友梨乃さんは集会場の長机の下に隠れていました。うーん、単純。

「………………………………………けど、」

　この人が協力してくれるのは大変に助かるが、少し早まったかもしれない。

　猪狩友梨乃がずっとこちらの陣営に留とどまってくれるとは限らない。むしろ、こちらに協力を持ちかけた動機を考えればそれが達成されたらすぐに離れてしまうこともあり得る。そうした場合、読心をどう再現するかという問題もあるわけで……まぁその都度、契約するしかないか。

　今回の協力を求めた後、こういうやり取りがあった。二週間ほど前の話だ。




『構いませんが、見返りとしてわたしの王子様を探してほしいんです。そのためのアテがあなたしかなかったので、ここに来たようなものですから』

　猪狩友梨乃が俺の下もとへやってきた動機を、そのときにようやく語った。王子様ときたか。

『恋人ですか？』

　直接的すぎる表現なので違うだろうなぁとは感じたが、気になるので尋たずねてみる。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のは曖あい昧まいな笑え顔がおを浮かべて、首を傾かしげた。

『うーん……そこまで心を許してくれる相手ではないですね』

『はぁ』

『麻ま衣いさん……いえ。あなたにはナメクジ、の方が通りいいのでしょうか』

『あえぇ？』

　頷うなずきかけて、声が裏返る。とはいえ、繫つながりがあるのは知っていたので驚く時間は短かった。隻せき腕わんの殺し屋。あれが王子様……まぁ、少なくとも印象としてお姫様ではないな。俺より。

『王子様とはぐれたんですか？　というか、いつの間に合流したのやら』

『色々ありまして。そしてまた、二人の間は引き裂かれました』

　話を合わせるように気取った表現を用いる。なるほど、引き裂かれた。へぇ、でもなぁ。

『その人、一週間ぐらい前に会いましたけど』

『どこでですか？』

　猪狩友梨乃が食いつく。華きや奢しやな指に肩を摑つかまれる。鳥の趾あしゆびが食い込むようだった。

　迫せまられてソファに倒されそうな姿勢ということもあり、多少どぎまぎしながらも一週間前の件について説明する。駐車場の裏にふらりと現れたこと、血まみれだったこと。

　そしてそのままどこかへ行ってしまったことも話し終えると、猪狩友梨乃が息を吐はく。

『そうですか……そういうことがあって、連絡つかなくなったんですね』

『はぁ……』

　あのまま殺されたんじゃないのかな、と思ったけど口にはしなかった。あれだけ手負いで音信不通ときたらそう連想するしかなかった。そして思ったがそんなことを考えた段階でこの人には筒抜けなわけで、怒いかりを買ってしまうのではないかと身構える。しかし、反応はまったくない。普段は人の奥底まで覗のぞきながら話すのに、今は俺の表面に話しかけているようだ。

　おかしいな。

『連絡……あ』

　ソファに座り直した猪狩友梨乃が、なにかに気づいたように目を泳がせる。

『いやそもそも無理なんでしょうけどね』

　そう言いながら自じ嘲ちようめいた笑えみを浮かべる。この人たちにも色々とあるのだろう。

　俺から見れば気の触れた殺人鬼も、他の人からすれば友人ということもあり得る。

　巣す鴨がもはどこからどう見ても、巣鴨かもしれないが。

『とにかく、捜索をお願いします。……あと、そう。お話ししておいた方がいいでしょう』

　かしこまるように、猪狩友梨乃が正面から俺を捉とらえる。

『実は今、わたしの能力は不安定なんです』

『どういうことで？』

『能力が働いていたり、いなかったり。電波の状況が悪い、みたいなものでしょうか』

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のが頭の上でくるくると人差し指を回す。

　なんだそれは。

『これは憶測ですが、成なる実みに関係しているのだと思います』

『成実？』

　意外な名前が出てくる。いくら姉妹だとしても、ここであいつが出てくるとは思わなかった。

　それぐらい、俺の踏ふみ込んだ世界と無縁のはずだったから。

　猪狩友梨乃は目を細めて、下した唇くちびるを指で挟はさむようにしながら。

『成実とわたしは、同じ力を共有しているのかもしれませんね』

『まさか……』

　成実にそんな読心能力なんてあったら、俺が普段空想していたものが筒抜けとなっていたということもあり得る……と恐怖しかけたが冷静に考えたら当時の俺を振り返ってみれば妄もう想そうの九割は実際に口にしていたのだった。心など読めなくても赤せき裸ら々らだ。残り一割はエロ関連の想像だがそれが丸わかりだったら成実は友人やっていなかっただろう。あいつ、潔癖症だし。

　こちらの想像を把握してか、そうでないのか。猪狩友梨乃が控えめに笑って、口を開く。

『というわけで、今のわたしの力は信用できるものではありません。協力も、そのとき調子がよければということになりますが……大丈夫ですか？』

『………………………………………』

　この人の言っていることがすべて本当であるのか、と疑う自分はあまり好きじゃない。でも散々に傷ついて恐怖の一つも知れば、人を愚直に信じることは勇気でないと気づきもする。

　真偽はどうあれ先にそう言っておけば、不要な協力を断る口実になる。俺と同じ船に乗って一いち蓮れん托たく生しよう、苦楽を共にする気などこの人にはないだろうから。目的を果たした後に率先して協力する事情などないわけで。そうした思惑の予防線に、能力の不調を騙かたっている可能性はある。

　とまぁ、この程度は疑うのが常識というものだ。だけどその疑念に延々振り回されてしまっては本末転倒といえる。正解を求めて本堂を見失うなんて、愚ぐの骨こつ頂ちよう。

　相手との距離感に答えを出すのは自分にしかできないのだから。

　答えはすぐに出ない。ものすっごく、怪しい部分もある。

　それでも、今の俺にはこの人の力が必要だった。

　それが留とどまらず、剝はがれていく仮かり初そめの力だとしても。

『よろしくお願いします』

　そんなことがあった。




「と言っても、まだ大きい組織じゃないですからね。情報なんてそうそう集まらなくて」

　先延ばしにしていることへの言い訳を口にすると、猪狩友梨乃は穏やかに微笑ほほえんだ。

「気にしないでください。あなたの近くにいれば、麻ま衣いさんとの接点も増えると思いますから」

　どういう根拠があって、と聞きかけたが途中で察する。あぁ、巣す鴨がもの方かと。確かにそういう接点はあるかもしれない。しかしそれは、とても物ぶつ騒そうなことだ。カモカモちゃんを計算に入れるなんて俺にはとても真ま似ねできない。大体その人、巣鴨を殺しにやってくるわけだし。

　考えればほんとう、殺さつ伐ばつとしているよ。その渦中にいる自分が不思議で仕方ない。

　そのカモカモちゃんは集会が終わったらすぐ帰った。海うみ亀がめもなんでか知らないが巣鴨に気に入られたらしく（運の悪いやつだ）、車で職場に送っていってもらうことになった。ちなみに海亀は着替え終わるとすぐ、ねじり鉢巻きをしていた。あれ、気に入っているのだろうか。

「ところで、明日って暇ですか？」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のに尋たずねる。断られた場合はどうするかをいくつか考えながら。

「今はいつも暇ですけど」

「ほぅほぅ。じゃあ明日、一いつ緒しよに出かけませんか？」

　今は能力を発揮しているはずだから話し合いなど効率が悪いようにも思うが、一方的な理解も気持ち悪いものがあるので普通に話を持ちかける。猪狩友梨乃が目を丸くした。

「デートのお誘いですか？」

「そんなとこです」

「成なる実みの友達に誘われるなんて思ってもみませんでした」

　猪狩友梨乃が朗ほがらかに笑う。勿もち論ろん、心を読めるのだからこちらの魂こん胆たんも分かった上でだ。

　成実の名前を気軽に出すが、平気なのだろうか。鹿しか川がわ成実は現在、入院中だと聞く。この人の話が気になって家へ会いにいってみたのだがそう教えられた。入院先にも行ったがそのときは寝ていて、起きるのを待たずに帰ってきた。それ以来、どうも行く機会を失って足を向けていない。事情を聞きにいったとき、成実の母親に色々言われてしまったことも関係していた。

　そこで思い出したが、俺は近所で評判の悪い子だった。成実が少し特殊だっただけなのだ。

　だから詳くわしいことはなにも知らなかった。どんな事件に巻き込まれたかも、だ。

「どこに連れていってくれるんですか？」

「コンサートなんてどうです。……まぁ、聞きに行くのはロックバンドの演奏ですけどね」

　音楽としては俺の趣味から大きく外れている。騒そう々ぞうしいやつは苦手だ。

「いいですよ。これもお仕事の内、ですよね？」

　ぐ、と息を吞のむ。表面上はお互いに微笑ほほえみながらも、渦うず巻まくものがあった。

　嫌いやな発言だ。

　仕事ということにしてしまったら、支払いを追加しなければいけない。上う手まく取りに来るな。

「ぼかぁ本気なんですけどねー。美人のおねーさん好きだし」

「ありがとう。お礼にＤＶＤのパッケージにサインとかしましょうか？」

「うん、ん、んー……ど、どうなんでしょうね、それは」

　喜ばしいような、まったく嬉うれしくないような。使いづらくならないだろうか。

「あー、その件は保留にしておくとして……まぁ、明日もよろしくお願いします」

　こちらに協力してくれている間に、色々と解決しておきたいことがある。

　コンサート会場に行く目的は一つ。明日、ライブ演奏するグループとの接触。そこに属する人類の始祖の血を継ぐ者の一人に会いにいく。こちらへやってきた機会を逃す手はない。

　アポは取ってあるから、問題はない。なにもないはずなんだ。だから、なにも起こるなよ。

　へし折られた人差し指もようやく、治ち癒ゆの兆きざしが見えてきた。穏便に済ませたい。

　奇跡よ、再び俺に味方せよ。図々しくも二度目を祈るしかなかった。
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「電話に出ても？」

「勝手にどうぞ」

　話し合いをしているわけでもないのだから、好きにすればいい。かかってきた携帯電話をシラサギが取り出す。ナメクジがそれを目つき鋭するどく、前まえ屈かがみのまま眺ながめる。電話の液晶には細かなヒビが入っていた。かけてきた相手を確かめて、シラサギが唇くちびるを釣つり上げる。

「はーいー……ん？　えぇそう、そのつもり。ああそうなの、別にいいわよ」

　短い電話だったがその間、シラサギは思わせぶりにナメクジへ視線を注いでいた。ナメクジは電話の相手も含めてその意図を理解することなく、ぼんやりとしていた。意識が収束せず、疲労に蝕むしばまれている。夢のように失われた右腕を一いち瞥べつして、その能力の説明を反はん芻すうする。

　あの程度の距離を伸ばすだけでこれほどの消しよう耗もうがあり、更には後始末も困難。辰たつ野の浅あさ香かという女が率直に評価したとおり、思ったほど便利にはいかない能力だった。寝起きの直後にもあった疲労感を振り返れば通常の長さ、左腕と同程度を維持しても体力を消費することに気づき、普段は生やしておくことすら賢い選択ではない。

　結局、今までと大差ない境遇に落ち着いてしまった。

　せめて伸ばした腕が自分の意思で戻せれば、と思う一方で引き返せない力という部分は、確かに自分の意識の延長にある。そう納得することもあり、ナメクジが酷こく薄はくに笑う。

　電話が終わったのか、シラサギが携帯電話を机に放り捨てる。それからナメクジに問う。

「あなた、私の下もとへ来る気はないのね」

「私の殺し屋としての評価は調べなかったの？」

　ナメクジが自じ虐ぎやく的てきな発言をこぼす。すると意外な答えが返ってきた。

「あのミミズを返り討うちにした、としてけっこうな評判よ」

「……あれは、私が殺したんじゃない」

　過大評価だ、とナメクジが正直に申告する。

「知らないやつが轢ひいていっただけなのに」

「ふーんそうなのー」

　ナメクジとしては本当のことを話したつもりだが、シラサギには噓うそと取られたようだ。

「まぁそれはどっちでもいいけど。あなたを気に入ったのはお金以外の目的を優先する人間だからよ。私はそういうやつだけ周りに置くことにしているの、なにしろケチだから」

　他からの誘いを断らせるために給金を釣つり上げるのが嫌いやだ、と言いたいようだ。

　それが本心かは分からないが、ケチくさそうではある。ナメクジはそんな印象を密かに受けた。

「今、私のところに属すと早期加入特典がつくわよ」

「入会費でも無料にしてくれるの？」

「巣す鴨がも涼りようを好きな場所に呼び出してもいいわ」

　ナメクジの目玉が勢いよく動く。食いつきのよさにシラサギも上じよう機き嫌げんとなったのか、釣り上げるような仕草を披ひ露ろうする。ナメクジとしてはそうした動きの一つ一つが気に入らない。

「私、あの子と仲よしなのよ」

「そう。じゃあきっと、あんたもろくでなしね」

　しかし好きな場所に呼べる、というのは効果的だった。

　厳選すれば、白ヤギの能力を無効にできるかもしれなかったからだ。

「ただし一つ仕事をしてくれたら、その見返りに」

　シラサギが条件を提示する。ナメクジは目を細めて、動きかけた唇くちびるを引き締める。

　ナメクジが返答を無視するように、首を振る。そして側そばのボードの上に転がっていたペンを手に取った。シラサギが訝いぶかしんだ直後、ナメクジが自らの意思でベッドから転がり落ちた。身体の右側を叩たたきつけて、床を跳はねる。そのまま体当たりするようにシラサギへと飛んだ。

　シラサギが湯ゆ吞のみを置いて身構えるより早く、ペンの先端がシラサギの首もとに突きつけられる。それだけの動きで息は乱れたものの、ナメクジの目がぎらつく。口もとが歪ゆがんだ。

「取引より、こっちの方が早いんじゃない？」

　ナメクジがシラサギの背後に回り、ペンを首筋に添える。シラサギは表情を変えずに固まっていたが、やがて足を組み直して、お茶をすする。余裕を装おうとしているようだった。

「合理的ね。頭おかしいと調べで出ていたのに意外だわ」

「頭がおかしいから、こうやって平気な顔で人を脅おどす」

　ナメクジが皮肉を含めて返答する。するとシラサギは肩を揺ゆする。その動きに釣られて湯吞みが揺ゆれて、水面が波打つ。ナメクジの目はシラサギの頭部ではなく、そこに注目する。

　お互い、どこか注意が散漫だった。シラサギが振り返り、口だけでなく目め尻じりを緩めた。

「あなたって普通なのね。歪いびつだわ、人殺しなのに」

「普通？　私が？」

「その統一感のなさ、確かに三流の殺し屋と評価されるわけね」

　殺し屋ではなく、グズと口にしていたら喉のどを刺し潰つぶしていただろう。

　シラサギへの怒いかりではなく、かつての同僚たちが自分に向けた罵ば倒とうを思い出して。

　ナメクジがすんでのところで留とどまり、暴力ではなく口で応える。

「好き放題言ってくれる」

「否定するところあった？」

「知るか。それより巣す鴨がもを呼び出して」

　脅おどしている道具が凶器の類たぐいではないせいか、ナメクジの声にも自信が欠けている。

「えぇいいわよ」

　シラサギがあっさりと受け入れて電話を操作する。電話を顔に添えて、陽気に話し出す。

「はーい、私ー。今からあそばなーい？　え、マジでー」

　シラサギが電話から顔を離して、ナメクジに振り向く。首もとのペンなど気に留めないように。

「面倒だから嫌いやだって。そう言われたら、あなたならどう誘うの？」

「面白い見世物があるからこいって」

「面白い見世物があるからおいで」

　ナメクジの言葉をそのまま電話の相手に伝える。ふんふんとシラサギが頷うなずいた。

　実にわざとらしかった。しかも頭が動くことで、ペンの先端が首に少し刺さる。

「今日は学校だって。あの子、中学生だものねぇ。いやーうっかり」

「……やめた」

　先に駆かけ引きを放棄したのはナメクジだった。

　ナメクジがペンを放り出して、ベッドの端に腰かける。重苦しい疲労を息と共に吐はき出すようにしながら、浮かんだ汗を拭ぬぐう。今の電話のやり取りも一切、信用していなかった。どうせ巣鴨にも繫つながっていないのだ。

　シラサギはナメクジの行動を咎とがめることはなく、チョコレートを一つ摘つまむ。

「話だけは聞く。どんな仕事？」

　自分に依頼することなど決まり切っているが。シラサギが湯ゆ吞のみを机に置いて、言う。

「鹿しか川がわ遊ゆう里りという女を始末してほしいの」

　知り合いの名前が出されては、ナメクジも顔を上げて反応するしかなかった。シラサギは何食わぬ表情を装ってはいるが、その動どう揺ようを楽しむそぶりが窺うかがえた。組んでいる足の先を小刻みに揺ゆらし、膝ひざの上に置いた指先が叩たたいてリズムを刻んでいる。

「行動を共にしていたのは知っているわ。だから逆に始末しやすいと踏ふんだのだけど」

　どう考えても、逆の意味が分からない。ナメクジを試すか、ナメクジで遊ぶかという目的での人選としか思えなかった。シラサギがチョコレートを摘もうとするが、既に食べ尽つくしてしまっていた。

　親指と人差し指で輪っかを作り、そこからナメクジを覗のぞき込む。

「お友達は殺せない？」

「友達？　もっとちゃんと調べた方がいいと思う」

　勝手なことを言われても困る。ナメクジは苛いら立だつように否定して、髪を搔かく。

　疑わしい部分も含めて、築いた人間関係などないと断じる。若じやつ干かん、言い聞かせるように。

「引き受けた。殺せばいいんでしょ」

　拗すねた子供が意地を張るような調子にも聞き取れた。それ故ゆえ、シラサギが肩を揺ゆらす。

「受けてくれて嬉うれしいわ」

「でも場所が分からない」

「教えてあげるから、大丈夫」

　逃げ道を塞ふさいでいるかのような物言いを受けて、ナメクジが強く睨ねめつける。シラサギはその視線に気づきながらもまったく別の方を向いている。ナメクジもすぐに視線を外した。

　服の右の袖を抱くようにしながら、目線がゆらゆら、宙を泳ぐ。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のを殺す。

　相手は殺し屋でもなんでもない。抵抗する力を持たない相手なんか、敵にもならない。

『一番殺すことの難しい相手は誰だ？　大統領か、神様か、超能力者か』

　不意に、かつて師事していた殺し屋の言葉を思い出す。世話になった時間は決して長くはなかったが、話し好きの男だったので色々とうんちくを語る機会も多かった。これは、その一つ。

　問いかけるようなその哲学の続きは、こうだった。

『違う、顔見知りだ。なんたって俺たちも人間だからなぁ、結局』

　その声を再生し終えた後、ナメクジが片かた膝ひざを抱き上げる。

　膝の上に顎あごを載せながら、息を吸い、目を瞑つむる。

　自身の鼓動をどこにも感じないまま、静かに反発した。

「できるさ。人を殺すのが、私の仕事なんだから」
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「あのカス野郎と私には、決定的に違う点があるのよね」

　翌日の移動中の車内で、シラサギが唐とう突とつにそんなことを言い出す。返事を求めることのない、独り言のような物言いだ。シラサギ自身、指の爪つめを撫なでながら興味ないそぶりを装う。

　車内にはシラサギ、その隣にカワセミ。向かいの席には巣す鴨がもと白ヤギがいた。その中でカワセミは俯うつむいて携帯ゲーム機と向き合い、巣鴨は最初だけ落ち着きなく喋しやべっていたが、今は飽きたのか首を傾かたむけて眠ってしまっている。その巣鴨の頭を肩で支えてジッとしているのが、シラサギと向き合って座る白ヤギだ。実質、彼女だけが話の聞き手となっていた。

「しょっぱい超能力、宗教団体の教祖。そこまでは共通、けれど一つ違うのは私の性根が悪であり、そしてあのカス野郎は善であること。あくどさが足りないのよね、あいつ」

　黙だまって聞いていた白ヤギが、ほぅ、と密かに反応する。

　それなりの立場にあれば慧けい眼がんが身につくものなのだと感心していた。

　白ヤギが五十川いかがわ石と竜か子げという少年を評価している部分も正にそこだったからだ。

『普通』であるということだ。あの少年の育った環境に目をやれば、よほどのひねくれ者として人格が成されていても不思議ではない。しかし石竜子少年の価値観はあくまで善良に属して、一般的な判断を下せる。それこそ、白ヤギの評価する『強さ』だった。

「ま、だからこそ……どう異なる選択をするのか、興味あるのだけど」

　その選択で『私』になれるのか。シラサギは、その行く末を楽しむような口ぶりだった。実際のところ、シラサギが現状で関心あるのはそれぐらいしかないというのもあった。

　シラサギには明確な目標がない。石竜子に語ったとおり、宗教団体を立ち上げたのも自身の背負う翼つばさの可能性を試すためにすぎなかった。その挑戦に対する十分な結果を得た今となっては、元より希薄な野心の拡大に努める気も湧わかなかった。そこに降って湧くように現れた退屈しのぎの相手に興味を注ぐことは、自然な心の働きといえた。

　そのために自身の立場が危あやうくなる可能性を強めたとしても、彼女は笑うばかり。

　シラサギが求めているのは更なる名声よりも張り合いだった。

　窓の外に目をやり、「もうじきね」と呟つぶやいてからシラサギが前まえ屈かがみの姿勢になる。

「話は変わるけど、あなたっていつも浴衣ゆかたなの？」

　シラサギが白ヤギの浴衣を摘つまみながら尋たずねる。めくろうとしてきたので爪つま先さきで蹴けってそれを遮さえぎりながら、白ヤギが涼しい声で答える。目はいつものように瞑つむって、表情も平坦なままだ。

「そうですが」

「冬でも？」

「真冬に雪が積もろうともです」

　川に飛び込まされるときもな、と言外に付け足す。言いたかった相手は眠りこけている。

「へぇ、気合い入っているのね。でも、ややこしくない？」

「なにがでしょうか」

「だって、もう一人いるでしょ？　和服の殺し屋」

　シラサギが世間話の一環として、気負わずにその存在を言及する。それを受けて白ヤギ、カワセミのどちらも反応を示した。巣す鴨がもだけがくぅくぅと健やかな寝息を立てていた。

「いますね。直接話したことはありませんが」

「名前はたしか、」

「乙おと姫ひめのことだろ」

　カワセミが口を挟はさむ。目はゲーム画面から動いていない。

　シラサギが横から画面を覗のぞき込むと、古くさい、カラーですらないゲーム画面の中で主人公が延々、草むらの中を歩き回っていた。同じ動きしかしないのでシラサギもすぐに飽きる。

「あんたなにしてんの？」

　画面が影で暗くなったのを嫌いやがるようにしながらも、カワセミが顔を上げて説明する。

「おしょうのレベル上げ」

　鳥型のモンスターが、出てきた芋いも虫むしモンスターを一撃で撃退する。

「うわ、なつかし」と毒づくように言った後、シラサギが身を引いて姿勢を戻した。

「あいつを殺し屋と言っていいのかな。金を貰もらわなくても仕事するのに」

　カワセミが『乙姫』について意見する。それと同時にレベルアップの音が聞こえた。

「あらお得じゃない。カス野郎に紹介してあげようかしら」

　シラサギが親切心など一片も持たずに冗談を飛ばす。無料で人殺しを請け負う輩やからなどまともなはずがないと見越しての発言だ。そもそも優秀で名が知れて特に問題がなければとっくにシラサギが勧誘している。そうした話の一つも舞い込んでこない時点で、察するものがあった。

「超能力は？」

「あります」

「面白い能力なのは間違いないよ。ただ、安定してなにかに使えるものではないな」

　白ヤギ、カワセミの双そう方ほうが答える。どちらの顔にも友好の意思はなかった。

「面白い、というか……明確な使い方を見みい出だせない能力というか」

　白ヤギが言葉に困ったように詰まる。便利ではないし、劇的な効果をあげるわけでもない。しかし奇き妙みような現象を起こすのは確かだった。能力を分類するとしたら、と白ヤギは少し考えて石と竜か子げ少年を連想する。そして目の前にいるシラサギも含めて、『そちら側』かもしれないと結論を出した。タネのない奇術の一つとして、テレビに出れば少々の話題になる程度のものだ。

「乙姫様というぐらいなら玉手箱でぶん殴なぐってくるのかしら」

「まぁ活動地域が少し離れていますので、よほどのことがないと会いませんが。それでも出会ってしまったら嘆なげいた方がいいでしょう、呪のろわれていると」

　白ヤギがそう付け足したところで、車が停まった。信号待ちではなく目的地に着いたようで、助手席に乗っていた男が駆かけ足で車から出る。その男が後部座席の扉を開けた先には病院が見えていた。

「僕はここで待っているよ。顔を見られるとマズイし。そういえば、昨日の電話ってなに？」

「ただの悪戯いたずら電話よ、気にしないの」

「あ、私は行こっかなー」

　カワセミは面倒そうに、到着と共に目覚めた巣す鴨がもは暢のん気きに意見を表す。白ヤギは無言だが、巣鴨についていくつもりらしく先に車から出ていた。シラサギは巣鴨を眺ながめて、一応釘くぎを刺す。

「いいけど、見つからないようにね」

「はいはい。昨日からおんなじようなこと言われているなー」

　退屈だからとついてきた巣鴨の軽い返事に、シラサギが微び妙みように唇くちびるを曲げる。

　だれかの仇かたきになるわけだ、とそんな感想を独り呟つぶやいた。

　シラサギが車を降りて、病院の入り口へと向かう。変装はしていない。故ゆえに当然、病院外のベンチや用意されたテーブルで談笑している老人たちからの視線が集つどう。仮にその正体にピンとこなくとも、浴衣ゆかた姿の女性や露ろ出しゆつ過多の中学生を引き連れた、純白の女性は注目されて当然といえる。シラサギもそうした視線に気を遣い、大おお股またで歩かず、また口も開かなかった。

　病院に入ってすぐ、待機していた看護師に目配せして案内を命じる。看護師は従順に『神』を目的の場所へと案内すべく、緊張した面おも持もちで、同時に喜びに浸ひたりながら先頭を進む。

　シラサギが向かう先の病室には、鹿しか川がわ成なる実みの名前があった。
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　年上のおねえさんとデートするのはこれが初めてだった。

　シラサギ？　あれのどこがデートだ。しかもおねえさんなんてキャラじゃない。あいつは公園で芋いもを焼いていればいい、俺はもっと素敵な人と音楽鑑賞したり、映画に行ったりしなければいけないのだ。やつにかけられた呪いが解けた以上、遠えん慮りよなく叩たたかせてもらう。

　というわけで、元女優さんにして同級生のねーちゃんとお出かけだった。

「待ったー？　今来たところー、っていうの一回でいいからやってみたいんですけどね」

　巣鴨を待ち合わせで待たせるなんて、そんな怖いことできないからな。できるか。

　待ち合わせどころか一いつ緒しよに出かけてやってきたのは、県立のコンサートホールだった。正確に言うと公共施設内のホール棟にやってきたのだが。おねえさんとのデート先としては悪くないように思うが、俺の目的は音楽鑑賞ではない。そして、楽しいひとときを願うこともない。願うのは一つ、事件に巻き込まれませんように、だ。

　公共施設の一棟、タクシー乗り場の付近で、ここまで車で送ってくれた秘書に「どーもー」と手を振る。一いつ緒しよに猪い狩かり友ゆ梨り乃のも頭を下げた。秘書が運転席の窓を開けてから、新しい飴あめ玉だまを口に放り込む。禁煙中で口が寂しいので飴玉ばかり食べていると車内で話していた。

「後で電話をくれれば迎えに来ますのでー」

「あいあい。そんなに時間かからないようにするつもりだから」

「近所でパチンコやってますからあまり気にしないでください」

　秘書が建物の前から引き返して、外に消えていく。パチンコか。……俺のかつて考えついた『設定』の中に、希代の詐さ欺ぎ師でギャンブルの天才、でも本人は過去の経験からバクチを嫌っている、というのもあったな。当然だが俺にそんな過去も才覚もあるはずがない。ハハハだ。

　気き恥はずかしくなって頭に手をやる。今日はカツラをかぶってきていない。服も適当だ。

「じゃあホールの方に行きましょうか」

　猪狩友梨乃が前髪を軽く弄いじりながら俺を促うながす。今は心を読む力があるのか、ないのか説明を受けていない。それを明らかにすることで得がないから、自分から話すことはないだろう。

「ここ、来たことあります？」

「えぇ。中学生のときに合唱コンクールで」

「こっちも似たようなもんです」

　並んで歩くと、周りからは姉弟に思われるのだろうか。それも悪くない。

　しかしこの人の中学生時代か。出会ったときから大人だった人の昔って、想像つかないな。

「とーっても夢見がちな子でしたよ。王子様やお姫様に憧れちゃうタイプでした」

　それはまた、余計に想像しづらい願望だ。成なる実みを見ているから尚なお更さらだろうか。

　あいつは王子様より、金持ちの同級生に昼飯をたかるやつだからな。

　途中で思い出したのか、猪狩友梨乃がサングラスを取り出してかけた。

「一応、わたしも顔が知れていますから。声をかけられないようにと思いまして」

　その理由を説明されて、赤面しかけた。人気あったもんなあ、この人。

「おかげさまで、多くの男性に評価して頂きました」

「ぼくもだいファンです」

　もう知られていないことがないほど覗のぞかれてしまったので、開き直った。

　この公共施設の中でも、なんとかホールというのは一番知名度がある。

　俺も小学生のときに合唱コンクールの関連で連れてこられたことがある。たしかに表には『県民の音楽文化の活性化に繫つながるよう、プロアマ問わず貢こう献けんしたい』といった建前的な主旨は存在しているが、ロックバンドのライブは少々場違いなのではないだろうか。

　なにしろホールの公演スケジュールを見てみると、合唱団とかクラシックコンサートとか、落ち着いたものばかりだ。明日は情熱のマリンバとフルートらしい。情熱というのが気になる。

　そしてその上に燦さん然ぜんと輝く『マッカチン団』。これがバンド名らしい。空気を読めよ。

「知ってます？　このバンドグループ」

「いえ全然。聞いたこともないです」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のが遠えん慮りよなく否定する。俺もない。ネットで検索したら一応出たのだが。

　どうも今回は『民族音楽』の分類として無理にねじ込んだようだ。これがまかり通るなら、海うみ亀がめとカモカモちゃんでシンバルを叩たたく会でも成立してしまうではないか。それはそれでファンがつきそうな気もするが。美少女というのは実に有効的なステータスなのだ。

　俺もいっそのこと、こんなことを始めるなら美少女でありたかった。そうすれば遠回りも面倒くさい手続きもどこかへ行ってしまうのに。しかし生まれ変わりたいかと問われれば、なんだかんだで首を横に振るだろう。もう一回、親に嫌われるのは愉ゆ快かいじゃない。

　などと少し脱線したが、この場違い音楽グループの演奏自体には興味がない。

　しかしこのグループの代表こそ、人類の始祖の血を強く継いだ者の一人。

　本名は鶴つる舞まい祐ゆう太た郎ろう。調べ、というかネットでの情報によると二十代前半の青年だ。

「アポは取ってありますんで、行きましょう」

　公共施設の敷地内を斜めに横断するようにして、ホールの方へ向かう。

　見えてきた会場の入り口に近寄る途中、そういえばなぜ会うんですかと今更ながらに聞かれた。答えは心の中に覗のぞけばいいのに、と思うがこの人は話好きなのだろう。人の心というラジオを聴くだけでなく、交流を持ちたいと願うことは当然の流れに感じられた。

「人類の始祖が同志にいる、という宣伝用の看板がほしいんですよ。そのための勧誘です」

「始祖？」

「ええ。残るは水み鳥どりと米まい原ばら。こっちはどうも情報が集まらない」

「そうなんですか」

　猪狩友梨乃の反応は淡たん泊ぱくだった。まるで無視するように。そりゃまあ、宗教活動なんかに興味ないだろうからな。倉くら科しな康こう一いちのことも踏ふまえればよいイメージを持っていなくても当然だ。

　俺自身、嫌けん悪お感が常にある。騙だまされる大人の一人一人に、両親を見てしまうから。

　……俺が本格的な『敵』になったとき。あいつは、親父おやじたちを人質に使うだろうか。

　そして俺はそれを、『人質』と感じるのだろうか。

「こいつぁ難問だぜぇ」

　多分、無理なんだろうな。でもそうなると、俺は一体なんのためにこんなことやっているんだ？　シラサギへの反発だけでどこまで突き進んでいけるだろう。だれかに望まれたわけではなく、自分の望みを叶かなえるために動くというのは存外、不安がつきまとうものだった。

　会場に入ってから、混雑するロビーを通り抜けて右側の廊下に向かう。その階段付近で、駆かけ足で下りてきた人影とぶつかってしまった。不意にぶつかられてよろめき、姿勢を崩すと目の前を、ふわりと、長い袖が舞った。

　和服の袖だ。まさか、と目を動かす。

　しかしその相手は、俺よりも一回り小さかった。

「失礼」

　幼い印象を受ける柔らかい声で詫わびた後、少女が離れていく。

　一いつ瞬しゆん、白ヤギさんを連想した。けど違う、あの人よりずっと小さい。小柄で、紺色の浴衣ゆかたを着ている。柄として花が描えがかれて、青い蝶ちようが舞っている。体格と相まって座ざ敷しき童わらしのようだ。それと頭にはツバの丸い帽子をかぶっている。巻いたリボンが長いのか余り、後ろに流れる様は夕焼けに浸ひたる雲の切れ端みたいだった。よく見るとリンゴの皮にも思えてきた。

　手にしているジュラルミンケースも大きく見える。……統一感のない格かつ好こうだな。

「変わった人ですね」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のが少女の後ろ姿に率直な感想を呟く。

　本当ですねと同意しかけたが、俺に言われたくない気もする。顔の傷を指でなぞる。

「酷ひどい顔だよな」

　俺はみんなの人気者にならないといけないのに。大きなハンデを負って、苦笑いだ。

　気を取り直して廊下を歩き、楽屋の方へ向かう。事前に預かっておいた関係者用のカードを掲げて警備員の横を通り、４番と数字の振られた楽屋に入る。ここにいるはずだった。

　扉を開けると、一番近くにいて振り向いた男に目が止まる。他のやつらが比較的あり得る髪の色に対して、そいつだけが真っ赤だった。紅葉もみじよりも紅ショウガに近い色合いの赤髪を逆立てている。もさもさしていて、ボールを投げたら受け止められそうだった。

「おぅ、おぉおおお、おー」

　楽器をほっぽり出して、猫ねこ背ぜでひょこひょこ歩いてくる。意味なくにやにや笑っている感じだ。学校にもこういうやつが何人かいる。笑うことが余裕の証明だと勘違いしているのだ。

「俺より派手なやつに、久しぶりに会った」

「派手？　ああ、包帯か」

　顔の右側を手のひらで覆う。普段の俺はもっと派手だぞ、白髪のカツラに白装束だ。

　対するにその男、代表を務めるそいつの髪は真っ赤だ。山火事のような色と盛り具合で、事前に写真を拝見していたとはいえ度ど肝ぎもを抜かれそうになる。重くて肩が凝らないのだろうか。

「あーっと」と、鶴つる舞まい祐ゆう太た郎ろうが俺と猪狩友梨乃を見比べてから、俺の方に向く。

「あんたがトカゲさん？　どっかの教祖様だとか言っていたからいい歳としのおっさんかと思ったら、ガキか。なんだガキか、で、そのガキがなんの用だ？　入団希望か？」

　まくし立てるように喋しやべってくる。後ろで見ている連中も俺の容姿と、横の美人のおねえさんに注目しているようだった。むしろ美人さんの方に関心が強いように感じる。そりゃそうか。

「その包帯は怪け我がか、ファッションか。怪我なら謝る、笑ったことを。ファッションならそんないてー格好を素でしていることを評価しつつ、大いに笑ってやる。さぁどっちだ」

　こちらがなにか答える前に質問を増やしてきた。最初の問いは忘れて、最新だけ返答する。

「両方だ」

　正直に答えると、鶴つる舞まい祐ゆう太た郎ろうが「へぇぇえー」と変に伸ばして反応する。大して意味のない反応に思えた。聞いた以上はそれなりに応えないと、という義理を感じさせる態度だ。

「で、話ってなんだ？」

「あぁ、実はね。俺ってこういうのをやっているんだけど」

　新しく刷った名刺を差し出す。団体名は記していないが、生活改善団体代表という肩書きの部分を読み上げて、鶴舞祐太郎が「あーそーいうね、ふん」と察する。

　最初に面会を希望したときから名乗っておいたはずだが。なぜ今更、そんな反応を装う。

「ろくでもねーことやってんだなぁ、お前」

　率直に俺の在あり方を評価してきた。名刺を突き返してくる。

「とりあえず言えるが、そういう勧誘は好きじゃない。胡う散さんくさいにもほどがある。けど分かった、俺に声をかけてきた理由は分かったとも。あれだ、俺の血筋を利用するつもりだな」

「ご名答」

　新興宗教の団体と、大して名の知れていないバンドの代表。

　接点はそれ以外に思い当たるはずもないから、そこに気づくのは当然か。

「あなた自身、そういうものを前面に打ち出して活動しているのだろう？」

「箔はくがつくからな。みんなユーメージンが好きだからなぁ」

　しししと歯を擦こするように、屈くつ託たくなく笑う。そこには同意だった。

「あなたを御み輿こしにして担かつぎたい。祭り上げられるのは悪いことじゃないと思うが」

「嫌いじゃないが、担ぐやつを信用できないとなるとね」

　俺を上から下まで眺ながめて、正直な印象を語る。ははは、痛い目みたことないなこいつ。

　是ぜ非ひとも巣す鴨がもに会わせてみたい。……あ、いやダメだ。活躍してもらう前に消えてしまう。

「そこまで言うなら、俺に会いたいと言われて、会うとどうして決めた？」

　そういうものに関心があるのだと判断したのだが。自分の名を売るための方法として検討ぐらいはしたのではないか。鶴舞祐太郎が俺の追究の視線を受け流すように、肩をすくめる。

「名前が変だったから、ちょっと会ってみたかったんだ。入団希望者なんだろ？」

　そいつの二度目の冗談に曖あい昧まいに笑っていると、肩を摑つかまれる。ぐるりと向きを変えさせられた。扉の方に向かされた後、背中を押される。

「続きは本番が終わってから。どっかで飯めしでも食って話そうぜ」

　そう言って一方的に打ち切り、楽屋から追い出されてしまう。慌あわただしいな、あまり話もできなかった。本番の前で気が立っている、というところか。でもこの時間に会うと指定してきたのはあちらなのだから、もう少し相応の話し合いの場を設けてほしかった。

　……運命の出会いって感じではないなぁ。まぁ、利用しあうだけの関係だからな。

　廊下を少し歩きながら、猪い狩かり友ゆ梨り乃のがまず外見の感想を述べる。

「ドッジボールとか強そうな髪型でしたね」

「いやまったく。……どんな感じの人でした？」

　あの髪の色で信者の前に出すのは問題ありそうだが、それよりも大事なことはどういった内面であるかだ。話した印象では粗そ野やな部分もあったが、まったく話が通じない相手ではないようだった。後はそこにどれくらい、噓うそが混じっているのかという部分を知りたい。

「心を覗のぞくだけで人となりが分かるわけでもありませんけど」

　そう前置きしてから、猪い狩かり友ゆ梨り乃のが鶴つる舞まい祐ゆう太た郎ろうを評価する。

「喋しやべっていることと思っていることが大体一致する、率直な人みたいですね」

　使いづらいやつの典型例だな、それは。真っ直すぐなものを、普通に使う。

　それじゃあ通じないことが多いんだよ。なにしろ世間は捻ひねくれているから。

「それはそれは。今時見上げた好青年ですねぇ」

「本当ですねぇ」

　二人して心にもない賞賛を、花火を打ち上げるように口にする。

　……花火、か。そういうものを見上げることのできる日々は、もうどこにもないな。

　俺の日常は既にぐちゃぐちゃで、分解できないほどの混迷にあった。
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　そういえば、携帯電話の番号を知らないから呼び出せないのか。

　日の下を歩きながらナメクジがふと、そんなことに気づく。猪狩友梨乃のことだ。もっとも自分の携帯電話が無事だったとしても、相手の番号など知るはずがない。出会ってから落ち着いて話をする間もなく様々な事件に遭遇し、その結果として別れたのでろくに情報を交換していない。

　そんな必要がないのだから、当然だ。これから殺しに行くのだから、その流れも必然だったのかもしれない。殺す相手を知る意味はない。その声を聞いてはいけない。かつて自分の保護者を務めていた人間の教えだ。当時は反発ばかりしていたが、後になってみると大体のことが正論となっていくことに、ナメクジはつまらないと愚ぐ痴ちる。人それぞれとはなんだったのだ。

「あ、そもそもあっちも電話持っていないかも……燃えたし」

　自身の電話も事故現場に置き去りなので、様々な繫つながりが失われたということだった。過去をしがらみにさえ感じていたナメクジだがその一切を失うと、今こうして地面を歩いていることへの不安が生まれるものだった。自分は一人で、どこまで歩いていけるのだろうと。

　そんなナメクジが歩いているのは、公共施設の敷地内だった。１棟や２棟の方は閑散としているが、音楽ホールへ向かう人の流れはできあがっていた。その顔ぶれは若年層が多くを占めている。今日は若者向けのコンサートが予定されていると聞いていた。

　言われてみればなるほど、と年若い連中を眺ながめて納なつ得とくする。その群衆の中で頭一つ抜ける長身の女がめだっていた。その隣にいるのは、背丈を女に分け与えたように小さい男。どちらも十代を中心とした人の流れの中では浮いている存在だった。ナメクジがそれを眺めて、既視感めいたものを覚える。記憶に一致するのはなんだったろうと考えようにも、頭がまるで働いていない。視界から消えたところで、まぁいいかと流してしまった。

　以前の神経質なナメクジだったら考えられないようなだらしなさである。

　それよりも、とナメクジが頭を搔かく。ここに猪い狩かり友ゆ梨り乃のが来ているという。その情報はシラサギからもたらされた。猪狩友梨乃の動向を追っているのか、それとも人ひと捜さがしに向いた超能力者が調べ上げたのかは判然としない。

　本来、三週間近く寝込んだナメクジがその翌日から行動するのは無む謀ぼうでもある。しかしナメクジは漠然として子細を摑つかめない相手に意地を張るように、顎あごを上げながらも突き進む。

　その姿勢を辰たつ野の浅あさ香かには『よく動くねぇ』と感心半分、呆あきれ半分で評された。ついでとばかりに辰野浅香から提案されたこととして、右の袖を縛しばるというものがあった。

『あんまり効果ないかもしれないけどね。気休め、気休め』

　なにかを予見しながらも核心を突こうとしない物言いに訝いぶかしみながらも、ナメクジはそれを受け入れた。安易に右腕を伸ばさないための戒いましめにもなるだろうと思ったからだった。

　簡単な処置として、小さなベルトで右袖を強く縛ってある。そのせいで普段よりも右腕に注目されているのは肌で理解していたが、今のナメクジはそれよりも考えることが多いために注意が散漫となっていた。今から人を殺しにいくというのに、ここまで思考が濁にごるのは初めてだ。

　左手を動かして、服の外側からナイフの所在を確かめる。愛用していたナイフは自動車に跳はね飛ばされた際に紛失したので、新しいものとなった。シラサギから支給されたナイフは以前まで使用していたものと異なり、刃がカッターナイフと似た形状を取っている。刃渡りも以前より長い大型の作りだった。あまり大きいと携帯する際に服の中に隠しづらいので、ありがたくはない。位置を確認してから、腕を下ろす。足取りは変わらず、ずっと重い。

　覇は気きがないのは疲労とブランクの影響もあった。身体からだの節々に砂でも詰まっているように動きがぎこちない。前へ歩いているその姿には義務感のようなものが溢あふれていた。

　ふと気を抜くと、自分はなにをしにここに来たんだろうと思い悩んでしまう。

　その度に、寝ぼけるなと小突いて一いつ喝かつする。

　自分はもう目覚めている。なにをするべきか分かっている。そう言い聞かせるように繰り返す。しかしものの数秒も経つと、意識が霧きりに包まれるようにはっきりとしなくなる。

「意地がないのか……ないかな。私女の子だし」

　ぶつぶつと独り呟つぶやき、精気のない目を前方へ向けた。

　前方から三人の少年たちが歩いてくる。ニキビのめだつ十代中盤と思おぼしき三人が、周囲に配はい慮りよのない大きな声で歓談している。その声が潜ひそまったのは、ナメクジの右腕に注目したためだった。あからさまに面と向かって言い出すことはないが、好奇心と嘲あざけりの混ざった視線が注がれる。またか、とナメクジはさして怒ることもなく、いつものように受け流そうと決める。

　すれ違う直前、少年たちが嘲ちよう笑しよう混じりに話す内容が聞こえた。その中には腕がない、キモイ、なにあれといった感覚を丸出しにした飾り気のない発言が多くあった。

　右腕を失ってからそうした侮ぶ蔑べつ的な評価を受ける機会は少なくない。最初は強い怒いかりも湧わいたが、今は大分落ち着いていた。巣す鴨がもへの怒りを浪費したくないという、感情の無む駄だ遣いを抑える働きもあったのだろう。それよりもナメクジは、まだ人殺しなどしたことのない自分がもしここにいて、右腕のない人間を見たとしたら彼らと一いつ緒しよに笑うか注意するか、どちらの反応を取るだろうという方が気になっていた。少し考えてから、私はいいやつだからきっと注意しただろうと独りうそぶき、暗く笑う。

　そうして特に相手もせず離れようとした、そのときだった。ナメクジが虚脱した感覚に苛さいなまれたのは。

　活力が気化していくように抜け出すものを感じ、その気け怠だるさに足もとがよろめく。その立ち上るものに置いてきぼりを食らうような感覚に動転していると、その間に事態が動く。右の袖を縛しばっていたベルトがちぎれて、道が開く。

　その道を、右腕が駆かけた。

　蛇へびのようにしなり、そして伸びた右腕が後方へ、人間に不可能な角度で動く。ナメクジがそれに気づいて振り向いた直後、宙を舞うナイフが中央の少年の首を切り裂いていた。ナメクジが渡されたナイフをいつの間にか手に取り、右手がその『意思』で凶行に及んだのだ。

　自分の透明な右腕が犯した殺人であると理解するのに、時間はかからなかった。急速に汗が噴ふき出す。ナメクジは目を見開いたまま、宙に浮いたままにしか見えないナイフを凝視する。

　悲鳴があがる。飛び回るナイフと倒れ込む少年の両方に対して。ナイフは尚なおも少年を執しつ拗ように突き刺していく。他の少年たちが刺されている仲間を放って逃げようとすれば、それを追いかけてその太ももを背後から貫いた。ナメクジの意思など無関係に、右腕が大暴れする。

　そして動く度にナメクジの生命が流出するように、目の下が重くなっていく。不自然なほど急速に募つのる疲労に耐えて顔をあげたナメクジは、様々な葛かつ藤とうを経ながらもまずはこの場から離れることを選んだ。ナメクジが走り出せば、ナイフもそれにあわせてついていく形になる。刃についた血を振り乱して中空のナイフと共に走る様は、たとえその間が透明であったとしてもナメクジとの関連性を疑うのには十分だった。人混みが勝手に左右に割れて道を作る。そこを駆け抜けて、ナメクジは人ひと気けのない場所を選んで走り続けた。

　会場から離れた森林公園の、更に裏側。木々の影に潜ひそんだ後、ナメクジは歯を剝むき出しながら右腕への怒りを露あらわにする。

「こいつ、勝手に、」

　だらしなく伸びた右手を巻き上げるようにして纏まとめながら、その右手のひらに歯は軋ぎしりをする。右手は素知らぬ顔を決め込むように無反応となっていた。ナイフも地面に放り捨てて、自分が無罪であるかのように振る舞っている。ナメクジ自身、私じゃないと言いたい場面だった。

　息が乱れて、水を含むように意識が重くなる。いつまでも伸ばしてはおけない。

　ナイフを拾い上げる。そして、右手側の袖をまくって、ナイフを握りしめる。左手が震えて、刃先が円を描えがくように定まらない。右腕を切除しなければいけない。今度は自分の手で、右腕を捨てなければいけないのだ。

　復ふく讐しゆうの根本にあるものを掘り返すことになる。汗は止まらず、歯は鳴り。唇くちびるは血の気が引いて引き締められたように痛む。左手の人差し指を切り落としたときのことを思い返し、それを覚悟の出発点として、呼吸を整える。ナイフの先端を透明な右腕の付け根に当てると、冷たい感触が伝わってきて身震いしてしまう。ちくりとした痛みまで再現する。

　そこまで私なのに、勝手に、動くな。

　憎ぞう悪おを吐はき出しながら、ナイフを右腕に押し込む。むりむりと、肉を搔かき分ける感触の中から花開くように激痛が襲ってきた。ナメクジの唇が引きつる。うぃ、うぃ、うぃと要領を得ない悲鳴をあげながら、止まりそうになる手を無我夢中で動かして右腕を押し切る。右腕には骨まで再現されていないらしく、比較的ナイフが通りやすい。それでも、数分の時間を要した。

　ぶちりと、皮がちぎれて右腕がちぎられる音が聞こえた。ナメクジが地面にナイフを落とした後、右腕の患部を服ごと握りしめる。なにもなくなったそこからは、血液が溢あふれていた。

　右腕の三度目の喪そう失しつ。何度切り捨てても慣れることなく、ナメクジが崩れ落ちる。膝ひざを強く打ちながら地面に倒れ込み、身体からだを丸めて必死に耐える。背は震え、涙が止めどなくこぼれる。

「いたい、いたい……」

　地面に額ひたいをつけたまま、ナメクジが泣き言を漏もらす。奥歯をいくら食いしばっても涙と声を止めることは叶かなわない。涙と共に傷口から流れ出す血液が、地面に転がる右腕に降りかかってその輪りん郭かくを露あらわわにする。どろどろと、血を注ぐことによってこの世に輪郭を作り上げたそれを強く睨にらんで、ナメクジは呪じゆ詛そを吐はく。だれに対して向けているのか定かではない、怒いかりを。

「ぜったいに、ころしてやる」

　新たなる右腕はナメクジに安あん寧ねいをもたらさなかった。

　より一層、その激情を後押しする役目を粛しゆく々しゆくと果たす。

　皮肉にもそれが、ナメクジの望んだことかもしれなかった。
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　鹿しか川がわ成なる実みにあてがわれた部屋は個室で、応接のセットに簡易キッチン、冷蔵庫まで備わっている。トイレも室内に個別で用意されている。代償は一日に数万という入院費。それを支払うのは鹿しか川がわ家ではなく、シラサギが働きかけて負担していた。自分と成なる実み、そのどちらも人の目に触れる機会を減らすために。

　部屋の前まで来たところでシラサギたちは待機している。カワセミの報告やその後の経過から、鹿川成実に読心の能力があることは証明されていた。しかしその能力は常に機能しているわけではない。本人も切り替えについては意識して行っているわけではないようで、調べても規則性は存在しなかった。

　能力の発動中に近寄ることは当然できない。だからシラサギは見舞いに訪れる前、必ず確認を取る必要があった。担当している看護師を個室に向かわせて、調子や健康を尋たずねさせている。

　その看護師は成実の能力についてを知らない。シラサギとも縁がなく、単に職務に忠実であるだけだ。だが成実の方は能力が宿っていると露ろ骨こつに態度が異なる。怯おびえるように萎い縮しゆくして反応が希薄なものとなるため、そこで見定めるようにしていた。

「読心能力……ね。んっふふ、あなたはそこにいますか……」

　今も能力が機能しているかの確認を待つ間、廊下で並ぶ巣す鴨がもがシラサギに話しかける。

「そーいえば、ナメクジさんを勧誘したって浅あさ香かちゃんが言ってたよ」

　少女の口からその名前が出ることに、シラサギが笑う。

「えぇ、したけれど。来てくれるかは微び妙みようなところね」

「シラサギさんって、殺し屋集めが趣味なの？」

　正確には超能力者を集めることだが、そこは伏せてシラサギが答える。

「好きなのよ。四天王とか、オリジナルセブンとか」

　超能力者で一つのチームを編成することを試すのは、実は初めてではなかった。宗教団体がある程度大きくなった後、『十じゆつ傑けつ衆しゆう』を確立したことがある。だが結成して数ヶ月以内にほとんどのメンバーが死亡してしまったのだ。生き残ったのはカワセミだけである。

「どうしても使い捨てになっちゃうのよねぇ、これが」

　シラサギが溜ため息いきを吐つく。そもそも超能力者は個体数が少ない。選えり好みできるほど余裕がなかったので、能力が不便なもの、大したことのないものも属していた。その玉ぎよく石せき混こん淆こうの結果が壊滅である。

　そうして一旦は諦あきらめたものの、最近になってまた挑戦してもいいかなと思う程度の時間が経ち、人材も潤うるおいつつあった。

「ところで、なんでなるぴーのお姉さんを殺すの？」

　病院の廊下で声が大きい、と巣鴨の発言に目がひくつく。隣に立つ白ヤギはいつものことだからか無反応を決め込んでいる。ヘッドフォンで耳を塞ふさぎ、聞こえないふりに徹していた。

「姉も読心能力を持っていると聞いたからよ。こういう能力は何人もいらないの」

　姉よりは未成熟な成実の方が与くみしやすいと判断して、残す方を決めたのだった。姉の方は能力が開花しきっているという報告もあって尚なお更さら、取り込む余地がないとも考えた。

　だがそうして残した成なる実みの能力がいずれ覚かく醒せいを果たし、常時発動するものとなってしまったら。そこまで想像して、シラサギが天井に目をやる。

　まぁ、それはそれで。始末するなり、加工するなり。いくらでも思いつく。

「さて、どう出るかなマイマイちゃん。普通に殺してくるやつでも、ま、いいんだけど」

　担当の看護師が出てくるのと入れ違いに、黒と白。対照的な色合いの少女が動く。いや動くなよと、後ろについてこようとする黒い少女の方が押し返された。

「あんたが来たらこの三週間がパーでしょうが」

「お友達の見舞いに来ただけなのにー」

　どの口と顔がそれを言うのか。白ヤギに目配せすると、後ろから巣す鴨がもを羽は交がい締めにした。面白がるようにきゃっきゃと暴れる巣鴨を任せて、シラサギが個室の扉をノックする。「あなたはそこにいますか」とまた、楽しそうに呟つぶやきながら。

　ノックの後すぐに「私、わたしー」と部屋の中に呼びかける。それを経て扉を開いた。

　成実は返事ができないので、それを待つことなく入る必要がある。そのときに不安を煽あおらないようにという配はい慮りよだった。部屋に入ると、カーテンに遮さえぎられた薄暗さが出迎える。

　成実は一人で部屋にいるとき、決してカーテンを開けようとはしなくなった。

「こんにちは、成実ちゃん」

　シラサギが余よ所そ行きの笑え顔がおで着飾り、微笑ほほえみかける。ベッドの上に座っていた成実が、ぺこりと頭を下げる。パイプ椅い子すを手早く用意して、シラサギがその側そばに座ると、成実がほんの少しだけ笑顔を浮かべる。本人も意識していないらしく、シラサギもそれを指摘はしない。

　シラサギは成実が入院してからの三週間、仕事の合間を縫って見舞いに訪れていた。ほぼ毎日といっていい。最初は意外な顔をされて、更に言うと嫌けん悪お的な反応の方が勝っていた。

　友人である五十川いかがわ石と竜か子げの境遇や、家庭内の問題についての印象から生まれるものだった。

　だが今の成実にその嫌悪感はなりを潜ひそめて、落ち着いたものとなっている。

　その声に心安らぐようでもあった。
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　なにしろこんなに熱心に見舞いに来てくれるのは、シラサギだけなのだ。

「いつも私だけだと飽きちゃうでしょ？」

　悪戯いたずらめいた笑えみを浮かべながら冗談を口にする。まぁだからってあんな自称お友達は連れてこられないけどな、とシラサギが別の意味で笑いそうになる。成実は首を横に振るが、シラサギはそれを受け入れるようにしながらも提案する。

「今度、お姉さんに来てくれるよう頼んでみようか？」

　シラサギは姉の友人であると騙かたって成実に近づいた。実際は一切の面識がないものの、姉の存在については調べ上げてあった。妹がまだ幼い頃に勝手に家を出ていって、世間からはよい目で見られると言いがたい職業に就いている姉をどう思うかは、大方予想がついていた。

　しかしそれでも、姉は姉である。成なる実みの複雑な心境がその前提によって嫌けん悪おの一色に染まっていないことを見抜いた上での、シラサギの提案だった。成実は当然、最初は激しく首を振る。

「そう？　成実ちゃんが嫌いやなら、やめておきましょう」

　出した餌えさを引っ込めるように、すぐにシラサギが退しりぞく。その際の成実の表情を見取って、間を上手に空けながら餌をもう一度目の前に出す。シラサギの職業柄、手慣れたものだった。

「でもお姉さんと話せないなんて思っているのなら、それは間違っているわ」

　シラサギが成実の手を取る。包むように両手を添えて、成実に笑え顔がおを向けた。

「声に出さなくてもいいの。ねぇ、今の成実ちゃんは私と『お話』しているのよ」

　成実の現状を踏ふまえた上で、シラサギが言葉を選ぶ。成実の目がぎゅっと、摘つままれたブドウのように楕だ円えん形に形を変える。成実は舌を切り飛ばされた影響で、声が出せない。まだリハビリも進んでいないのだ。

「言葉を交わすだけが、相手を知る方法じゃないの。相手を見ること、相手の呼吸を感じること。ただ近くにいるだけでも知ることができるものがあって、それもまた大切なのよ」

　心にもない綺き麗れい事を、シラサギが饒じよう舌ぜつに語る。文面など考えていない。自然、そうした耳みみ触ざわりのよい言葉が流れ出てくる。長年の経験によって培つちかわれたそれこそ、彼女のもう一つの『超能力』と呼べる代物だった。

「お姉さんに会いたい？」

　だめ押しとして、優しい声で問いかける。成なる実みは涙を浮かべながら、小さく頷うなずいた。

「今度、来てくれるよう言っておくわね。大丈夫、私も一いつ緒しよにいてあげるから」

　私も、という部分に成実の表情が柔らかいものとなる。なにを信じればいいのかと不安に追い込まれていた少女が態度を軟化させるのは今や、シラサギが見舞いに訪れるときだけだった。

　その反応を笑え顔がおの奥で見み据すえて、仕上がりは上々と別の微笑ほほえみを覗のぞかせる。

　それまでお姉さんが生き残ればね、という本音は喉のどの奥に飲まれて、暗くら闇やみの底に沈んでいく。
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「俺は悪者なんですかね」

　楽屋から出たところで、猪い狩かり友ゆ梨り乃のに尋たずねてみた。声は、あまり張りのあるものではない。

　歩きながら、猪狩友梨乃がそれに答えた。考えるまでもないとばかりに。

「どんな理由があっても、だれかを騙だますのは悪いことでしょう」

　あっさりと否定されてしまった。その言葉には一応、続きがあったけど。

「あ、結果の話じゃありませんよ。噓うそでもよい効果があることは勿もち論ろんありますから。でもそれがどれだけ善に属する結果だとしても、騙すということはやっぱり悪から始まるものなんです。それは理由とか動機とか優しさなんかじゃあ覆くつがえせないことなんですよ」

「………………………………………」

「人を殺すことがどこまでいっても罪であるように、その人から、『本当』を失わせることになるのですから」

　言葉には年季があり、重みがある。それは俺になくて、シラサギにあるものでもある。

　あいつの噓は重い。まるで真実と錯覚させるかの如ごとく。

「でも悪いことをするなとは言いません。わたしもよく噓を吐つきますから」

　笑顔でそんなことを言われても、こっちも変な笑いを浮かべるしかなかった。

　悪いことをするなと言いきる方がよほど噓くさい。ので、ある意味でこの人は正直に俺と接して質問に答えてくれたのだ。こういう大人は俺の周りに少ないので新鮮な感覚である。

　だがそういう人にこそ、俺は噓でもいいから肯こう定ていされたかった。

　家族、友人。そのどちらにも認められてこなかったから。

　いつものこととはいえ。

　望む答えがどこにもないというのは、心細いものだな。

　　[image: ]

　そりゃあ、魂を外に吐はき出せば辛つらいし苦しいし、疲れもするだろう。

　ナメクジは朧おぼろ気げで、根拠もないが自身の能力をそう解釈するに至った。

　この右腕は、自分の魂が追い出されたものだと。

　林の近くに整備されていた公園では、一人で楽器を弾ひく男が騒そう々ぞうしく歌い散らしていた。だれからも大して注目されていないが、本人は周りの評価など無視して盛り上がっている。古き吟ぎん遊ゆう詩し人じんが好むようなダブレットを着た男が、ギターをかき鳴らしている。ベンチに座って休きゆう憩けいしていたナメクジはそれを遠くから眺ながめて、既視感を覚えていた。どこかでその男を見た気がするのだが、思い出そうとすると脳と身体からだが激しく揺ゆれて酔いそうになる。それほど衝撃的な出会い方だったのだろうか。まぁ、思い出せないならいいかと投げやりに顔を逸そらした。

　公園で少し休んだ後、ナメクジは再び会場を目指す。ただし人目につかないよう遠回りしながらとなる。自分が騒さわぎを起こした現場は円を描えがくように移動して避けている。目撃者が多数いる以上、動くのは危険も伴ともなうがこのまま帰れば、自分はなにをしに来たんだと言いたくなってしまう。疲労の色は更に濃くなっているが、半ば意地のようなもので引けない。

「このバカ」

　ナメクジが苦い表情で、右の袖を叩たたく。中身のない袖が潰つぶれて、拳こぶしが胴体を強く打った。

　早足で会場入りすると、外での混乱はまだ中に流れ込んでいないようだった。このままイベントを続行するかは分からないが、そんなことはナメクジに関係ない。あるのは騒ぎの首しゆ謀ぼう者しやとして目をつけられる前に、猪い狩かり友ゆ梨り乃のを始末することだけだった。

　猪狩友梨乃自体は至極簡単に見つけることができた。出演者用の楽屋の方から、少年と共に一階客席の出入り口付近へと歩いてきた。少年の方は顔に巻いた包帯が目立つ、見慣れたやつ。どういう組み合わせだと二人の顔見知りを眺ながめつつ、自然、隠したナイフに手が伸びる。

　人混みの中で始末するのはリスクが大きい。だが、相手は猪狩友梨乃である。心を読む相手と人ひと気けのない場所で対面する状況を作るには、相応の準備が必要となる。それなら混雑する中で思考を読まれない間に距離を詰めて、通り魔のように刺してしまうのが手っ取り早い。

　そこまで考えた後、右腕の存在を思い出す。こいつを伸ばして遠くから首でも締め上げた方が、証拠も残らないし簡単かもしれない。それは良案だったが、しかしと尻しり込ごみする。

　伸ばせば、また切らなければいけないのだ。なにより耐えがたい苦痛と屈くつ辱じよくを、望んで味わいたいはずもない。拒否感が強くて、伸ばそうとするだけで頭痛が発症する。これではまるで右半身に寄生されているようだ、とナメクジがその存在を忌いむ。

　しかしそれならば近寄って殺害すればいいのに、ナメクジの足は動こうとしない。目だけは遠くから歩いてくる猪狩友梨乃を見み据すえながら、一向に歩み寄ろうとはしない。ぼんやりとする目もとを擦こすってから、ナメクジが自分の動きのなさに苛いら立だつ。なにやっている、と唇くちびるを嚙かむ。

　まるで他に理由があって躊ちゆう躇ちよしているようで、気に入らない。

　そんなはずもないのになにもできないでいる自分を、再び拳こぶしで殴なぐった。今度は本気で叩いてそれが骨に当たったため、呻うめいてくの字に折れそうになる。周りを通りかかった少女たちも、いきなり自分を殴なぐって痛がっているナメクジに奇異の目を向けていた。

　寝ている間に本格的にバカになったんじゃないかと、ナメクジが自己嫌けん悪おをたっぷりと塗り込みながら顔をあげる。痺しびれるように痛い脇わきの下を押さえながら、そこで自分以外にもあの二人に注目していることに気づく。それも、目立つやつばかり。

　一つは浴衣ゆかたを着た小柄の女。白ヤギか、とそのはためく袖を見た瞬しゆん間かんに身構えたが別人のようだった。その女は少年たちが楽屋から出てきたことに注目している、といった風だ。

　もう一つは二人組の男女。小さな男と、大きな女。男の方は細長い体つきで、足が長い。気持ち悪いぐらい長い。腰の上に頭がくっついているようにも感じられる、異形の体格だ。女の方は鋭するどい。手足も頭も、胴体から伸びている部分がどれも鎌かまのように先端が鋭く見えた。それと時々、身体からだを揺ゆすっている。正確には小刻みに震えて、服の中になにかいるかのようだった。

　二人組の方は先程、会場の外で見かけた顔だった。やはり記憶にある、とそちらへ目を向けたまま棒立ちでいると、二人組はナメクジよりも早く、猪い狩かり友ゆ梨り乃のたちへ接近していく。

　明らかに空気を切り替えて。獲物を見つけて忍び寄るように動いて。

　そこでようやく、ナメクジは既視感の正体を察する。

　纏まとうものが自分に似ているのだと、やっと理解した。
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「うぅー、退屈ー」

　巣す鴨がもが歌うように不満をぼやく。病院の廊下の壁に頰ほほを貼はりつけながら、ぐねぐねと動いている。隣に控えて動かない白ヤギは、その行いを見ることすらなく目を瞑つむっていた。ただ、あまりに目を離しているとこの少女は鹿しか川がわ成なる実みの病室に遠えん慮りよなく入っていきそうなので、それだけは気を配っていた。シラサギと鹿川成実のどちらにも義理はないが、成り行きを動機として。

「そういえば、石と竜か子げくんってまだ生きてるかなぁ」

　ふと思い出したように巣鴨が呟つぶやく。瞼まぶたの奥で白ヤギの目玉が微かすかに反応を示した。

　五十川いかがわ石竜子の殺害という依頼を持ちかけた人物が現れたことは、業界での繫つながりで把握していた。その依頼を受けてだれが動いたかも分かっていて、巣鴨にも一応ながら報告しておいたが面白がるだけで特に動く様子は見られなかった。

「まだ大丈夫でしょう」

　そろそろ対策を立てないと危ないかもしれないが。しかし、それを教える気は巣鴨にないようだった。白ヤギ自身も会えば忠告する程度の親切心はあるが、わざわざ足を伸ばして会いに行ってまでという気にはならない。

「殺しに行ってるのだれだっけ。えっとー、アリとキリギリス？」

「バッタとクモ、です。殺し屋というよりは……秘密結社の改造人間、でしょうか」

　語る白ヤギの表情に好意はない。そもそも、好意的に語ることのできる人殺しなどいるはずもないのだが。それを含めても、あまり気持ちのよい相手ではないようだった。

「そうなの？　すっごい飛んでキックする？」

「しないでしょう、隙すきだらけになりますから」

　本当はするかもしれなかったが、巣す鴨がもの目が輝いたので噓うそを吐ついておいた。正直に言えば、見に行きたいと言い出すかもしれないと思ったからだ。白ヤギとしてはわざわざ危険に近寄って面倒を増やすなど到底、受け入れられるものではない。自分の能力がせっかく、現場に向かわずとも仕事をこなせる類たぐいのものであるのだから、その長所を潰つぶす理由などなかった。

「ぐぇねー」

　どう発音したのか聞き取りづらい、難解な声をあげて巣鴨がぐねぐねと壁を上下に這はう。シラサギと成なる実みがなにを話しているのか聞き取るために耳を壁にくっつけているのだが、効果は望めないようだった。時々通りかかる看護師から向けられる視線に、白ヤギが代理で恥はじた。

「石と竜か子げくんだけど、今回もなんとか生き残ると思うよ」

　話題が飛び飛びだが、巣鴨がそんなことを言い出す。

　なぜそう思うのか、と白ヤギが無言で問うと、巣鴨が笑え顔がおで言いきる。

「だって石竜子くん、強運の下に生まれついているから」

　そりゃねえよ。ここにいない石竜子少年の代弁をするように、白ヤギが手を横に振る。

　この少女に気に入られた時点で、幸運など、これっぽっちも望めはしないのだから。
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　会場内に騒さわぎの波紋が広がっていることに気づいたのは、猪い狩かり友ゆ梨り乃のの方が早かった。

「なんだか、外から悲鳴みたいなものが聞こえますね」

　ぎくりとした。首を伸ばし、その騒ぎが聞こえたという方向に目をやる。なにも確認することはできないが、背中に冷や汗をかいたことを根拠に判断を下す。

「帰りましょう、すぐに」

「えっ？」

　客席の扉に背を向けて引き返し始める。会場の外なら、別の出口から出た方がいいな。

　この騒ぎ。一笑に付すどころか、胃が引き締まる。

「嫌いやな予感しかしない。俺は呪のろわれていますから」

　思い返せば、右目を失ったあの日から行く先々で事件に巻き込まれている。

　以前の俺ならこんな自分に憧れただろう。ただし、本当に巻き込まれないことが前提で。

　前へ出ようとしたのと同時に、遮さえぎるように人影が飛び出してきた。

　小さい男と大きい女の二人組が、通せんぼのように立つ。まったく、知らない顔だけど。

　嫌いやな予感が頭を凍りつかせた。無視して逃げようとした瞬しゆん間かん、鼻に指を突きつけられる。

　びくりと反応して、膝ひざと肩が震えながら止まった。

　指差したまま小さな男の方が振り向き、巨大な女に確認を取る。

「こっちか？」

「そっち」

　やり取りだけで印象は最悪だった。身を引いて、人混みに紛まぎれようとした直後。

　気づけば、男の小さな手が俺の首を摑つかんで締め上げていた。信じられないほどの握力で。

　脳がぐるんと、逆上がりするような感覚に襲われた。目が回り、混乱が心の上でのたうつ。びちびちと瞼まぶたが跳はねて、なにが起きたかは最初すぐに理解できなかった。しかし騒さわぎの声が俺を中心に輪を描えがくように生まれていくことで、自分の身に起きていることを把握していく。

　細い指が首や顎あごの下にめり込む。表情のまるで変わらない男の顔が歪ゆがむ。景色も一いつ緒しよに。俺の目がどうにかなっている。こんな状況で目の色を変えても、どうにも、なら、ない、けど

　し、しぶ、死、しぶぬ、ぶ、し。し　　　　　ぬ　　　ぬ　　　　し

「だめだ、すぐに殺すな」

　あ、　　　へ、へぇ、へ。息が、少し、楽に。息、空気、空気！

　貪どん欲よくに吸い込もうとしても、未だ絞しめられ続けている感覚が残留して空気が入り込まない。スカスカと、入る手前で空気が行ったり来たりしているようだった。男の手は俺から離れたが、依然、目の前にいる。意識すると恐怖に胸を潰つぶされて、肺が一層の苦難を味わう。

　すぐ隣に誰かが屈かがんできて悲鳴と涙が溢あふれたが、よく見ると猪い狩かり友ゆ梨り乃のだった。俺の肩を抱いて、心配してくれているようだ。性格と能力からとっくに逃げていそうだと思った猪狩友梨乃は、まだ俺の側そばにいた。不意打ちで呆ぼう然ぜんとしていたのかもしれない。いい人だ、失礼な想像をしたものだと申し訳なく思っていると、そんなこと考えている場合じゃないという現実が次々と降りかかる。

「こっちは？　よい匂においと悪い匂い」

　男が猪狩友梨乃を指差す。周りの騒さわぎなどまるで意に介さない、自分のペースで。

「本人の匂いと化粧の匂い。そっちはいいよ別に。すぐで」

　また、嫌いやなやり取りだ。男の目が猪狩友梨乃に向く。猪狩友梨乃は過敏なほど反応を示し、咄とつ嗟さにこの場から飛び退のこうとする。だが退しりぞいても一いつ瞬しゆんで、男が距離を詰めてしまう。

　俺の首を絞めるときは顔色一つ変えなかった男が、ほんの少しだけ目め尻じりを緩めるようだった。

　男の腕が猪狩友梨乃の首もとに伸びる。いくら心を読めても、ここまで接近されては。

　あの細い指が、細い首をへし折るように動いた瞬しゆん間かん。

　隻せき腕わんの殺し屋が、男の腕を一いつ閃せんしていた。

　血と、切り飛ばされた肉片が宙を舞う。会場内は、悲鳴の巣そう窟くつとなった。

　男が切られた衝撃か、身をねじ切るように回転して倒れそうになる。それを大柄な女が片腕で支える。そいつらも俺たちも、予想外の乱入に動けなくなっていた。

　混乱を引き起こした隻せき腕わんの女は慌あわてて踏ふみ込んだような姿勢のまま、目を丸くしている。

　いや、なんであんたが驚いているんだ？

　その登場による衝撃は、俺よりも猪い狩かり友ゆ梨り乃のの方が大きかっただろう。

「いや、違う。私は、違う」

　その本人は困惑したような態度で、鮮やかに男の腕を切った姿とはまったく相あい容いれない。乱入したことに対して言い訳するようになにごとかを呟つぶやいて、目が泳いでいる。

「麻ま衣いさん、」

　猪狩友梨乃に名前を呼ばれて、ナメクジが嫌いやそうな顔をしながら一歩退く。苦手なのだろうか、意外にも。さすがにもう指はどこにも突き刺さっていない。それどころか、切れていた人差し指もくっついている。包帯はまだ各所に巻いているが、あれから見事生き残ったようだ。

　シラサギの言うところの『運』があったらしい。あいつが正しいようで、こんなときでも腹が立つ。

　感動の再会には場違いすぎるが、それよりも。なんだよもう、また、なにか来たのか。

　今度は浴衣ゆかたの少女が、大柄な女の背後に迫せまっていた。

　ジュラルミンケースを中途半端に開いて、その中に手を突っ込みながら。

「じゃーん」

　ケースから取り出したのは拳けん銃じゆう？　だった。形は銃に似ているが、細部が異なる。声を聞いて瞬しゆん時じに振り向いた女の顔面にそれを突きつけて、少女は躊躇ためらうことなく引き金を引いた。

　大柄な女が咄とつ嗟さに腕で顔面をかばう。銃の先端から放たれた黒い釘くぎのようなものが手首の近くに突き刺さり、その衝撃で女が床に倒れ込む。しかし女は不快感こそあらわにするものの、もんどり打つこともなく起き上がろうとしている。その額ひたいを浴衣の少女が遠えん慮りよなく踏みつけた。

　虫でも踏み潰つぶすように何度か、蹴けりを叩たたき込む。それから、俺を見て微笑ほほえんできた。

　もう、どう収拾していいか分からないほどに事態が混迷していた。

　三組の乱入者のせいで。

　撃うつ方も撃たれる方も普通じゃないし、なんなのだこれは？　どうすればいいのだ？

　みんな纏まとめてなんなんだ、この連中は。どれが味方で、どれが敵なんだ？

「お手を拝借」

　浴衣の少女が俺の手を摑つかんで引っ張り上げる。小柄な割に俺をあっさりと持ち上げたことに驚いている間もなく、手を引いて走り出す。なぜ俺を連れていこうとするのか、どこへ行くのか、そもそもこいつは信用できるのかと疑問が鎖くさりのように脳を縛しばるが、それよりも足を動かせと催さい促そくされるように腕を引っ張られて、やむなく、走る。見れば少女の向かう先は会場の出入り口と正反対、奥の楽屋の方だった。いいのかいいのかと思いつつも簡単には止まれない。

　ただでさえ首を絞められた直後で呼吸が真っ当なものじゃないのに、そこで走るとなったらすぐに噎むせる。噎せたまま走り続けて、涙と鼻水が垂れ流しのままだ。信者たちには絶対見せられない醜しゆう態たいである。少女は軽快に走り続けて、浴衣ゆかたの裾すそを踏ふんで転ぶ様子もない。

　途中で振り返ると、あのナメクジという女も騒そう動どうから逃れるように階段を目指して走っていくのが見えた。猪い狩かり友ゆ梨り乃のもその背中を追って離れる。そして残されたあの二人は、周辺にいたやつらをきろきろと、気味の悪い横動きをする瞳ひとみで確認している。値踏みか、品定めでもするように。目に獰どう猛もうさがなく、無機質にも取れることにより嫌いやな予感に駆かり立てられる。

　少なくともあいつらは、敵だ。俺を殺しにきた、つまり、殺し屋だ。

「う、そ、だろぉ」

　前を向いて懸けん命めいに走って逃れながら、呼吸の代わりに泣き言を漏もらす。

　出かける度に命を危あやうくするほどの事件に見舞われる、巣鴨の呪のろい（仮）。

　やっぱり今回も、例外ではなかったみたいだ。
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　石造りの仰ぎよう々ぎようしいレリーフが設置された扉を開けて飛び込むと、二階の客席に繫つながっていた。客席はコンサートが始まる前で、更に騒さわぎもあってかもぬけの殻で、ナメクジがそれを確認した後に息を吐はく。出入り口近くの席に、疲れたように座り込んだ。

　そのすぐ後に閉じたはずの扉が開く音がして、ナメクジが首だけを動かして確かめる。

　相手が予想したとおりの人物だったので、すぐに前へ向き直って俯うつむく。ナメクジの心を読めば追ってくるのはあり得ないはずなのだが、その相手、猪い狩かり友ゆ梨り乃のはナメクジの隣の席に座る。

　なんで私の隣に？　二つの意味での問いかけが重なる。

「まず、なにから言えばいいんでしょう」

　走ってきて乱れた息を整えながら、猪狩友梨乃が言う。ナメクジが横に目を向けると、目が合う。あれこれと考える必要もなく相手から距離を縮ちぢめて、今なら腕を振るだけで刺せる位置に標的がいた。騒さわぎから離れる際にナイフはしまって、付着した血が垂れて服に染みていた。

　その生ぬるさの這はいずる感覚に身体からだを震わせた後、ナメクジが乾燥した唇くちびるを動かす。

「とりあえず。大丈夫？」

「ええ。王子様のお陰です」

「とりあえず。だれそれ」

「なんですか、そのとりあえず」

　妙みような区切りをつけてしか話さないナメクジに、猪狩友梨乃が「変なの」と笑えみを漏もらす。だがナメクジとしては至極まじめに、とりあえずを使っているつもりだった。あくまで話していることも、無事を確認することも『とりあえず』にすぎない。それからがあるのだ。

「とりあえず。元気そう」

　しかしそのそれからに移行できず、ナメクジは言葉と共に足あし踏ぶみを繰り返す。

　先程の二人組がすぐに追ってくるような物音は聞こえない。そもそもナメクジを狙ねらってここへやってきたわけでもないようなので、無視して本来の目的のために動いているのかもしれない。今回標的となっているのは、出会い頭に首を絞しめられたあの少年だろう、と判断する。

　だとするなら、自分が注意を払うべき相手は一人しかいない。

「麻ま衣いさん。生きていてくれて嬉うれしいです」

　注意すべき相手が覗のぞき込むようにしながら、無防備に顔を近づけてくる。その口にナイフを突き刺して喉のどの方にでも引き裂けば依頼は完了する。ナメクジはそう考えながらも、実行に踏み切れずに口を動かす。

「なんとか」

　愛想はなく乾ききっている受け答えに、しかし猪狩友梨乃はそれこそまさにとばかりに頰ほほをほころばせる。ナメクジはその反応がなにもかも面白くない。殻に籠こもるように、口を閉ざす。

　下の階での騒そう動どうが無縁のような、静せい謐ひつな時間が流れる。口をつぐんでいるナメクジの唇くちびるが震えてぐにゃりと歪ゆがむ。欠伸あくびだった。大きく息を吸ってから、敵ではなく眠気と戦っている自分の暢のん気きさに呆あきれる。寝過ぎて怠なまけ者になってしまったのかと、頭の出来を疑い出す始末だ。

「………………………………………」

　無言が続く。実際は数分間としても、それが何倍にも感じられた。久しぶりの再会といっても、ナメクジに語るようなことはない。この三週間は眠っているだけだった。そして仮に三週間、一いつ緒しよにいたところで話すことなどなかったように思えた。

「やっぱり、かっこいいですよね」

「は？　なにが？」

「麻ま衣いさんですよ。いつもばーっと出てきて、がーっと助けて。王子様ですねぇ」

「……とりあえず。王子様って呼ぶな」

　最初は助けるどころか、目の前で大人数を皆殺しにして誘ゆう拐かいしたはずである。殺してくださいと猪い狩かり友ゆ梨り乃のも命じたはずで、それなのにいつの間にか『味方』の雰ふん囲い気きになっている。

　それはナメクジにとって異物でしかない感覚だった。

　どうしてそうなる、こうなるという疑問で頭を締めつけられるのは不ふ愉ゆ快かいですらあった。

「なにしてたの？　今まで」

　ナメクジから三週間の動向を尋たずねる。話すことがそれぐらいしかなかった。

「色々と。生活のためにお金を稼いだりしていました」

「へぇ」

　聞いた割に素っ気ない態度だった。それ以上、どう言えばいいのか分からなかった。

　猪狩友梨乃がきょろきょろと、ホール内を見回す。

「ここってチケットもないのに入ってよかったんでしょうか」

「いいんじゃない」

　ナメクジが投げやりに答える。それから少し間を置いて、「あっ」と猪狩友梨乃が声をあげる。

「トカゲくんを置いてきてしまいました」

「トカゲ……あぁ、あいつか」

　包帯を巻いた少年を思い浮かべる。三週間前に出会ったことも、ついでのように思い返した。

「大丈夫でしょうか」

「さぁ。もう殺されたんじゃない」

　ナメクジが深く考えず、舌の上だけでやり取りするように答える。その発言を受けて悲ひ壮そうを募つのらせるように、猪狩友梨乃が目を伏せる。やや間を置いてから、その顔をあげた。

「ちょっと、見てきます」

　そう言って猪狩友梨乃が立ち上がる。ナメクジの左目が密かに、しかし強く跳はねる。

　正気かこいつは。一いつ瞬しゆんそう考えて、あぁ正気だからそういうことを言うわけだと納得する。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のがなにを考えているのか察して、ナメクジの目が真っ直すぐに向き直る。

「放って逃げるわけにはいかないと思うんです」

「あ、そう」

　ナメクジが気け怠だるげに、短く反応する。椅い子すに深々と座ったまま、舞台の上を見つめている。

　行かせていいはずがないのに、なにをどうすればいいか考えることを拒否していた。

　猪狩友梨乃は一礼して早歩きのように入り口へ戻ろうとするが、途中、振り向く。

　黙だまっていることに耐えられなかったように、ナメクジに質問する。

「麻ま衣いさん、わたしを殺しに来たんじゃないんですか？」

　やはり読んでいたか。ナメクジの目がここに来てようやく反応する。今のは口実を作って離れようとしたのだろう。殺そうと思えばちゃんと逃げる、と以前に言っていたのを思い出す。

　だけど、どうしてなにも言わずに去らないでわざわざ聞いてくるのか。

　近づけば悟さとられてしまうことは分かりきっていた。その上、命まで助けて。

　なにをやっているんだ、私は。

「そのつもりだけど」

　愛想なく返事はするが、ナメクジが立ち上がる気配はない。猪狩友梨乃はなにを言っていいのか分からないように、唇くちびるだけが空虚に動く。しばらく見つめ合っていたが、やがて猪狩友梨乃は廊下へと出ていった。ナメクジはそれを淀よどんだ目で見送り、何度か溜ため息いきを吐ついた。

　一人で客席に沈んでいると、再び静せい寂じやくに満ちる。無音、静穏に対して気温の低さとまた異なる冬の冷たさを感じる。目を瞑つむったらそのまま寝入ってしまいそうだ。そして深く深く眠った先から、もう起き上がってこられない予感さえある。疲れているし、考えるのも億おつ劫くうで。それも悪くないと目を瞑りかけた。

　だがそこに静けさを台無しにする、大音量での演奏が始まってナメクジも思わず飛び起きた。

　音の出所に目をやる。舞台の上に、派手な髪と服装の集団がぞろぞろと現れていた。荘そう厳ごんな装飾の施ほどこされた壇上にまるで溶け込んでいない連中は、客席に人がいなかろうとお構いなしに演奏を始めるようだ。豪ごう奢しやなパイプオルガンを遠えん慮りよなく、べたべたと触さわっている。

　先頭に立つ赤髪の男が、「ぼえー」とマイクテストを行う。

「うぇいうぇいうぇーい」とどこにもいない観客に対して煽あおるような言動も飛ばしていた。

「……うるさいな」

　目を擦こすって、崩れかけていた身体からだを起こす。

　と。

　その音に誘われたように飛び込んでくる人影があった。一階の右側の扉を勢いよく開いて、そのまま駆かけるのは先程、一階で騒さわぎを起こした小柄な男だった。左右にぶれるように、跳はねるように奇き妙みような走り方ながら迅じん速そくに舞台へと迫せまっていく。ホール内が薄暗くて視認しづらいが、その両腕や服の袖がさっきよりも汚れていた。主に赤く、そして黒く。それを見てナメクジは、二人組がすぐに追ってこなかった理由を察する。恐らく、一階の出入り口付近は酷ひどいことになっているだろう。席から立って、二階の手すりに摑つかまってなにをするつもりのか見届ける。

　その男は同業者なのだが、ナメクジは知り得ない。ただその身体能力や雰ふん囲い気きから、似たような立場の相手であることは理解できた。その男、バッタの登場に舞台の上ではメンバーが面食らっている。赤い髪の男がマイク越しに「なんじゃー！」と尋たずねるが、バッタは応えない。

　舞台の手前まで来たところで、バッタが、跳とぶ。前振りもなくただ純粋に膝ひざを折り曲げて、そして伸ばすことでぐんぐんと伸びていく。結果、人として、生身ではあり得ない跳ちよう躍やくを果たす。壇だんと人の高さを悠々と飛び越えて、壇上の奥に着地した。

　飛び方も含めて、ナメクジが「変」と感想を漏もらす。バッタの動きは一人しかいないはずなのに群生した虫が襲いかかるように、身体からだが微細に揺ゆれていた。

　そのバッタが中腰のまま身体を捻ひねり、メンバーの中の一人へ突撃する。

「あーあー」

　奥でピアノを弄いじって遊んでいた一人が、まずその腕に捉とらえられた。藪やぶか霧きりでも搔かき分けるように動くバッタの両腕が、成人男性の腰と右腕を摑んで、力ちから尽づくでへし折る。象の鼻みたいな形状となって倒れ込む男にバッタがのしかかり、その顔を近づける。そして、嚙かみついた。

　バッタが、男を捕食する。二の腕に嚙みつき、その肉を喰くいちぎった。男の悲鳴と共にバッタが仰のけ反り、快感を走らせるようにその背中が震える。それを側そばで見ていた仲間たちは腰を抜かしてへたり込みそうになっていたが、その中で、赤い髪の男だけは舞台から飛び降りていた。一目散に逃げ出し、マイクを捨てて客席の出入り口に向けて走り出している。

「やるじゃん」

　ナメクジはそれを臆病とも薄情とも感じない。むしろ、度胸があると評価していた。普通なら腰を抜かして走れないのに、人前で歌えるやつは鍛きたえられているなと感心するぐらいだ。

　ナメクジは、人前で歌えと言われれば絶対に嫌いやがる。人は簡単に殺せるのにおかしいだろうかと、その歪いびつさに暗く笑う。その間も、バッタは男の肉を次々に食い散らかす。見えた骨と筋肉の隙すき間まに舌を這はわせて、体液を舐なめ取っていた。さすがにナメクジもそのあたりで顔をしかめる。他の逃げられない仲間にいたっては吐はき出して、会場の華か美びな装飾を汚していた。

　赤い髪の男が扉を開き、身体を押し込むように慌あわてながらも外へ逃げ出すことに成功する。バッタは食事の最中にもその行動を目で追っていた。とはいえ舞台の上の獲物を放置する気はないらしく、無表情に食事を再開する。

　あの調子なら残りの三人も食うだろう。その間、やつはここから動かない。

　こちらが動くなら、今だ。ナメクジは苦いものを飲み込むようにしながら、判断を下す。

　あんなのが会場内を動き回っているなら、猪い狩かり友ゆ梨り乃のが鉢合わせて殺されかねない。他人が殺したことを自分の功績にする気はない。だから、やつらより先に見つけないと。

　それを理由にしてようやく、動き出す。中途半端な、と自分で呆あきれた。

　動くならすぐに。動かないなら徹底すればいいのに、なにに引きずられているんだ。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のを殺すことも。殺すと決めながら助けたことも。すぐに追わないことも、けれどここに留とどまらないで追いかけようとしていることも。矛盾してぐちゃぐちゃに寄り集まったそれを切り分けることもなく、飲み込んだ上で。

「なにをやっているかって……私は、正しいことをやっているんだよ」

　言い聞かせるように前置きした後、ナメクジは自身に問う。

　私の敵は、だれだ？
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「ふふふ、どう？」

　シラサギが手のひらに載せたものの出来映えを成なる実みに尋たずねる。先日持ってきたお見舞いセットのリンゴに切り込み細工を入れて、蝶ちようの形を描えがいていた。皮の部分で赤い羽を模して、リンゴから蝶が羽ばたいているように見える。成実が小さく拍手して賞賛した。

『器用ですね』

「昔、練習していたの。かあ……暇だったのね」

　失言を不自然にならないよう飲み込んで、シラサギがリンゴを一回転させる。

「食べづらいのが難点だけど」

　見せびらかした後は蝶の根もとをナイフで切って落とす。独立した蝶を成実に差し出した。手のひらに止まった蝶に、成実の頰ほほが微かすかにほころぶ。食べるのを勿もつ体たいないと思い、角度を変えて観賞している。

　シラサギは残ったリンゴを上下で摘つまむように持ちながら、その身を見つめる。

　皮の剝はがれた部分は既に酸化し始めていた。

「このリンゴを美お味いしく食べているとき、世界のどこかではだれかが餓が死ししている」

　リンゴを皮ごとかじり、窓に目をやりながらシラサギが言った。そして、カーテンを開く。

　一人きりでは拒む日の光に対しても、成実はシラサギと共にあると抵抗しない。

　その透すき通る、繊細な横顔に目が惹ひきつけられていた。

「それはとても寂しいこと、恐ろしいこと。でもね、そういう世界の繫つながりを思うとき、私はとても胸が弾はずむの。息が詰まりそうなぐらい、ね」

　話ながら、このリンゴ甘いわぁ歯ごたえもいいしと上じよう機き嫌げんになっていた。

「そんなとき、私は人生を愛いとおしく感じる」

　胸を押さえるような仕草を交えて、そんなことを語る。ついでにリンゴを飲み込んだ。

　成実は感かん銘めいでも受けるように、ぎゅっと、リンゴ蝶を手で包むように握っていた。それも自然に、本人が意識せず反応してしまう。内心で言葉を反はん芻すうしていると、心が青空の下にあるような、広々としたビジョンに浸ひたっていく。先程まで流していた涙が再び、目の端ににじみ出す。

　続けてリンゴをかじっているシラサギは視線が外れる隙すきをついて、若じやつ干かん、しらけた顔になっていた。歯ごたえのないリンゴをかじるような柔らかい成なる実みに、興味をそがれたように。

　シラサギにとって、籠ろう絡らくは固い殻を相手から開けさせるところまでが面白いのであり、その後の始末は面倒なものとしか感じられなくなっていた。

　勿もち論ろん、今の発言に意味などない。哲学も、教訓も含んでいなかった。

　シラサギの本音は多少含んではいる。しかし本人に言わせれば、『だから？』だった。

　たしかに、世界に犠牲はある。

　同時に安らぎもある。だがその両方に目をやる気など、実のところまったくない。

　シラサギはその犠牲を周囲に強しいている立場の人間なのだ。同情などするはずもない。

　しかし、それっぽい話をすれば勝手に感動してくれる。愛を語り、人としての在あり方とか、世界とか、魂の揺ゆれ動くものを上品に並べ揃そろえておけば簡単なものだった。それは要領や言葉、話題の選び方以上に、シラサギの『立場』が大きな効果を発揮していた。

　人間が『印象』に弱いことを、彼女は経験から理解している。

　故ゆえにシラサギは、自分の翼つばさを利用することに心血を注ぎ、今こん日にちに至る。

　成実の思うところのある、潤うるんだ目に微笑ほほえみで応えながら、本音は目の奥で静かに沈む。

　愛って便利よねぇ。
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　少女と共に飛び込んだのは、関係者以外立ち入り禁止の楽屋だった。ホール内にいくつも存在する楽屋だが、俺たちが入った部屋の出入り口には七の数字が振られていた。

　部屋に飛び込んで、扉を閉じる。鍵かぎはないのかと探したが、内側からかけられる箇所は見当たらない。もっとも鍵などかけていたら中にだれかいるのを教えているようなもので、やつらが力ちから尽ずくで扉を破壊しかねない。戸締まりという常識で対抗できる相手ではなさそうだった。

　部屋の絨じゆう毯たんの上に、膝ひざをついてへたり込む。首にはまだやつの手の感触が残留している。いくら振りほどこうとしても実体のないそれからは逃れられない。脳は弄いじれんしねぇ。

　油断するとすぐ、その幻が首を絞しめて息苦しくなってくるので、注意しながら息を整える。頭に走る血管の端まで酸素が行き届いていない。先端からぶちぶちと痛んでいくのが分かる。

　痛いというより、焦あせる気持ちの方が強まっていた。

　楽屋の中は先程訪ねた部屋と変わらない。使用した形跡があるか、ないか程度の違いだけだ。七番目の楽屋は出入り口から遠いのですぐに追ってこないとは思いたいが、どうなる。

　とりあえず今は、生きているだけでも幸運と思った方がいいのかもしれない。

　この小柄な少女に救われる形となった。成り行きで一いつ緒しよに逃げてきたはいいけど、こっちは走り抜けて息が切れている。少女の方は澄すました笑え顔がおを浮かべながら、楽屋の中を楽しそうに眺ながめていた。小さく背伸びをして、観賞するような余裕を保っている。

　その外見に似つかわしくない体力が、また、嫌いやな印象を加速させた。

「あの、色々聞きたいことが、ありますが」

「はいなにか」

「どなた様？」

　難を逃れたとはいえ、本当に助かったのか？　という疑問がつきまとう。少女の手には例の変な形の銃じゆうが構えられているのだ。人に向けてためらわず発砲するやつがまともなはずがない。

　俺の疑念など歯し牙がにもかけていないように、少女の笑顔は素敵だ。

「今日演奏するグループのファンです」

「俺の手を引っ張ったから、面識があったかと思って」

「さっき階段でぶつかりましたわ」

　なにも語る気のない受け答えだった。この流れで出てこないところを見ると、名乗る気もないようだ。本名を気軽に名乗れない時点で、かなり、アレだ。これまで知り合ってきたあの物ぶつ騒そうな方々と同じ匂においがする。しかも話が通じるようで、そうでもないちぐはぐ感。

　息が少し整ったので、膝ひざをつく姿勢から座り直す。床にあぐらをかいて、少女を見上げた。

「そっちの事情はどうあれ、助けてもらう形になった。ありがとうございます」

「あなたの運がよかっただけですのよ」

　妙みような言い回しだった。というか、語尾が気取っていておかしい。

「こちらも聞きたいことがあります。よろしい？」

　話し方だけでなく、質問の仕方まで気取って格かつ好こうつけていた。なんで帽子を押さえながらかかとを軸にして華か麗れいに回転しないといけないんだ。マ○○ルの仕草に酷こく似じしていた。

「いいです、けど」

「あなた、騒さわぎが起こる前に彼らの楽屋から出てきたでしょう。どういうご関係？」

　彼らとはマッカチン団のことだろうか。それを確認したくてあの場に乱入して、俺をここまで引っ張ってきたというのか？　動機と行動が釣り合っていないので、納得しかねてしまう。

　でも俺の価値観が他人に通じるかはまた、別の問題だ。

「商談に来ただけだよ。音楽関係のお友達じゃあないね」

　こんなことを聞くということは、ファンというのは本当なのかもしれない。少女が「そうですか」と若じやつ干かん、残念がるように唇くちびるを尖とがらせる。俺を利用して、あいつらとのコネでも作りたかったのだろうか。となると生きつ粋すいのファン。そんなのいるのか、と失礼にも驚いた。

　いかにも用事が終わったというように、俺から視線を外す。このままだと数分も経たない内に、一人でここから離れていってしまいそうだ。その余裕から、あの二人組を脅きよう威いと捉とらえていないことも窺うかがえる。その自信の根拠は、握っている銃じゆうかあるいは、ケースの中身か。

　行ってしまう前に、だめもとで頼んでみることにした。

「乗りかかった船、ものはついで。毒を食らわばなんとやら。もう少し俺の面倒を見てくれないか？　平たくいうとね、守ってくださいお姉様」

　軽く土下座風に頭を下げる。ひれ伏しても恥はじなどまるで感じない。平身低頭頼み込むだけで命が救われるなら大歓迎だった。問題はその程度ではまずだれも動いてくれないことだが。

「そうですねぇ」と少女が気乗りしないように返事を保留している最中に、遠く、恐らく舞台の方から声が聞こえてくる。「ぼぇー」とか叫さけんでいるようだ。あの声は、鶴つる舞まい祐ゆう太た郎ろうだな。

　それを聞いた途端、少女が敏感に、触角でも反応させるように顔をあげて振り向く。出入り口に身体からだが向いたまま、手のひらを俺にかざして、ゆるゆると首を振る。

「残念ですが多忙なので」

「あーそう」

　舞台に向かうつもりらしい。俺もそこについていくというのは考えたが、嫌いやな予感がそれを選ぶ手を留とどまらせていた。そんな目立つことをして、あいつらに居場所を教えるようなものだ。

「でもこれは差し上げます」

　そう言って少女が銃じゆうを無造作に放ってきた。受け取ることに失敗して床に落とす。落ちた衝撃で弾たま、いや杭くいのようなものが飛び出さないかと身体が引けたが、無事だったようだ。

　恐る恐る、及び腰で拾う。銃はやはり、普通のものより少し変わっている。電動ドリルを足したような形だ。それと手にとって気づいたが、随分とくたびれている。長い年月を経て劣化したという印象だ。愛用品だろうか。それなら簡単に譲らないと思うのだが。

「なんでこんなもの持っているんだ？」

　所有していることと携帯していることの両方を問う。少女は、涼やかに首を傾かしげる。

「わたくしにも分かりません」

　笑え顔がおを形作り、目を塞ふさぐ。

「強しいて言えばお導きによる顕現としか」

　宗教くさい物言いで説明されてもさっぱり分からない。シラサギの与よ太た話みたいだ。

「もっと分かりやすく言うと、きみは引力を」

「信じているとも。話を戻すけど、これは返すよ」

　銃を突き返す。自分に銃口を向けるのは怖いので、斜めを向けて差し出した。

「あらら？」

　可か憐れんな少女が笑え顔がおの目を開く。うわ、やっぱり笑ってねぇ。

「俺には撃うつ覚悟がない。持っていても相手を刺激するだけになる」

　無抵抗とか潔いさぎよいものではなく、臆病者が自己保身のために武器を遠ざけるにすぎない。

　少女はしばらく俺を見下ろし、口もとを穏やかに緩める。

　その口の動いた隙すき間まからちろりと覗のぞく赤いものが、舌なめずりしたように見えた。

「そうですか」

　少女が俺の手から銃じゆうを受け取って、なにか弄いじり始める。見ていると、頭の横側が凍り出す。

　嫌いやな予感だった。今まで散々に傷ついてきたからこそのシグナルが見えてくる。

　しかし俺が逃げるより早く笑え顔がおのまま銃の先端を向けて、ひぇと悲鳴をあげる前に肩を押された。正確には押されたのではなく撃うち抜かれたのだと、数秒経ってから理解する。

　肩より少し下、右腕の外側から迸ほとばしった。血だけでなく、肉まで。いつの間にか俺は背中から倒れて、右腕を押さえながら叫さけぶ。目の前がちかちかと点滅を繰り返していた。

　ぱしゅ、ぱしゅと赤い花が腕に咲いているのを見て、冷や汗が噴き出る。掠かすめただけとはいえ、肉が軽くえぐれた。一気に痛みが押し寄せて、ひぃぃ、と涙がにじむ。転がり、痛い、痛い、と額ひたいを床に押しつけながら右腕を抱く。なんなんだ。なんで、撃たれる？

　だめだこいつもやっぱり頭おかしかった。

　少女が俺の目の前で屈かがむ。そして、持っていた銃を構える。

　怯おびえる暇もなく、反射的にその先端に目が集つどう。少女はそれを見て、微笑ほほえみ。

　そして、銃を押しつけてきた。撃つのではなく、俺の手に。

　なにを考えているんだこいつは。

　強引に持たせたそれごと俺の手を強く握ってくる。握り潰つぶすように力を込めて、無理に銃を構えさせる。その銃が少女の眉み間けんの高さまで上がった。つまり少女は、自分を狙ねらい定めたのだ。

　どうして俺が出会うやつはこんな手合いばかりなんだ。

「さぁ撃たなければ死にますよ、さぁさぁ」

　気が触れたようにはやし立ててくる。右腕の痛みに歯を食いしばりながら反論する。

「撃っても、死ぬじゃないか」

「本望です。わたくし、人の信念を台無しにすることが趣味ですから」

　趣味に命をかけてるんじゃ、ねぇよ。

　銃と腕が震える。よりによって右腕を持ち上げさせないでくれ。

　痛みに分断されて思考が纏まとまりづらい。溺おぼれるように口が開いては閉じ、窮きゆう屈くつだ。

　だけど、どうすればいいという迷いはない。

　無理なものは、無理なのだから。

「撃てない。さっきも言ったが、無理だ」

「撃たなければ死ぬとしてもですか？」

　銃口を向けられている方が俺を脅おどす。おかしな構図に、だらしない笑えみが浮かぶ。

「人殺しじゃないからな、俺は」

　撃っていいのはなんとやら、撃たれる覚悟のなんとやら。そんなもん、あるかよ。

　俺はハードボイルドでもなければ探偵でもない。優しくもない、タフでもない。

　生きる資格がないぜ。

　しかも世の中辛つらいのは、撃うつ覚悟がなかったとしても撃たれることは往々にしてあることだ。

　今このときのように。

「死ぬのが怖くないとでも？」

「怖いに決まっているだろう！　だから殺せないんだ！」

　当たり前のことを聞かれて、つい声を荒げる。本当は泣き叫さけびたいのを我が慢まんしているのに嫌いやな女だな。少女が銃じゆう口こうを睨にらみながら、歯を見せる。愉ゆ快かいそうに、笑い出した。

「ヘタレ、ですのね」

「そのとおりだけど、文句あるか」

「ありますとも。でも正直に答えたあなたには、やはりこれを差し上げます」

　無理に握っていた手を下ろしてくる。しかし、銃は譲ゆずると柔らかく言い張ってきた。

　俺がなにか言い出す前に、少女が諭さとすように語りかけてくる。

「選択肢を自分から狭せばめなくてもいいでしょう、生きたいなら取っておきなさい」

　そう言って、今度は優しく手を握ってきた。硬軟の差だけなのに、受けるものは大違いだ。

　こちらもつい、そうかもなぁと思いかけてしまう。……美少女はとかく卑ひ怯きようだ。

「撃てなくても、これはあなたが持っているべきです」

「……分かったよ。活用すれば、いいんだろ」

　できるとは思いがたいが。いきなり首を絞しめるやつがこんなものに臆してくれるかね。

　しかし拒否するとまた撃ち抜かれそうなので、もう意地を張るのは諦あきらめた。

　確かに撃てなくても、見せる道具にはなるか。相手を刺激するとかそういう段階で捉とらえていた俺の認識が甘かったことは否いなめない。どっちみち、俺を殺すために来たとしか思えないし。

　それならばこういう小道具ぐらいは受け取っておいてもいいか。……となると。

　撃たれたのは意地を張ったせいということか？　……なんだか、なぁ。

　立ち上がって衣服の乱れを直した少女が、手を差し伸べてくる。気取ったやつだなぁ。

「お名前を聞いておきましょう」

「五十川いかがわ石と竜か子げ」

　正直に名乗ると、少女が眉まゆをひそめる。

「あなたが？」

「どういう『が』？」

　尋たずねても少女は答えず、品定めの視線で俺を値ね踏ぶみする。

　……そういえば以前、ミミズの爺じいさんが俺は有名人だと言っていたな。

　カワセミを倒したことで名が知れていると。思い当たる節がそれしかない。

「わたくしは、こういう者です」

　少女が袖に手を突っ込み、たもとから名刺を取り出す。受け取った名刺には『乙おと姫ひめ』と書かれている。おとひめさんね。名前しかないが、芸名か筆名か。動物の名前じゃないことに安心してしまう。でも俺の名前に反応したことから、そういう方面の人であることは間違いない。

　この人から危害を加えられるのは乗り切ったが、それならば次にすべきことは。

「そうだ、電話……こんなときこそ、だ」

　通話履歴からあの電話番号を選び、かける。早く出ろと楽屋の扉を見ながら焦あせる。

　いつ危険が飛び込んでくるかなんて、だれも保証してくれないのだ。

『はいはーい、どちらさん？』

　暢のん気きな声が出迎えた。たつのあさかの声だ。

「俺だ。トカゲ、五十川いかがわ石と竜か子げ」

『あん？　あーはいはい、キョーソ様。なんか用かな？』

「十五分以内にトンボを派遣してくれ。大至急で頼む、マジで死にそう」

　たつのあさかの脳天気な調子に憤り、早口になる。他ひ人と事ごとでももう少しまじめになってくれ。

『ふんふん。場所は？』

「場所？　場所は……公共施設のホール……そう。で、俺がいるのは……」

　冷静になれ。この状況で動くか、留とどまるか。どちらがより安全か、ちゃんと判断するんだ。

　動いてホールの外に脱出するか？　いや、できるはずがない。このホールは極端に広くもなく、また廊下が数本絡からみ合うような構成でもない。あの二人組と鉢合わせず脱出できると考えるのは楽観にもほどがある。大体、一人で出られるならこんな電話必要ないだろう。

　遭難したとき、動くか動かないか。動きたくなるのが、恐怖にさらされた心理の当然の行方ゆくえだ。そこで耐えるから生き残るとは限らない。だが、耐えるというのも選択であるということを忘れてはいけない。なにもしないわけじゃなく、恐怖と戦っているのだ。

「ホール内一階、七番の数字が振られた楽屋にいる。そこを目指してくれ」

　だから俺は、ここから動かないことを決める。

『七番ね。なーなーばーん。はいメモしましたよっと。こいつを渡しておけばいーんすね』

「時間厳守で頼む。切実に。というか、来られるのか、近いのか？」

『大丈夫かぁ？　おぅおぅ、大丈夫らしいです。じゃ、がんばって』

　終始一貫して軽い言葉しか返ってこないまま、通話が切れる。

「……心臓が、痛い」

　不安だ。来てくれるのか、信じていいのか。いやもう信じて待つしかない。

　そして、『トンボ』の力が状況を打開するに足ると期待するほかなかった。

　巣す鴨がもに連絡をつけるのも考えたが、危険にあいつを呼び込むのも、なんだかな。

　来てくれないし、多分。

　それより十五分、ここでどう凌しのぐ。どこかに隠れたいところだが、そんな場所あるだろうか。

　化粧台の下は無理があるだろう。子供の隠れんぼでもアホ呼ばわりされかねない。

「ここなんてどうでしょう」

　乙おと姫ひめさんがソファを持ち上げる。そして手招きしてきた。

「はい？」

「こうして、こう」

　ソファをひっくり返す。それからジュラルミンケースを開けて、中に手を突っ込む。

「ほい！　……あらあら外れ」

　取り出したのは懐中電灯だった。古いというか塗装が煤けている。それを放り捨てて、また手を入れる。

　……中を見て確認すればいいのに。なんか、妙みようだな。違和感がある行動だ。

「ほほい！　お、これは大当たり」

　掲げたのはごついナイフだった。肉厚で、少女の小さな手が握るとより巨大に見えた。部位や刃が歪んでいるように見える。経年変化、というやつだろうか。そのナイフでソファの下側を切っていく。輪りん郭かくに沿うようにナイフを一周させて、下の革かわを切り取ってから、その中を指差して微笑ほほえむ。え、なに？

「ソファの中に隠れるんですよ、ほら早く」

「え、はぁ、ええ……これ、さぁ……」

　促うながされるままに近寄り、他にパッと思いつくような名案もないことを確かめてから、床に寝転ぶ。切られたソファは中が空洞になっていて、なるほど寝転べば隠れられないこともない。

　上から蓋ふたをされる寸前、使ったナイフを「はいどうぞ」と押しつけられた。

「え、これあんたのじゃないのか？」

「贈り物です」

　意味が分からん。ソファによって光を見失う中、気になっていた点を問う。

「この隠れ方、漫画で見たことあるんですけど」

「効果的だったでしょう？」

「そうですけどね」

　漫画と現実を同一視するのはどうなんだろう。過去の俺を省かえりみれば、人生が誤ったバラ色になること請うけ合いだ。咲きもしないバラを後生大事に抱かかえて、茨いばらで腕が傷つくばかりだ。

　重傷になると、その傷つくことさえも格かつ好こうよいと感じてしまう。……全部、俺のことだ。

　思い出しただけで死にたくなる。その恥はじからも逃げるように、暗くら闇やみに埋まい没ぼつした。
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　二階の客席から廊下に出ると、当然ながら猪い狩かり友ゆ梨り乃のの姿はなかった。扉のレリーフに寄りかかりながら、左右を見る。どちらに行ったのか、それとも一階へ下りたのか。

　少し考えて、二階の廊下には客席への扉ぐらいしかないことに気づく。入ってきていたら見えているはずで、そうでないなら一階へ下りるしかない。冷静になればこの会場内に留とどまっている理由もないのだから、出入り口へ向かうために下りるに決まっている。

　そこまで、嚙かみ砕くだいて消化するようにゆっくりと考えてしまう。鈍どん重じゆうな頭が出した結論を精気のない目で受け取り、ナメクジが動く。下へ向かうことにした。緩かん慢まんに足を動かして、早歩きですらない。慌あわてなくても大丈夫だろう、という予想に基づいて怠たい惰だを許していた。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のは心が読める。それはつまり、危険が迫せまるのを察知できるということ。

　すぐには捕まらないだろうと踏ふんでいた。もっとも二人がかりで襲いかかられて距離を詰められたら、対処の仕様はないと思う。けれどそもそも猪狩友梨乃が狙ねらわれているわけではないのだから、多分、大丈夫だろう。自分がそこまで心配するのもおかしな話だ、と延々、納得するための思考を繰り返す。それはナメクジが何事もなく階段を降りて一階の廊下に出て、出入り口とは反対、会場の奥へ続く方角に向くまで続いた。猪狩友梨乃が会場内の人間の思考を読んでいるのなら、出入り口へ向かう愚ぐ行こうは犯さない、という判断でそちらへ向かうことに決めた。

　そうして身体からだごと廊下の奥に向いたところで、そちら側からやってきた人影に出で会くわす。

　その人影は小柄な少女のもので、浴衣ゆかたの袖を蝶ちようの羽のように振り回していた。

「あなたは先程の物ぶつ騒そうな方じゃありませんか」

　少女から先に声をかける。お前も十分物騒だろう、とナメクジが口の中だけで答える。

「ん……隻せき腕わんの、女……あなたひょっとして、『ナメクジ』？」

　少女が目を細めて、相手の素性を問う。しかしその目は右腕でなく、廊下の壁や天井を細かく観察するように動いていた。ナメクジはそこまで気づくことはなく、名を呼ばれたことに反応する。

「だったら？　サインでも欲しいの？」

「いーえいーえ」と少女が大げさに手を振る。上品な笑え顔がおの奥から、『いるかこの野郎』と言いたげな荒々しいものが見え隠れしていた。少女は早口になり、話を続けた。

「ですが、あなた様のご高名は聞き及んでいますわ。だから、」

　思わせぶりにくぎる。そして少女がにっこりと。

　ナメクジの、頭の上を指差した。

「それの相手は、あなたにお任せしてよろしいですね？」

　ナメクジが上を向きながら急速に振り向く。直後、天井から落下してきた巨体がナメクジにのしかかろうとしてきた。反応はしても上空からの攻撃に対応できず、なにもできないままその体当たりを受け止める形となる。幸いだったのはナメクジの体重が軽いうえに重心も通常と異なっていたため、追突の衝撃で転倒しながら吹っ飛んでしまったことだった。ナメクジは壁に打ちつけられるも飛びかかってきた女に拘束されることはなく、距離を取ることができた。結果、女の不意打ちは失敗ということになる。

　そのやり取りの最中、二人の横をすり抜けて「にょーほほほほ」と叫さけぶ少女が全速力で逃亡する。すぐにそちらへの注意を切り捨てて巨体の女、クモに警戒を払う。落下したクモは床に膝ひざと片手をついたまま、指をわきわきと動かしている。その腕はホールで人間を食い散らかしていたバッタ同様、人間の体液や肉片で汚れていた。与えられた名前と裏腹にその巨体が膝をつく姿は、獰どう猛もうな獣が獲物を睨にらんで対たい峙じしているように感じられる。

　いきなり襲いかかるような相手である。到底話が通じないと踏ふんで、ナメクジは左腕を突き出すように構える。しかし、その構える姿にはなにかが欠けていた。

　ナメクジは自分のことにもかかわらず最初、その違和感の正体に気づけない。

　向き合っている、敵であるはずのクモも不可解なように固まっている。

　ややあってからナメクジは、突き出して握りしめているものが拳こぶしだけであることに気づく。

「は？」

　構えた先、左手のひらから。ナイフが、消失していた。

　そんなバカな。

　血の気が引き、目を剝むく。動どう揺ようを隠しきれなかった。
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　まさか注意散漫に歩いてきて落としたのか、と床を見下ろす。いやいくらいい加減でもさすがに商売道具を落とせば気づく。気づくと思いたい。でも現実、手の中からなくなっていた。

　今の襲撃で女に奪うばわれた様子もない。女はあくまで手ぶらで、ナメクジに迫せまる。

　滑り落ちたのでも、力ちから尽ずくで奪われたのでもない。消え去った、という表現が相応ふさわしかった。

　ナメクジの目が泳ぎ、引いた血の気は一向に戻ろうとしない。

　その手品の種がなんであれ、エライことになってしまった。

　殺し合いの最中に無む駄だ話などすることはないナメクジも、思わず、『タイム！』と叫さけびたい心境だった。実際、頭の中では『タイム、ターイム！』と虚むなしく叫び続けている。

　これは殺されるだろう。ナメクジがなぜか他ひ人と事ごとのように事態を分析する。クモは遠えん慮りよなく早歩きでナメクジとの距離を詰めて、明らかに殺しにかかっている。ナメクジは後ずさるが、大した時間も稼げない内に、クモの手が届く距離まで近づかれてしまう。

　今のナメクジの武器はたった一つしかなかった。透明な右腕である。躊ちゆう躇ちよする暇もなく、ナメクジは咄とつ嗟さに通常程度の長さにまで右腕を『生はやした』。その腕で、クモがナメクジの顔面へと伸ばしてきた右腕を弾はじく。静電気に飛び退のくように、クモの腕が弾かれる。事情を知らない当人からすれば、そういう現象にしか見えなかったのだろう。クモの目が謎なぞに踊らされる。その隙すきを縫って、ナメクジが大きく踏ふみ込んだ。斜め後方に回り込んで膝ひざの裏に蹴けりを叩たたき込み、頭髪を摑つかんで床に叩きつけた後は馬乗りになって鼻を潰つぶそうという試みだった。狙ねらうのは女の右半身。銃じゆうでその右腕を撃ち抜かれたのを見ていたが故ゆえに、意識せずともそちらに動いた。

　しかし背中側に回った直後、ナメクジが足をあげるのと同時に目の前は暗雲に覆われた。ぐるんと、視界が定まらなくなる。痛みを感じるより先に混乱が生じた。

　クモはまだナメクジに背を向けたままだ。振り向くことなく、迎撃した。

　脇わきの下から生えた『腕』の肘ひじが暴れて、ナメクジの額ひたいを突き飛ばしたのだ。完全な不意打ちで、引くこともできずに直撃した。鈍にぶい音と真っ暗な火花が頭の中で散る。脳が揺ゆさぶられて頭ず蓋がい骨こつと衝突したようによろめいた。ナメクジは朦もう朧ろうとする中で、その異形を目に映す。

　クモの胴体からは本来の腕を含めて左右三本ずつ、計六本の腕が生えている。

　ナメクジも最初は呆ぼう然ぜんとしたが、やがて受け入れて額から手を離す。

　それは、超能力とはベクトルを異にする異能。

　化け物だった。

「うぉぉおおおおお！　なんだこりゃああああ！　そしてあんたはだれだぁぁぁぁぁ……！」

　えらく騒そう々ぞうしい声が、会場の出入り口の方から聞こえてくる。声の主は、あの赤い髪の男か。

　ナメクジは目をクモから離さないまま、そう判断する。恐らく出入り口付近での騒さわぎの目撃者は、目の前の女とあの小柄な男に皆殺しにされているだろう。今のはその惨さん状じようを目まの当たりにした叫び声だ、と推測した。そしてあんたと言っていることからもう一人いるようだがそれは恐らく、今し方走っていった着物の女だろう。一体なにが起きているのか、見当もつかないが。

　それより目の前だ、とナメクジが右腕の使用を決意する。気合いを入れるかのように袖をまくり上げて、直後、襲い来るクモに向けて右腕を突き出した。伸びろと念じると、額の奥で血の塊が弾けるような痛みが走った。それに堪こらえて、踏ん張り、伸ばし続ける。

　腕が何本あっても、長さが変わっているわけではない。

　それならば、とナメクジが散漫な意識を束たばねて、狙ねらいを定める。

　腕を生はやせる化け物はここにもいるぞ、と。

　右腕はクモの腕の間をすり抜けて、クモの腕がナメクジに迫せまるより先にその顎あごを殴なぐり抜いた。クモの顔が派手に傾かたむく。そしてクモの膝ひざが連鎖的に折れた。

　膝をつく、クモの目が回る。大した痛みは感じていないようだが身体からだが言うことを聞かずに、それを不思議がっているようだった。辛かろうじて動く腕で、左腕を撫なでている。そこはナメクジの右腕と交差し、接触した箇所だった。なにがあったのかと訝いぶかしむように撫でている。

　その隙すきを見逃さない。躊躇ためらいなく、ナメクジは逃亡を図った。

　走り出すと、額ひたいが割れるように痛む。それでも腕を切る痛みよりはマシだった。

　伸ばして戻しようもなく、処理もできない右腕を床に引きずる感覚に歯は軋ぎしりする。

　右腕を全力で酷こく使しすれば或あるいは、この場で一気に仕留められたかもしれない。しかし今のナメクジにそこまでの覚悟はない。第一、こいつと殺し合いをすることが本懐ではなかった。

　クモは顎を押さえたまま、その場から動こうとしない。足ではなく口を動かして、ぶつぶつと反はん芻すうしている。既にナメクジの方は見向きもしていない。口は、繰り返し語っている。

　殺すのは、トカゲ。トカゲ。トカゲ。

　クモなりに興奮を落ち着かせて、本来の目的を思い出そうとしているようだった。

　ナメクジは振り返ることもなく廊下を走り、角を曲がり、奥の楽屋に飛び込んだ。
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「そういえば、あなたのお友達のことなんだけど」

　お見舞いセットのバナナをぱくつきながら、シラサギが成なる実みに話しかける。

「トカゲくんって言うのよね。ご両親が私の主催する会の参加者とか……」

　白々しく尋たずねると、成実が律りち儀ぎに頭を縦に振る。石と竜か子げの話は成実との間でよく話題に上がり、一度話をしてみたいと言ってあった。一いつ緒しよにお話を聞けば偏見もなくなってくれるのではないか、と大おお噓うそを交えて希望を伝えてある。その勧誘の輪の広がりを近くで感じるのは久しぶりで、シラサギとしては懐なつかしい手応えを喜んでいる部分もあった。

　食べ終えたバナナの皮を畳んで、ゴミ箱に放る。既にゴミ箱の中にはリンゴとバナナの皮、それにイチゴの詰め合わせの袋が捨てられている。次にシラサギが取るのはキウイだった。

『本当に野菜と果物しか食べないんですね』

「私の血を純粋に保つためなのよ」

　言いながら、そんな設定だったかなとシラサギが内心で首を傾かしげる。

「おっと、電話。ごめんね」

　成実にキウイとスプーンを預けて、シラサギが足早に部屋を出る。実は電話などかかっていない。自分からかけたいので理由をつけて個室を出たにすぎない。廊下では、巣す鴨がもが白ヤギの浴衣ゆかたのたもとを摘つまんで振り回し、遊んでいた。白ヤギは目を瞑つむったまま、巣鴨の頭を鷲わし摑づかみにしているがされている本人は意に介していないようだ。

「あ、終わったの？」

　白ヤギが身体からだと首を回して、巣鴨を振り向かせる。

「まだよ。でも、もうすぐ出るから早めに車に戻っておいてね」

「はいはーい」

　巣鴨が自力でまた戻る。そして同じ遊びを再開する。よほど暇なのだろう。

　それを横目で見ながら、シラサギが電話先を選ぶ。耳に当てると、すぐに相手が出た。

「はーい私。そう調べ物。カス野郎が今どこにいるか調べておいて」

　手短に命令した後、すぐに電話を切る。電源を切ってから、部屋に戻った。

「お待たせ」

『待ってないです』

　成実の返事に、「それもそうね」とシラサギが人当たりのよい笑え顔がおを浮かべる。

　成実と接するときは教祖とプライベートの中間を維持するよう務めていた。相手がなにを求めているか、なにが必要か。それを把は握あくした上で、シラサギは仮面を選ぶ。

　受け取ったキウイをスプーンでほじくり返しながら、シラサギが言う。

「少し急だけど。この後、よかったらお友達に会いに行ってみない？」
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　逃げ場のない場所で殺し屋に襲撃される。どこかで覚えがあると思ったら、俺の経験だった。

　フィクションの方をいくら探さぐっても心当たりが見つからないはずだ。

　あのときも大変だったな。あれ以来、俺の毎日はゲロまみれだ。

　だれか助けて。

「………………………………………」

　あのときと今はなにが違うのだろう。まだ胃液で口の中が酸っぱくない。うんまぁ、それはいいことだ。次。絶望的で命の危険に瀕ひんしているが、一いち縷るの望みはある。これは大きい。

　気分はだれとは言わないがＺ戦士の下っ端だった。早く来てくれトンボ。

　しかしトンボと危険な連中のどちらが楽屋に入ってきたか、判別する方法がない。なにか来たときの合図を決めておくべきだったか。今からでも電話で伝えておくべきか。いや、トンボは既に出発しているはず。たつのあさかを経由して連絡できないことはないだろうが、そのごたごたや不手際で到着が遅れてもらっても困る。ここは余計なことをせずに待つのが最良か。

「……じゅうご、じゅうろく……」

　長い。十五分が、ただ長い。数えていると気が遠くなりそうだった。年寄りと子供では体感時間が大きく異なるというのを聞いたことがあるが、あれは寿じゆ命みようの関係でそうなるらしい。

　今の俺が長々と感じているそれは、死に瀕ひんしているからこその産物だろうか。

　縁起でもない。俺はこんなところで死ぬような人間ではないはずだ。根拠は、勿もち論ろんない。いつだって俺の自信には理由などなかった。しかし、ないからこそ消しづらい。かもしれない。

　真っ暗くら闇やみに目が慣れてきてソファの輪りん郭かくは見えているが、それだけだ。

　なにもしないというのは辛つらいものだ。時間が経つことになんの成果も感じられない。我が慢まん強いかと聞かれればそんなはずがない典型的な現代っ子としては、まだ動き回っている方が救いがあるように感じられてしまう。あの廃ビルで巻き込まれたときは、動いて酷ひどい目に遭ったが。

　ソファの中は寒いもので、防寒対策にはまったく効果がない。その中で首回りだけが生なま温ぬるく、その温度差に何度も身震いしそうになる。けれど外でだれが見ているか分からない。寝返りも打てないまま、時間を数え続ける。あと十分か、それぐらい。時間厳守で来てくれるなら。

「……っ」

　思わず声をあげそうになって、唇くちびるを嚙かむ。

　扉の開く音がした。楽屋の扉をだれかが開けたのだ。一気に緊張して仰のけ反り、足がつりそうになる。硬直して首が痛い。そのまま物音を一切立てないように、気配を悟さとられないようにと必死に身動きしないでいると、床の絨じゆう毯たんを踏ふむ小さな音が近寄ってくる。悲鳴の泡がぽこぽこと心の水面にあがってくる。弾はじければ我が慢まんのかいもなく叫さけんでしまうことだろう。

　がたりと、暗闇が揺ゆれ動いた。だれかが、ソファを動かしたのだ。なんでソファを？

　だれかがソファに座った？　違う、何度も揺すっている。これは、蹴けっているのか？

　無ぶ遠えん慮りよにどかどか蹴り込んでいる音が側面から聞こえてくる。これは中になにかいるとか、そういう考えがないとあり得ない行動だ。頭が真っ白になる。ばれている、確実に。

　なぜ、と思うと同時にやっぱりだめか、という絶望もよぎった。

　あんな冗談半分の提案に乗った自分の浅せん慮りよを呪のろう。冷や汗で背中がずぶ濡ぬれだった。

　やがてその振動が収まる。だがこれは安あん堵どすべき変化ではないとすぐに理解する。

　ソファと床の間に隙すき間まが生じる。ソファを持ち上げようとしているのだ。

　あぁもう、これは。終わりだ。

　光が差し込む。恐怖と共に目を焼く。

　時計の針は確実に進んでいる。けれどここで止まるかもしれない。

　覚悟ではなく、現実を飲み込むようにしながら、その人影に目をこらすと。

「あ」

　ソファを持ち上げていたのは、あの女殺し屋。ナメクジだった。
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　この少年と縁のようなものがあるのだろうか。見下ろしながら、ナメクジが疑問に思う。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のを見失い、妙みような女と一ひと悶もん着ちやくあってから適当に入った楽屋で不審な点を発見して不用意に確認してみれば、隠れている石と竜か子げ少年とご対面だった。石竜子少年は寝転んだ姿勢のまま固まっている。手を中途半端に構えて、動物の服従のポーズに似ていた。目は怯おびえて竦すくんでいるが、それもやがて落ち着いていく。なぜこんなところに隠れていたんだろう。

　その右腕の真新しい傷と、首に残る痣あざを見てよく生きているものだと他ひ人と事ごとのように感心する。

「こんなところで、奇遇ですね」

「ほんとにね」

「な、」

「な？」

「なんで分かった、のでありましょうか」

　途中から声色が変わっていた。一拍遅れて、相手の職業を気にかけたようだ。

「血。流れ出てる」

　ソファの隙すき間まから垂れ流れて絨じゆう毯たんを汚す体液を指摘する。石竜子少年は右腕の包帯を押さえながら、「ちょういてぇ」と俯うつむく。ついでに身体からだを起こして、居心地悪そうに目を逸そらす。

「あいつ、すぐ気づくだろうに。教えろよ、わざとか。わざとだな、きっと」

　石竜子少年がここにいない誰かに愚ぐ痴ちる。それから顔をあげて、苦痛を浮かべたまま言った。

「運がいいのかな、これって。さきに見つけてもらえて」

「さぁ」

　上目遣いの石竜子少年の視線をはね除のけるように、顎あごを動かす。その途中、少年が握りしめているものに気づいた。見慣れない銃じゆうを携帯している。若じやつ干かん警戒したが、持ち主の人柄を踏ふまえてそれはないと判断する。三週間前の出来事を思い返した上で信じることにした。

「それ、ちょっと貸して」

　ナメクジが銃に向けて手を差し出す。石竜子少年もさすがに、無抵抗に渡す気になれない。

「大丈夫。あんたのことは撃うたない」

「……分かった」

　その言い分をどう受け取り、どう信じたのか定かではないが、石竜子少年が銃を渡す。ナメクジはそれを受け取って、右腕の根もとに添える。正面から銃口を向ける形にして、胴体まで撃ち抜かないように構える。息を吸い、注射針を刺すような暗い気持ちになって目を瞑つむる。

「なにを、」

　石と竜か子げ少年が問う声を遮さえぎるように、目を瞑つむったまま引き金を引いた。

　放たれた杭くいがナメクジの右腕をえぐり取る。爆発でもしたように、一気に痛みの塊が弾はじけ飛んだ。脳の裏側を爪つめで引っかかれるような強い刺激に、ナメクジが膝ひざをつく。銃じゆうを落として、自由になった左腕がちぎれる寸前の右腕を摑つかむ。大部分は削り取れたがまた皮一枚で繫つながっている。その残った部分を強引にひきちぎった。激痛を上回るほどの嫌けん悪お感に、ナメクジが涙をにじませる。人の目を意識して泣き喚わめくのだけは自制できた。へたり込み、静かに泣く。

「よし……なんとか、痛い、くそ、痛いな……」

　床に転がる透明な右腕を踏ふみながら、ナメクジが耐える。

　石竜子少年からすれば、わけの分からない一人芝居をしているようにしか見えない。

　それから少しの間を置き、ナメクジが落ち着いた後、石竜子少年が話しかける。

「捜さがし人から来るとは。ここに巣す鴨がもはいないんだけどな」

　石竜子少年が敢あえて巣鴨の名を口にする。ここにいないと言っておかないと尋じん問もんされかねないという危き惧ぐがあったのだろう。ナメクジは巣鴨という名前には反応を見せず、目を細める。

「捜し人って、私？」

「あんたのお友達に、捜してほしいって頼まれていた」

　それを説明する石竜子少年の顔は曇くもっている。ナメクジもまた、表情は芳かんばしくない。

「そのお友達はどこ？」

「知らん。大体、あんたについていったように見えたがね」

　ナメクジが口をつぐむ。そのとおりだった。しかしそれを認めるのはなにか引っかかるものがあり、ナメクジは噓うそを吐つく。

「追いかけてきたみたいだけど会わなかった。だから、捜してる」

「あぁ、そうなの……」

　呻うめき声と混じっているので声色がくみ取りづらいが、発言を疑っているようだった。

　ナメクジからしてみればそれを信用させる必要はないし、面白い話でもない。

　銃を放り投げて石竜子少年に返した後、早々に切り上げて次の場所へ向かうことにした。

「ここにはいないと。じゃあ」

　他に用事もないので出ていこうとする。と、石竜子少年に呼び止められた。

　正確にはどたどたと四つん這ばいで近づいてきた石竜子少年に足首を摑まれた。

　蹴けって振りほどくほど急いでいるのだろうか、という疑問からナメクジが立ち止まる。

「ちょっと待った。あんたに、あぁいや、あなたに頼みたいことがある」

　内容は聞く前に大方予想がついたものの、ナメクジが振り向いて見下ろす。

「なに？」

「迎えが来るまで、一いつ緒しよに行動してくれないか」

　負傷して、見るからに無力な少年の依頼は想像のとおりだった。

　ナイフをなくしたことでも説明しようかと考えたが、面倒になって断るだけに留とどめる。

「他にやることがあるから」

　石と竜か子げ少年からの懇こん願がんと、ついでに腕をあっさりと蹴けって、ナメクジが部屋から出ていこうとする。その背中を、少年が恩義をちらつかせて振り向かせようとする。

「あんたには貸しがあるはずだ」

「なんのこと？」

　ナメクジは立ち止まらない。

「包帯。傷、首、指、駐車場の裏」

　石竜子少年が意地悪ぶるように、断片的な単語を重ねる。

　ナメクジはそうした言い回しや態度に、シラサギに似たものを見た。

「さぁ思い出したな、分かる、分かるぞあんたの心の内ぐらい」

　挑発されて、ナメクジが振り返る。歩み寄って、その鼻を強く摘つまんだ。

　少年の目が激しく波打つ。右手に握った銃じゆうを構えることまで思考が回っていなかった。

「調子に乗るなよ。貸しがあっても無視して殺すぐらい、人でなしなら平気でやれる」

　石竜子少年の喉のどになにか迫せり上がるように、頰ほほや顎あごの付近が膨ふくらむ。それを必死に飲み込むようにしてから、怯おびえた目でナメクジと見つめ合った。ナメクジは淡たん々たんと、早口で注意する。

「年上に舐なめた口を利くなよ、中学生」

「ずいませんでした」

　少年が両手をあげて素直に鼻声で謝る。その動きで右腕が痛むのか、目をしかめた。

「……急いでいるの。それじゃあ」

　急せき立てられるようにナメクジが立つ。石竜子少年から離れる際は早歩きになっていた。

　振り向かずに楽屋から出た後、ナメクジが扉を閉じるついでに寄りかかりながら息を吐はく。

「借りは返してやるよ、ごじゅうかわくん」

　顔は上に向きながら、目だけが横に動く。

　ホールとの出入り口から醜しゆう悪あくな香りと共に姿を見せた男、『バッタ』を、気け怠だるげに見み据すえた。
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　巣す鴨がもが跳はねている。びょんびょん飛び跳ねている。白ヤギが前髪を搔かき上げながら尋たずねる。

「楽しいですか？」

「あんまり」

　巣鴨が落ち着く。車の方に行けとシラサギに言われていたが、まだ廊下に居座っていた。

「なんか話して。面白い話ね」

　白ヤギが無茶ぶりをされる。巣鴨の要求としてはまだ優しい方ではあったが。

「そういえば、あの右目の検査結果はどうでしたか」

　辰たつ野の浅あさ香かに預けた、五十川いかがわ石と竜か子げの右目。調べて欲しいと預けて、既に返却されたはずだ。

　同じ超能力者として、多少の関心はあった。その出所や在あり方への疑問を持つ故ゆえに。

「あーあれ？　普通の目だって。変なとことかなんにもないって言われちゃった」

「そうですか」

　まぁそれはそうか、と期待にそぐわない結果ではあったが納得もする。

　自分を解体しても超能力袋とか、そういった器官は発見されないだろう。しかしそれならば超能力はいかなる理屈で発現し、超常現象を引き起こすのか。白ヤギは瞑つむった目の奥で、大抵はそんなことを考えている。巣す鴨がもについて回る役目を負わされて振り回されている間、無表情に務めていると自然、そうした思考に行き着くのであった。

「トイレ行ってこよ。あ、ジュース買ってきて」

　また飛び跳はねかけた巣鴨が中断して、廊下の奥にあるトイレへと歩いていく。
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　その後ろ姿を眺ながめて頭を搔かきながら、「なぜなのだろう」と白ヤギがぼやく。

　親ばかパパしかり、石竜子少年しかり。

　なぜ男は、ああいう少女に弱いのだろう。
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　固執とは愚おろか者の業なのか、それとも強い意志のなせるものなのか。

　あんなにあっさり見つかったにもかかわらず、俺は再びソファの中に隠れていた。一つの方法にこだわって失敗するやつは世の中にいっぱいいるが、俺もその一人になるのだろうか。

　しかし他にどうしろというのだ。ナメクジが出ていった直後、楽屋の外で騒さわぎが始まり、それを聞いただけで腰が抜けそうになった。あの二人組のどちらかがやってきたのだろう。外を確認する勇気もないので詳しよう細さいは把握できていないが、とにかく隠れるしかなかった。

　あの女が偶然外に出て遭遇したのか、それとも気配を察して出てくれたのかは定かじゃない。あまり長々と話したわけではないが、聞いたところで素直に答える性格とは思いがたかった。だから事実として受け止めるべきなのは、あの女のお陰で危機がほんの少し遠ざかったということ。

　その一点だ。しかし安楽的に構えている余裕はまったくない。頭の中で無情に、一定にしか針を動かさない時計が恨うらめしい。この十五分で俺の命は何度、死地をさまようのだろう。

　心臓に悪いなんてものじゃない。ストレスだけで窒ちつ息そくしそうだった。

「………………………………………」

　あいつらは、俺の首を絞しめたやつは、恨みなんか持っていないだろう。

　あれが殺し屋だとして、殺してやるとだれかが念じる。そして行動に移す。それだけの恨みを買うようなことを俺はしたのだろうか。心当たりを探さぐる。まだ本格的に宗教活動を開始しているとは言いがたい。関かかわる人数も規模も慎つつましく、特定することは不可能ではなかった。

　まず思い当たるのは倉くら科しな康こう一いちに関連した人物……家族？　確証はないが、そのあたりだろう。あれは傍はたから見れば俺が殺したようなものだからな。いくら本人が人を満足に殴なぐることもできない臆病者であっても、そんなこと周りには知ったことじゃない。ここにきて、実感する。

　俺は、命を狙ねらわれることをやっているのだ。

　だれかの人生の邪じや魔まをしている。だから疎うとまれ、排除される。

　面識もなさそうなそいつにとって、俺は正しくないわけだ。悪なんだ。

　シラサギなど俺の比ではないだろう。こんな平凡な中学生にまで恨まれるぐらいだぞ。

　なんでやつは、震えないで立っていられる？

　あそこまで、あんな力しかないのに傲ごう慢まんでいられる？

　やつと俺は似て非なるもの。人の上に立つ才能で大きく差があるとでもいうのか。

　そんなはずはない。ないはずだ、この目が俺にある以上は。

　廊下での騒ぎが落ち着いて少しの間を置き、まただれかが扉を開けたようだった。

　胃が引き締まって、胃液で喉のどが詰まる。身体からだの内側から溺おぼれそうになった。

　今度はだれだ。ナメクジが入ってきた？　いやそれはないだろう。もう用事なんかないはずだ。俺が狙ねらわれていることは知っているはずだから、わざわざ近くになんて寄ってこないだろう。となれば、俺に用事があるやつ。俺を探しているやつ。それはつまり、あいつら、なのか？

　しかも足音から判断するに、一直線にこちらへ向かってきている。なんでだ？　血で汚れた絨じゆう毯たんを隠すようにソファを置き直して、傷も包帯で塞ふさいでいるのに。なぜ、分かる？

　分かるはずない。はずがないんだ。俺は根拠がないのにいつもそう願っている。

　その願いに何度裏切られても、反省さえしない。
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　バッタはナメクジの顔をよく覚えているようだった。目があった瞬しゆん間かん、無表情のままその目玉をぐりぐり、嬉うれしそうに回す。頭の後ろにレバーがあって、他人が操作しているような独立した動き方だ。ナメクジにつけられた腕の切り傷は、他の汚れと混ざって判別できなくなっていた。

　ずかずかと早足で距離を詰めてくるバッタは、しかしナメクジの方を向いていない。ナメクジはその目線の先を読み取る。視線と鼻の行く先から、この楽屋より更に奥の部屋へ行きたがっているようだった。考えてみればバッタと対たい峙じして殴なぐり合う理由などない。七番の楽屋に用がないというなら、このまま行かせてしまっても構わない。ただし、相手がそれぐらいの分別をつけられるなら。ナメクジは扉に寄りかかったまま、素通りしてくれるよう願って動かない。

　しかしバッタはナメクジに向かって一直線だった。左右の足で床を蹴けるような、奇き妙みような歩き方だ。ある程度まで近寄ると途端、その足が床を跳はねる。バッタの右足が上がり、ナメクジの顔面に向けて加速する。ナメクジは咄とつ嗟さに背中を滑らせるように屈かがんで避よける。直後、頭の上で音が爆発した。

　荘そう厳ごんで豊ほう穣じよう、静せい謐ひつな音楽の奏でられるであろうコンサートホールの廊下にまるで似つかわしくない、歪ゆがんだ音色が弾はじける。楽屋の扉を派手に蹴り飛ばしたバッタが、掲げている足をそのままナメクジに振り下ろす。扉を削るように滑り落ちてきた足を見上げながら、ナメクジの足も動く。バッタの軸足の足首を思い切り蹴り飛ばした。バッタは扉にくっつけていた右足を中心に浮き上がるような姿勢で体勢を崩す。バランスを崩したバッタはそのまま、腕を広げてナメクジにのしかかる。小柄とはいえ覆い被さられると押しのけることも難しい。顔をあげたバッタがナメクジの首筋に嚙かみつこうと歯を立てたところで、止めに入ったのは、先程の大女。クモだった。奇声をあげてバッタを制する。バッタは背中を震わせながら静止する。振り向いて、感情を窺うかがわせない顔のままクモを睨にらむ。駆かけてきたクモはナメクジの『右腕』に警戒の目線を向けつつも、短い言葉でバッタに話しかける。

「仕事。これは違う」

「違うならすぐでもいい」

「いいいくない。先にあっち」

　独特の言語を用いる会話に、ナメクジが困惑する。ついでにバッタの側そばからさりげなく離れた。バッタとクモはしばらく睨にらみ合っていたが、やがてどちらとも視線を外す。バッタは不満がめいっぱいありそうだったが、ここはクモに従うことにしたらしい。

　二人は別のなにかに反応するように走り去ってしまう。出入り口の方に向かったようだ。出入り口といえば先程の叫さけび声。なにを見たか、ナメクジには察しがついていた。二人組がすぐに追ってこなかったところから察するに、あの近くにあった『豊富な資源』を活用して壁の一つは作っているだろう。それはきっとおぞましいものである。肉壁、とでも表現すればよいのか。

　それの破壊を試みようとする者がいれば、そちらの始末を優先するのだろう。

　女の方は多少の分別があるんだな、と妙みようなところに感心していた。

　さっきは問答無用に襲われたことも、ナメクジは半ば忘れている。

　首の嚙かまれた箇所を拭ぬぐいながら、奥の部屋に目をやる。七番の楽屋と同様の扉があり、八番と数字が振ってあるから、同じような作りの控え室だろう。まさかそちらのソファにもだれかが隠れていたりするのだろうか。全部の楽屋にそんなのがいるところを想像する。

　それではまるで墓のようだ。

「まさかね」

　石と竜か子げ少年の件も含めて、ナメクジが一笑に付する。大体、隠れていてどうするのだ。自分を狙ねらう連中が諦あきらめて帰ってくれるとでも期待しているのか。もっともあの石竜子という少年には助かるアテがあるのかもしれない。巣す鴨がもが助けに来る可能性もあると考えると、また心がざわつく。時し化けにでも翻ほん弄ろうされるように、ナメクジの心の水面に浮かぶものが不安定に揺ゆれる。

「出入り口で巣鴨を……違う、ここに来たのはまずあいつを……巣鴨を殺せば、それもどうでもよく……えぇと、ナイフもないし……なにをすれば、どれをすれば……ええと……なに？」

　まだ痛む額ひたいを押さえて、混乱の渦うずに目が回る。行動の優先順位がまったく立てられず、全部の物事に手足を伸ばそうとした結果、まったく身動きが取れなくなっている状態だった。

　少し離れた場所で人の声を聞いた気がして、顔をあげたナメクジが本能的に離れる。どうせここに残っている連中などろくなやつがいない。これ以上、続けて面倒事に巻き込まれるのはごめんだった。それならこんなところに来るなよ、と自じ嘲ちようを浮かべながら。

　廊下を少し歩くと扉があった。演奏用のホールへ続く扉だろう。最初に出たときとは別の扉を押して、ホール内に入る。廊下を真っ直すぐ進むと入り口に戻る。戻ってどうするというんだ。

　ホールの中は静かになっていた。そりゃあそうだろう、とナメクジが億おつ劫くうそうに顎あごをあげて舞台を見上げる。舞台の上には食べ残しと楽器類が転がっていた。食べかすから滴したたる血の臭においが蔓まん延えんして、気持ちのいいものではない。いい加減な食べ方なのは性格か、それとも時間がなかったからか。両方だろう。しかし死体に関してはなんとも、思うところがない。会場の外で人を殺してしまったことが、この騒さわぎに含まれて有う耶や無む耶やになるといいな、と思う程度だ。

　死体を眺ながめて、気が滅入ると感じなくなったのはいつだっただろう。自分は人を殺す度に表面だけそのままで、中身を次々に交換されてきたのだと感じる。そしていつだったか、顔も忘れてしまっただれかを殺してしまったとき、心も別のだれかのものになってしまったのだ。

　それならば一体、あとどれだけの人間を殺せば完全なものになれるのだろう。

　ナメクジは舞台の前を横断しようとして、どこへ行くのだと自分に問い、答えが見つからなくて立ち止まる。疲労を越えて虚脱まで感じる身体からだは、気を抜くとすぐに折れて倒れ込みそうになる。息を吸うだけでよろめいて後退する。ナイフを持っていないだけで、自分の存在はこんなに軽くなる。それを実感しながら、その口から出た感想は簡潔なものだった。

「ねむい」

　そう呟つぶやいた後、ナメクジが側そばの席に寄りかかる。

　舞台を凄せい惨さんに彩る死体を最前席で観賞しながら、足を伸ばして椅い子すに座り込んだ。
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「私はね、時々……いいえ。気づくといつも考えているの。本当にだれかを愛するとは、どういうことなんだろうって」

　本当は一度も考えたことがない。キウイの皮をゴミ箱に捨てる。

「愛って色々な形を取ることができるの。それはときに尖とがった部分があったり、へこんだところがあったり。ボールのように丸くて投げ合うことができる恋愛、思うあまりに摩ま擦さつですり減っていく、切なくも悲しい情愛。その形を知ることができないまま触れあおうとして、傷つけて、結果として憎ぞう悪おを生んでしまうこともあるの。トカゲくんと私はきっと、そういう出会いをしてしまったのね。言葉も交わせないまま、傷つけるばかり。とても、悲しいことね」

　同じことを言おうとしても二度と言えない。セールスを玄関先で追い返すような感覚で受け答えしているためだった。軽薄、その場しのぎ。シラサギにとっての褒ほめ言葉だった。

「私は、私の愛の形を知ってほしいの。だから成なる実みちゃんと一いつ緒しよに、ね。お友達に会いたいの」

　つまりどういうことなんだろうと、自分で言っていて首を傾かしげたくなった。

　しかし成実は友達の名前をあげられたことで、深く考え込んでいるようだった。

　こんなたわごとが世の中に通じてしまうことが、シラサギにとっては愉ゆ快かいであり、戒いましめなければいけないことでもあった。自分の噓うそを盲もう信しんする者にばかり囲まれていると、その噓を本当と思い込んでしまいそうになるときが往々にある。しかしシラサギはそうした誤りに迷い込むことをよしとしない。

　それを防ぐためには、心の弱っていない、真っ当な人間との触れ合いが必要だ。

　自分を疑い、否定することが真人間の証あかしである。シラサギはそう確信していた。

　故ゆえに彼女はカワセミを側そばに置く。楔くさびのようなものとして。
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　ソファが動くのを見上げていると、棺ひつぎの蓋ふたを開けられる骸むくろの気分だった。

　そんな気分になる余裕があるのは、開けた相手が比較的無害そうだったから、だろう。

　次なる来訪者は猪い狩かり友ゆ梨り乃のだった。こちらは俺に対して不思議がっている様子もない。

　一直線にやってきた理由を理解して、ホッとする。俺の心の声はさぞうるさかっただろう。

「噓うそから出た誠、というところですね」

「えぇと、なにがでしょうか」

　身体からだを起こして、座ったまま猪狩友梨乃を見上げる。「こっちの話です」とごまかされた。

「まぁ。麻ま衣いさんはこんなところに隠れませんか」

　なんか、がっかりされてしまった。この人もあっちを捜さがしているのか。

　でもその発言から、一つ分かったことがある。心の声は人を区別できないものらしい。

　みんな同じ声に聞こえる、ってことなのかな。

「あぁいえ。会うとまずいんですけど」

　猪狩友梨乃が早口で訂正めいた物言いをする。俺の心中を読み取ったというより、自分に対して言っているようだった。色々と事情があるのだろう、なにしろ相手は殺し屋だからな。

　座ったまま、さてどうしようと微び妙みような沈ちん黙もくが生まれる。この人に用事はない。しかしここまで一いつ緒しよに来たということもあり、はいさようならとソファの中に引っ込むのもどうなんだろうという気になる。かといってのんびりできる状況ではないので、必要以上に焦あせってしまう。

「ここに隠れていると……なるほど、迎えの方が来るんですね」

　猪狩友梨乃が人の考えを読み取る。ほんと、便利だな。でも本当にお迎え来るかな。

　既に二度も発見されて、尚なお隠れて大丈夫なのかと大いに疑問になってきた。三度目の正直という言葉もある。二つまでは偶然だが三つ揃そろえば必然とだれかも言っていた。じゃあどうする、そこまで疑うならこの人と一緒に逃げるか？　いや、でも俺が狙ねらわれているわけだし行動を共にするのは危険だろう。心を読む人がそれを提案しないあたり、察しろというわけだ。

「……お迎え、か」

　保育園に通っていたときを思い出す。あのときはなんの疑いもなく、母親を待っていられた。

　小学校に入学して、授業参観にも来てくれなくなったのはいつからだったかな。三者面談で、担任に母親が『こういう人』だと知られるのがたまらなく恥はずかしかった。こういう嫌いやな思い出ばかりだから、俺は過去をねつ造するようになったのかもしれない。運命の子にもなったし、人類を導く存在にもなった。俺は、自分の境遇に納得したかっただけなんだ。

　身に降りかかる不幸には前向きな意味があるのだと、思いたかった。

　……脱線した。で、どうする。普通に考えるとここに留とどまるのは危険かもしれない。

　しかしその普通というのがくせ者だった。

　常識的な判断というものに従った結果、痛い目を見たことが躊ちゆう躇ちよの原因だ。

　コイントスで、表が二回続いたら裏に賭かけたくなるか、それとも三度目の表を信じるか。

　この場合、表が出てはダメなのだが。裏は来てくれるだろうか。最初はうっかり、次は超能力。そうなれば三度目はどんな要因で発見される？　運命だったら最悪だな、泣くぞ。

　……などと色々悩むが、一人で逃げ出せないのは確実なので選べる道は一つしかない。

　トンボを愚ぐ直ちよくに信じよう。会ったこともない、電話だけの約束でも。

「そうですか。がんばってください」

　なにも話していないのに納得されてしまった。便利ではあるが、味気ない。

　さて、と。また隠れる前にナイフだけ別の場所に動かしておくことにした。

　ナイフは常に余分に携帯している包帯で刃の部分を包んでから、腰の後ろに差していた。柄つかの部分が腰に当たって痛むので位置を変えようと抜き取ると、「あ」と猪い狩かり友ゆ梨り乃のが反応する。

「それ、麻ま衣いさんのじゃないですか」

「へぇ？」

　あの女のナイフ？　ここに来たとき落とした……はずがないか。それより前にあったのだから。なんで乙おと姫ひめさんが持っていたんだ。どういう繫つながり方なんだろう。いやそもそも、あの女が自分の商売道具を手放すはずもないと思う。盗んだと考えた方が正しそうだ。

　猪狩友梨乃がナイフを見つめたまま、唇くちびるを搔かく。そして手を差し出してきた。

「よかったらそれ、譲ゆずってくれませんか？」

「いいですけど」

　脅おどし道具は二つも不要だ。あっさりと譲ると、刃に巻いた包帯を外した。中を確かめて、「やっぱりそうですね」と猪狩友梨乃が頷うなずく。これで落とし主に渡ってめでたし、でもねぇな。

　しかし今までどこにいたんだろう。

「もう一つ奥の楽屋に逃げ込んでいました。出入り口からはとても出られそうになかったので」

　猪狩友梨乃がそう説明する。出られないというのはどういうことだろう。だれかが見張っているのだろうか。あの二人組の片割れが担当しているなら、それは幸運が働いているかも。

　二人で会場内を歩き回られるよりは危険が少ないだろう。その出入り口でトンボが返り討うちにあったら世話ないが。

「この会場って廊下が一本道なんですよ。ホールを中心にぐるりと回るように。一応、ホールへ入る扉はいくつかありますけどあんなところ歩いていたらすぐ見つかりますし。だから廊下を行き来するとあの危ない人たちにすぐ鉢合わせそうなものなんですが、場を引っ搔かき回している人たちがいて、それを可能にしているみたいですね。その隙すき間まを抜けてこちらに、声の聞こえる方に来てみました」

「なるほど……でも惜おしかったですね。数分前に来れば捜さがし人に会えたのに」

「……そうですね」

　微び妙みような表情で、返事も浮いている。本当は会いたくないのかな、でもそれなら追わないか。

　よく分からない間柄だ。もっとも、分かりやすい人間関係って少ないけど。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のに手伝ってもらってソファの中に引っ込む寸前、後回しにしていた謝罪を述べておく。

「考えてみたら、すいません」

「え、なにがですか？」

　覗のぞき込みながら、猪狩友梨乃が首を傾かしげる。どうせ読めているだろうに。

「これ、俺が狙ねらわれているみたいだから。巻き込んでしまって」

「あ、そういえばそうですね」

　今気づいたふりをしてくれた。会話するっていうのも大変なんだなと思わせられる。

　顎あごに指を添えて少し悩む素振りを見せた後、猪狩友梨乃が笑え顔がおで別れの挨拶あいさつを口にした。

「でも、ここに来たから王子様に殺されずに出会えました。だから気にしないで」

「はぁ……はぁ？」

　殺されず？　王子に？　出会う？　まったくもって意味が分からない。分からないまま闇やみに沈む。この人はこれからどこへ行くつもりだろう。また心の隙すき間まを縫って逃げ隠れるつもりなのか。巻き込んだのは事実なので、なにもしてあげられないが無事だけは願っておく。

　なにより、友達の姉ちゃんだからな。

「……あと、七分か、そこらなんだ」

　俺は運命に選ばれた子。神の寵ちよう愛あいを受ける存在。世界の重圧に押し潰つぶされて、その隙間から這はい出た異能。始まりの樹に眠る聖剣を引き抜く者。黒い雪の降る世界でたった一人、生き延びた少年。繰り返される時間の中でたった一人、運命に挑いどむ。世の真理を作り替える男。

　今まで作ってきたありったけの設定で鼓舞して、暗くら闇やみと戦う。

　まぐれ当たりでいいから、一個ぐらい該がい当とうしてくれませんかね。
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　沈んでいくようだった。肉体が未だ形を保っているのが奇跡に思えた。

　ナメクジは椅い子すに埋うもれるように、惚ほうけていた。安らぎはなく、虚脱に首まで浸つかりながら息をしている。記憶の気泡がぷちぷちと弾はじけて、自分が失われていくようだった。

　寝ぼけたような掠かすれた目で、掲げた左手を見上げる。

　独り言で整理しながら、指折り数える。

「まず、私は巣す鴨がもを殺したい。これが１。なにがあろうと１。次、その巣鴨を呼び出す約束を取りつけてやる、と言われた。これが２。交換条件にあいつを殺す必要がある。３。ナイフなくした。４。なんだ、簡単じゃないか」

　問題なのは３と４だけだった。もっとたくさんの選択に頭を悩まされているかと錯覚していたが、意外と単純な構造なのである。ただその一直線なはずの繫つながりが、途中で詰まりを起こしている。どう考えても、実行に移すなら３がもっとも簡単であるにもかかわらずだ。

「わたしはー、ころしやー、殺し屋、つってんだろ」

　立ったまま残っている小指に向けてすごむ。５はないかと少し考えたがなにも思いつかない。諦あきらめてただ指を折り、腕を下ろす。左手の指を何度か開閉して、ナイフを持っていないことへの落ち着きを紛まぎらす。ある意味でもっとも謎なぞなのは４だった。ナメクジにナイフを落とした覚えはない。さすがにそこまでマヌケではない。しかし紛失したのも確かだった。

　ナイフを携帯せずに外を歩くなんて、何年ぶりだろう。意識すると不安が募つのる。初めて人を殺してから鏡を覗のぞいたとき、そこには昨日となにも変わらない自分がいた。その当たり前のように自分をやっている『人殺し』と向き合ってから、ナメクジは人を信用しきれなくなった。

　人は、どんなものでもその内側に隠し通したまま生きてゆける。

　ナメクジにとって、他人は仮面をかぶっていた。

　その仮面をかぶらせているのは他ならぬ、ナメクジ自身なのだが。

　自分にも仮面がある。見栄や意地、体裁といったものがこの無愛想を形作っている。人殺しであることを隠し通そうと働くものが過剰に反応を示し、本音さえも奥底に閉じ込めてしまう。

　それがナメクジの思考を鈍にぶらせて、答えを見つけられないでいる一因となっていた。

　その自覚があって、今まで見ぬフリを続けてきたけれど。

「………………………………………」

　見栄とか体裁とかをこの際、一度だけ外して考えてみよう。そうしなければ一向に解決しない。ナメクジがそう決意して、伸ばしていた足を引っ込める。座り直して、俯うつむき、己に問う。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のが死んだら、私はそれをどう感じる？

　目の前に転がるような死体と同様、なにも思うところはないのか。それとも歓喜か、あるいは、憤いきどおりか。どう感じることが自分にとって正しいのか。べつに、とかどうでもとか言いそうな口をつぐんで、ナメクジが本心を追求する。猪狩友梨乃のことは嫌いではない。好きでもないしどうでもいいと、すぐにそうしたスタンスを取りたがる心を打つように、胸を叩たたく。

　我ながらひねた大人になってしまったものだ。情の絡からむものを恥はずかしがるようになって。

　かつては友達もいた。当たり前のようにその存在が愛いとおしかった。人を殺す度に感性が摩ま耗もうして失われてしまった当たり前の感覚が、実はまだほんの少しだけ残っていたのかもしれない。

　埃ほこりや汚れにまみれていたそれが、様々な出来事で取り払われていくように錯覚する。

　自分は人殺しである。だから道徳や一般的な正義に則のっとって考える意味はない。

　自分にとって正しいことをしなければいけない。

　それはなんだ？

　その問いが、単純であるはずの自分に、詰まりを起こしている。

　つかえた息を吐はき出すために顔を上げる。

　目の前に顔がぶら下がっていた。

　噎むせた。声をあげようとしてそれを制しようとして拮きつ抗こうし、結果、派手に呼吸を乱した。

　知った顔だった。そいつが大げさなほど腰を曲げて、ナメクジの顔を覗のぞき込んでいる。邪じや魔まっ気な前髪が顔の前で揺ゆれる。一度は命を狙ねらわれたこともある相手なので、ここまで接近されるといい気はしない。そしてナメクジが殺したはずでもあるのに、相手は警戒していない。

　そいつがナメクジに質問をしてきた。ぼそぼそと喋しやべるうえに遅いので聞き取りづらい。道でも聞くような感覚で、ある少年を見なかったかと尋たずねる。それを聞いてなるほど、とナメクジが密かに納得する。あいつの隠れてやり過ごす理由は、これか。

　質問に答える前に、どこから入ってきたと逆に聞いてみる。そいつは、入り口には人がたくさんいて入りづらかったので、壁をよじ登って二階の窓を割って入ってきたとたどたどしく説明した。簡単に言っているが、この施設の二階というのは普通の建物よりもずっと高い位置にある。それを平気な顔で登ってくるのだから、その身体能力に呆あきれる。よく殺せたものだ。

「そこらへんに転がっているんじゃない？」

　ナメクジが冗談のつもりで適当にあしらう。指差した先は死体の散乱する舞台の上だった。それを聞くとそいつは素直に頭を下げて、舞台に登っていく。そしてちぎれた腕やら内臓を摘つまんでは並べて置き始める。人体を陳列するようだった。一つ一つの『部品』を手にとっては、確かめるように見つめている。その様子を眺ながめていて、ナメクジがまた呆れる。

　本当に調べ出すとは思っていなかった。言動から朧おぼろ気げに理解していたが、『こういうやつ』なのだ。かつてナメクジに仕事を仲介していた男が忌き憚たんなく評価していたことを思い出す。

　噓うそを吐ついて騙だまそうとしたわけではないからこそ、微び妙みように心苦しくなった。

「あ、間違えた。そっちから出たところの楽屋にいた気がする。七番だったかな」

　今度は本当のことを教えた。舞台に届くように声を大きくすると、思ったより反響して気き恥はずかしくなる。そいつが男の首を摑つかんだまま振り向いて、また頭を下げる。ななばん、と呟つぶやいてから抱かかえ持っているケースの一つを確認して、うんうんと頷うなずく。ハンカチで手を拭ふいた後に、てこてこと歩いてナメクジの指した扉から出ていった。

　あれぐらい単純なら色々うだうだと悩むこともないのだろう。

　ひょっとすると、人を殺した先で行き着く完全なものとは、ああいうものかもしれない。

「じゃあ……なれなくていいや」

　これ以上、別の人間に入れ替わることは遠えん慮りよしたかった。

　少なくとも巣す鴨がもを殺すまでは。

　ナメクジがその場で目を瞑つむる。

　考え込むように眉み間けんに皺しわを寄せているが、普通、あり得ないことだった。仕事の最中に暢のん気きに考え事など。疲労している脳が駆かり立てられて、悲鳴をあげている。

　危機感も募つのらず、警告もない。周囲への関心が途切れたように、内側に籠こもる。

　喉のどと前頭葉に強い熱を蓄たくわえながら、それにも耐えて延々と繰り返す。

　もっとも根本的な問いかけ。

　私はここに、なにをしに来たんだ。

　ナメクジは考える。

　よぅく、よぉく、よぉーく、考え込む。
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　鹿しか川がわ成なる実みは迷っていた。シラサギからの提案に、石と竜か子げに会いに行こうという誘いに。

　こうして入院することになったきっかけに、そもそも石竜子が絡からんでいた。友人が一体なにを行い、どこへ行こうとしているのか。それを知ろうとしてもだれも教えてくれなかった。

　多少なりとも親切にしてくれたナメクジにしても、姉のことはなにも話してくれなかった。

　答えてくれたのは、シラサギだけだ。シラサギは成実の尋たずねたことにすべて答えてくれた。すぐには分からないことも調べてきて、次の見舞いの際には隠さず教えてくれた。成実がもっとも知りたかった石竜子のことも、姉のこともだ。顔を合わせた当初は持っていたシラサギに対する不信感が氷解するのに時間はかからなかった。情報の不足で混乱して、疲れ切っていたところに現れた優しい女性に、心の安らぎを見つけることは自然な流れでもあった。

　五十川いかがわ石竜子は新興宗教の教祖として活動を開始した。活動理由は、逆さか恨うらみしているシラサギへの嫌いやがらせ。そのために怪あやしい団体と接触して、学校にも通わずに大人を騙だましている。

　姉である鹿川遊ゆう里りは特別な力、読心能力を有している。その能力のせいで様々に利用されることを嫌い、現在は逃亡中。シラサギは友人として、妹の面倒を見るよう頼まれた。

　シラサギにとって都合のいい解釈が多分に混じっているが、事実から極端にねじ曲がっているわけでもない。特に驚いた点は、姉にも『力』があるということ。成実にも覚えがあるそれを姉も持っているという事実は、思いが複雑に巡るのに十分なものだった。それに加えて、町中ですれ違う人たちの心を読んだ際の息苦しさ、唐とう突とつに舌がちぎれるという恐怖を思い返して、力が息を吹き返すように現れる度に震えてしまっていた。夜中、不意にその力が目覚めたとき助けを求める相手は、育児に関心のない両親よりもシラサギに比重が大きくなっていた。

　そんなシラサギに誘われても、内容によっては逡しゆん巡じゆんすることはある。

　石竜子に会うということで、成実の顔に影が差す理由。

　舌を失った自分がどう思われるか、という不安が戸惑いの多くを占めていた。

「成実ちゃんの友達なら、私も仲よくなりたいわ」

　蜜み柑かんゼリーをスプーンですくいながら、シラサギが白々しく言う。成なる実みは次々に果物類を食べるシラサギを見て、お腹なかが空いているんだなぁと少し微笑ほほえましく思う。忙しいから食事を取る暇もそうないのだろう。それなのに会いに来てくれることに感謝していた。

　実際は、話が退屈で手持ちぶさたなので色々と食べているにすぎない。

「少しの間外出する許可は貰もらってあるの。送迎は私がするから安心して」

　自動車の鍵かぎらしきものを見せて回す。運転するんだ、と意外なものを見た気がした。成実の中では付き人に運転させているイメージで、実際普段はそのとおりだった。ただ今回は後部座座席に『同乗』している連中と成実を会わせるわけにいかないという事情がシラサギにはある。

　成実が返事を渋しぶっているのを見て取り、その理由をすぐに把握したシラサギが、ゼリーを一気に口に入れる。もにゅもにゅと官能的な食感を楽しんでから飲み込んで、容器とスプーンをゴミ箱に放り捨てた後、成実の手を取った。成実がシラサギと自身の指先を見つめる。
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　シラサギの手は白く淡あわく、白はく磁じの如ごとく清せい楚そで。見とれてしまう。

「あなたの話してくれたとおりの子なら、きっとあなたを心配するだけよ。あなたが想像するような悪い反応は、あり得ない。不安がらなくていいの」

　指に見とれていた成実がハッと顔を上げる。具体的に相談していないのに、心中を見透かされたうえでの助言をされたからだ。シラサギと話していると、こういうことが頻ひん繁ぱんに起きる。

　この人もまた、心を読めるのではないかと疑ったことは一度や二度ではない。

　そうして語りづらい意思さえも汲くみ取って優しく扱ってくれるところに、シラサギへの依存が高まる理由があった。シラサギもまたそれを自覚した上で、慈じ愛あいを秘めた態度に徹する。

「友達の顔を見る、というのは心に一番の薬となるのよ。お互いにね」

　どう考えても石と竜か子げの方には劇薬となることを承知で、平然と綺き麗れい事ごとを並べて説得する。成なる実みの俯うつむきかけていた顎あごを指で軽く押しあげて、それから成実を包むように抱きしめた。

　同時に翼つばさを展開して、その視界の左右を純白で覆う。

　あぁ、あぁ。成実の口から、言葉にならない感かん銘めいが漏もれる。三週間前、意識を取り戻して起き上がったときにも視界を埋うめたその輝きが、刷り込みのように成実の涙るい腺せんを刺激する。

　その翼の広がりを劇的に演出することで、何人もの大人を籠ろう絡らくしてきたシラサギにとっては手慣れたものだった。抱きしめて背中を優しく撫なでると、成実の身体からだが小刻みに震えていく。

「会いたい？　トカゲくんに」

　ここで頷うなずかなければ、次はどんな話で騙だまそう。

　詐さ欺ぎの手段をいくつか想定しながら問う傍かたわらで、一つの懸け念ねんに目が陰る。

　それはこの後、上う手まく運転できるかなという心配だった。

　頷いた顎が肩に当たるのを感じてから、シラサギが翼と身体を引っ込める。ぐずる成実にティッシュ箱を渡した後、椅い子すから腰をあげる。光の翼の残照が周辺に舞いあがっていた。

「準備ができるまで、外で待っているから」

　先に外へ出て巣す鴨がもたちがいないことを確認する必要がある。シラサギは最後にリンゴを一つ手に取ってから、個室を出た。廊下に出て扉を閉じてからリンゴを放り投げて、摑つかみ取り。その赤い、艶つややかな表面を撫でることで愛めでた後、歯を立てる。

　リンゴを皮ごと力強くかじってから、『カス野郎』を思い浮かべる。

「必死こいて生き残りなさいよ。少なくとも、私が満足するまで」

　その反応に想像を巡らして、意地悪な甲かん高だかい笑い声をあげた。
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　もうこの会場内で話の通じそうなやつは残っていない。だから三度目よ、来るな。

　危機意識が甘かったと反省せざるを得ない。ここから生き延びたら、トンボを常に雇って同行させることに決めた。まだ無名だからという甘えは通じない。

「………………………………………」

　生きて、また恨うらみを買って。俺への信仰と共に被害が拡大していく。不幸をまき散らすだけだと最初から分かっていながら、その被害が自分に回ってくると疑問がやってくる。

　俺は正しい道を選んだつもりだったが、それは、本当だろうかと。

　俺の行おうとしていることは、騙した人間以外からは認められる行為ではない。だからこそまず自分が認めてやるべきであり、そこで迷っているようでは到底シラサギに辿たどり着けない。

　しかしそれでも、見せかけや口先だけでも他人の保証というのは心地よいものだ。勇気や意欲を与えてくれるものなのだ。俺にはそれがずっとなかった。ずっと、飢えていたのだ。

　こんなところで痛い目見たくないと震えているやつの、なにが正しいのかだれか言ってくれ。

　だれか、と。

　縋すがるなにかを求めて、他人を呼ぶと。

　望まぬ他人が、部屋に入ってくる音を感じて。

　絨じゆう毯たんから伝わるその振動に、戦せん慄りつした。

　来るな

　　　　来るな

　　　　　　　来るな！

　歯を鳴らしながらの懇こん願がんで視界が歪ゆがむ。均一に空間に溶けているはずの暗くら闇やみが偏かたより、その中心に生まれた皺しわから光の粒が見え出す。俺を覆い隠すものが、電気の輝きによって消えていく。

　だれかがソファを動かそうとしている。なにかしらの確信を持って。

　ソファを蹴けり上げた足の影が、俺を縦に引き裂く。

　目の前にいたのは巨大で異様な輪りん郭かくを誇ほこる女だった。

「おふゅゆひひふふぃっゆゆふふいふうふやぁっぁぁぁああ！」

　同時に叫さけんだ。ただし叫ぶ意味は対極に位置する。絶望と歓喜と。歓喜と絶望と。

　なんで分かっただれのせいだ三度目の表だ助けて。失敗したやっぱり逃げておけばよかった助けて。目が回りすぎてどこも見えない助けて。殺される殺される殺される助けて。

　どんな思考も最後は道筋など無視して助けを求める声に行き着く。

　六本も腕が生はえているのはもはや些さ細さいなことだった。そこに驚く余地もない絶ぜつ叫きようの中、女が足を振り下ろす。俺の腹を思い切り踏ふみ潰つぶしてきた。肉の半分が削り落ちたような激痛に悲鳴の種類が切り替わる。吐はき出した唾つばが宙を舞い、顔に降りかかった。でもこのまま喚わめいているだけだと確実に殺される。あのときみたいに、散々、痛い思いをさせられて！

　あのときがどのときか明確じゃなくなるほど傷ついてきたからだろうか。思考が『痛い』だけに染まりきらず、微かすかに拡大する。その広がった脳が指令を出して、銃じゆうを握る手を動かす。

　そのとき女も銃には気づいたらしい。銃口を足首に向けられた女がそれを避けようと足を上げた瞬しゆん間かん、身体からだを強引に横に滑らせて抜け出す。そのまま女の長い足が生み出す、広い股またの間をくぐり抜けて、中腰で前へ走る。焦しよう燥そうから泳ぐように腕を振り回すと、視界が狭せばまる。耳の付け根の鼓動が加速度的に速くなり、膨ふくれあがった肉で耳の穴が塞ふさがるようだった。

　女の粘ねばつく声が背中にかぶさるように、あっという間に追いすがってくる。歩幅と速度が違いすぎる。少しでも前に出ようと顔を突き出し、歯を剝むき出しにしすぎて唇くちびるの端が切れた。

　女が横に並んで俺の肩を摑つかもうとした瞬間、いきなり視界から消える。

　な、なんだ？　思わず振り向く。見ると、女が転んでいた。

　なにかに足を引っかけたように転んだぞ。なんにもない床のはずなのに。すてーんと、受け身も取らずに顔面を削って転倒した。いや、でもそれを見ている場合じゃない。すぐ逃げて、待て今、その頭を撃うてば。助かる？　助かるのか？　握りしめている銃じゆうと腕が震えている。

　喉のどを鳴らしながら銃を構える。しかし、バカか俺はとすぐに思い直して逃げることを選んだ。撃てないと分かっているのに格かつ好こうつけるんじゃない。とにかく一歩でも距離と時間を稼ぐ方がよっぽど有意義だ。また宙を搔かいて、前へ、楽屋の出入り口へと懸けん命めいに走る。その途中、どうしても気になって走りながら後ろを振り返ると、女は床をばんばん叩たたいていた。なにかを手て探さぐりで確かめるように。目の錯覚か、その手が宙で止まったにもかかわらず物を叩く音を立てたように見えた。なんだか知らないが遊んでいてくれるなら大助かりだった。扉にすがりつく。

　しかし勢い余ってというか勢いをつけられすぎて扉に額ひたいを激突する羽目になる。

　後頭部を思いっきり殴なぐられた。それが離れず頭に張りつくような重さを感じて、それから額に高熱が走る。目がぐるぐると回ってよろめき、頭が真っ白になりながら振り向く。

　女はまだ先程と同じ位置にいた。腕がいくら長くても俺に届く距離ではない。じゃあ、なにか投げてきたのか。しかしそんなものは見当たらない。腕のようななにかが俺の後頭部にぶち当たったのは間違いないが、それは周囲に影も形も現れない。まさか女が気合いを飛ばして殴ったなんてことはないはずだ。そのフォロースルーが投とう擲てきの証拠だ。そこで先程の不可解な転倒と合わせて、なにがこの身に起きたかを理解する。

　透明ななにかを投げ飛ばした。そう解釈するしかなかった。こいつがあったから女は転んだのだ。それについ気を取られて床を見下ろしてしまう。その隙すきに、女が距離を詰めてきた。

　一番長い右腕に首筋をちぎるように摘つままれて、悲鳴をあげた直後には床に叩きつけられていた。肩けん胛こう骨こつと肩が一気にずれて、筋を違えたような痛みを内部に生む。またも首を絞しめられて静かにもがき苦しむ中、女が俺の腹に馬乗りになってきた。黙だまらせるために頰ほほを殴られるのを感じ取り、顔だけはダメだと腕で覆うようにして守る。かばった腕が強風に晒さらされた稲いな穂ほのように曲がる。肘ひじはそのままでぐんにゃりと途中から腕が歪ゆがんで、後から一気に痛みが迸ほとばしった。

　化け物の見た目に違たがわず力まで人間離れしている。涙を流したまませめてと銃を構えようとしたがすぐに手首を摑つかまれて、握り潰つぶされる。ちょっと固い握り飯でも潰すような感覚で骨ごと手首を破壊されて、銃を落とす。女がそれを拾って、俺の眉み間けんに定めてきた。

　撃たれる。殺される。だから、持っているのに反対したんだ。

「仕事……仕事」

　女がなにかを言い聞かせるように、思い出すように二度呟つぶやく。そして銃を手の届かない位置に放り捨ててから、なぜかまた床を叩く。さっきと同じことをやり出す。ぶん投げた透明なものをまた探しているようだった。床を叩き続けて場所を特定しようとしている。こいつの持ち物とか知覚できる代物ではないみたいだが、関心があるらしい。しかし、透明な……分からない。超能力なのか？　なんにせよそれは些さ細さいな運命の贈り物かもしれなかった。一秒でも、五秒でも死ぬことを引き伸ばすことができていた。あと、数分。数分なんだ。

　だれかが廊下を全力で駆かけていく足音が聞こえた。楽屋の前を凄すごい速さで駆け抜けていく。こいつの仲間か？　もう勘弁してくれ、いやトンボであってくれと願うが、通り過ぎてしまうから別人だ。だれだよもう。一体この会場には何人いるんだ。そして俺の味方はだれなんだ。

　女が透明な腕を発見して満足したのか、俺に向き直る。腰がどれだけ曲がるんだ。こいつの下半身はずっと俺を向いて、上半身だけをずっと後ろまで捻ひねっていた。

　上二つの腕が、俺の両腕を押さえ込む。残る四つの腕と指がわきわきと蠢うごめく。改めて見れば非常識な姿だった。抵抗しようがなくなり、頭が現実を放棄したように冷ややかだ。まるで他ひ人と事ごとのように事態を眺ながめているけど、それもすぐ終わるだろう。鮮烈な痛みを持って。

　右腕が床に強引に叩たたきつけられる。肩の痛みを気にする間もなく、女が小刀を懐ふところから取り出す。なにをされるか明白で、指をすべて失った悪夢も蘇よみがえり、言葉を失う。歯がかちかち、楽器のように鳴る。頭の奥に引っ込んでいた悲鳴が、水の染み込んだ地面から逃れるミミズのようにじわじわ這はい出てくる。小刀が無情に指の付け根めがけて、振り下ろされて、い、いひぃ、い。

　自分の悲鳴が聞こえなかった。あまりに大きかったのか、耳が詰まって、なにも聞こえない。

　指は切断される寸前まで切り込みを入れられる。せっかく治りかけていた指が、また。けど、完全には切り落とされない。痛みも酷ひどいがそれより、皮の繫つながっている感覚を鋭えい敏びんに感じ取った瞬しゆん間かん、腕が総毛立つ。指をほんの少し動かせばぷつりと切れてしまいそうな頼りなさと、冷たい外気が骨に染みて冷え固まることに異様な嫌けん悪お感を抱いだく。しかも女は次に第二関節にも切り込みを入れ始める。同じように皮を残すようにしながら。身に刃やいばが押し込まれる度に熱いものがこみあげては、胃液と共に吐はき出される。反り返った喉のどを女が楽しむように殴なぐり潰つぶして、段々と悲鳴もあげられなくなる。死ぬしぃいいいいぬ、と目が引きつって左右に跳はね回る。涙も拭ぬぐえないので目の前がにじんで、ほとんどなにも見えない。悲惨な傷を見なくて済んだのは、せめてもの慈じ悲ひだろうか。

　馬乗りになった女の影が、俺に『夜』を告げる。

　俺はあと何分生きられる？　いや何秒なのか？　切断寸前の人差し指がびくんと跳はねるのを見て、涙が溢あふれる。酷いなんてものじゃない。どうしていつも人差し指ばかりいじめられる。痛い、痛い、痛い！　踏ふみつけられた腹に力が入らなくて、悲鳴が弱い鳴き声にしかなっていない。羊みたいに鳴きながら、涙をだらだらと流す。

　こいつは、俺をすぐに殺す気がない。最初に出会ったときもそんなことを言っていた。やったぜざまぁみろ。後悔するんだ、すぐにお前たちは後悔するんだ。してくれ、頼む。懇こん願がんして、女を戦々恐々窺うかがう。女は血のべっとり付着した小刀を握ったまま、俺の顔に手を伸ばしてきた。

　顔は、顔は傷つけさせるわけにいくか。腹筋に力を込めて起き上がろうとすると、喉を殴られてあえなく沈んだ。バウンドも許されず、衝撃を丸ごと受け止めた上半身はそれぞれの骨の位置がずれて、隙すき間まが生まれてしまうようだった。金かな縛しばりにあったように、動かない。

　上半身を動かすのが鬱うつ陶とうしいのか、小刀の向きを肩に変えて突き刺してきた。骨にぶつかって止まった小刀をぐりぐりとこね回す。回される度に、魂が肉体から行ったり来たりを繰り返す。痛いを通り越して、生きるのが苦しくなってきた。起きているのが苦痛でしかない。

　抵抗がなくなったのを見てから、女が小刀を引っこ抜く。そしてその長い指が俺の耳を摑つかむ。耳たぶに小刀を突き刺してきた。穴と中を半分ほど削る形で刃やいばが走り、ごりごりと削り落とされる。それを知覚した瞬しゆん間かん、意識を失って、だけど刃が進むだけでまた目覚めてと夢うつつの中で悪夢を体感する。開いた口の端に舌が寄りかかり、びくびくと痙けい攣れんする。

　しかも女はその後、耳の付け根をじわじわ、ゆっくりと切っていく。ひ、この、バカじゃねえの。顔の横から『なにか』のなくなっていく感覚が直接伝わってくる。少しでも顔を動かして逃れようとすると、左手の余っていた腕に胸を殴おう打だされて骨が軋きしむ。金属の液体が駆かけ抜けていくような、冷たい痛みが身体からだを蹂じゆう躙りんする。あげ、げげ、げと意味のない声が出る。

「た、すけて。ゆるして、ゆるして、ください」

　命乞いを、血の味がする喉のどを振り絞しぼって口にする。会話が成立して、少しでも、あと少しだけでも時間を稼げればという必死の思いから出たものだった。女の腕が止まり、目が俺にきろりと向く。しかしそれだけで他に反応がない。少しの間、黙だまっていたがやがて目と口が動く。

「仕事、仕事」

　そう二度続けて、額ひたいをかち割るかの如ごとき勢いで殴打してくる。バウンドする頭を強引に床に押しつけてから、再び耳を切る。ずりずりと、皮から身を剝はぐように。

　いひ、ひ、ひいぃいひ、ひ。足の指までが逃げ惑うように暴れていた。

　いつ殺される？　殺される前にどれほど、こんな目に遭わないとだめなんだ？

　耳、まで切られて。胸や喉をぼこぼこに殴なぐられて。それだけで、死ぬほど痛くて。

　それでもそこで、ふざけるな、と思えた。

　すぐに殺されることなく、激痛がいくつも待っているからこそだろうか。

『死ねない』と、遠い解放に引っ張られることなく我がを貫けたのは。

　俺はこんなことをされるために、生きてきたわけじゃない。決意したわけじゃない。

　俺にはまだ『意味』がある。生きている意味があるはずなんだ。

　それはこいつ如きが奪うばえるような、小さいものじゃあ、ない。

　乱れきった息を吸い込む。噎むせて胸が裏返るように苦しい。

　加速していく動どう悸きで肋ろつ骨こつが軋きしむ中、俺の中の時計がようやく、求めていた場所に辿たどり着く。

　溺おぼれるように口を埋うめる空気に押されて頭が仰のけ反ると、途端、静かになった。

　一いつ瞬しゆんしか訪れないその静せい寂じやくの中で、頭は物理や常識を越えて長い時間を得る。

　この世界に、神様はいるだろうか。

　俺は昔、その存在自体が嫌いだった。今でも好きじゃあない。しかし偽物なんかじゃなくて本当に人を助けてくれるような神でもいないと、俺は生き残れない。だから、問う。

　神はいるかと。

　今の俺は、いると信じている。

　なにしろ、あんなインチキ女が神様になれるぐらいだ。

　そんな大安売りのこの世界なら、本物だって簡単になれるし、いるだろうと思う。

　だからきっと、助かる。助かるはずだ。死ぬはずがない。こんなところで、死んでいいはずがない。俺は自分の死を想像できない。死ぬ姿は頭の中にない。ないものは、どこにもない。

　自己暗示の果てに静せい謐ひつは消え失うせて、また身体からだのどこかが潰つぶされるように痛む。

　時計の針が一歩、前へ進むより先に。

　これが最後の言葉かもしれない。考えている暇はないから、本能が叫さけぶ。

　そこで出てくるのが単純な命乞いではなかったのが、俺の『成長』かもしれなかった。
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　猪い狩かり友ゆ梨り乃のは自分に能力が目覚めてからを、時々思い返す。

　最初は世界が広がったと喜んで受け入れたそれが、人付き合いの幅を狭せばめるものだと気づくことに時間はかからなかった。相手の望む反応や表情を作ることは容易たやすかったが、それが本意ではないにもかかわらず表現するのは苦痛だった。しかし、つい上う手まくやってしまう。回答を知っているのに間違った答えを答案用紙に書くことをためらってしまうのだ。

　一度、友人に相談したことがある。一番心の許せる相手だった。内心を覗のぞいたうえでそう判断した相手に打ち明けて、その数日後には大きな噂うわさとなっていた。そして、今まで関かかわっていなかった、知りもしなかった世界の人間が接触を図ろうと周囲をうろつくようになった。

　それ以来、家を離れて一人で生きるようになった。色んな人間に利用され、変わった道を歩み、逃げ延びてきた。信用に足る人間関係を作ることは難しく、利用して、されての繰り返し。

　読心能力を持つ人間がそれを知られるとどういった扱いを受けるか理解している故ゆえに、妹には能力を譲ゆずりたくないと考えていた。今は強く念じれば主導権を握っていられるようだが、いずれ成なる実みの能力が拡大していけばどうなるかは分からない。その能力を利用されたあげく、最後にどう扱われるかも含めて、成実にその道を歩んで欲しくないと切に願っていた。

　それと同時に、自分が死んだら能力が完全に成実へ移ってしまうのだろうかとも。

　廊下の壁際に追い詰められているとき、思い浮かぶのはそんなことだった。

　猪狩友梨乃の目の前には、バッタとクモが揃そろっている。バッタに発見されて、クモまで呼ばれてしまった。逃げ出さないよう、左右に立って道は塞ふさがれている。退路もなかった。

　不用意に廊下に出て、自分がどこへ行くべきかと考えながら歩いていた矢先だった。ナメクジのことを考えて、周辺の警戒を疎おろそかにしていたことが仇あだとなる。見つけられてしまえば、心を読めたとしても無力に等しい。バッタに拘束されて、仲間を呼ばれて。そして、袋ふくろ小こう路じ。

　こういう末路はあまり予想していなかった。自分の能力と関係ないところで命を危あやうくする。

　それも人生ではあると思う反面、納得はいかなかった。認めれば、今まで必死に生き抜いてきたことへの否定に繫つながりかねない。

「一いつ緒しよにいたの、どこ？」

　クモがバッタを制しながら詰きつ問もんする。無機質めいた双そう眸ぼうに気け圧おされるようにしながら、猪い狩かり友ゆ梨り乃のが尋たずね返す。

「言えば、助けてくれますか」

　恐らくムダになると知りつつ、そう確認する。内心を読み取ることができる以上、言ったところで見逃してくれるはずがないのは透すけて見えているようなものだった。しかし、『噓うそを吐ついていますね』と指摘したところでなにが変わるものか。それならば素直に従い、相手の気が変わることに期待した方がまだ助かる見込みがある。それがどれだけ確率の低いものでも、やらないよりはマシだった。五十川いかがわ石と竜か子げのことが嫌いではなく、また申し訳ないと思う気持ちはあるが、自分の命と天てん秤びんにかければ答えは決まっていた。

　クモが頷うなずくのを見てから、猪狩友梨乃が目を逸そらしながら言う。

「七番の楽屋です。ソファの下に隠れています」

　正直に居場所を教える。そうして割り切ることができたからこそ、様々な人間に疎うとましく思われながらも生き延びてきた。しかしさすがにここまでか、という諦あきらめも見えつつある。

「私が行く。こっち」

　クモがバッタに指示を出す。猪狩友梨乃を指差して、ここに残れと。それを待っていたようにバッタが激しく頷く。反応は大げさなのに、顔つきがまるで変わらない。

　完全に信用されるはずもなく、二人揃そろってこの場を離れることはしない。クモが奥の楽屋に向けて廊下を走るのを見送りながら、せめてあっちの女の方が残ってほしかったと嘆たん息そくする。

　女の方は与えられた仕事をこなすことが念頭にあるが、男にはそれが希薄だ。小男は猪狩友梨乃に関心があるらしく、その頭の中は四し肢しをちぎって喰くい散らかすといった醜しゆう悪あくな妄もう想そうでいっぱいだった。覗のぞいているだけで吐はき気がする思考を押しつけられて、自然、猪狩友梨乃の顔が歪ゆがむ。クモが廊下の奥に消えて、それを確かめてからバッタがすぐに動き出す。

「こっちはすぐ」

　バッタの要領を得ない一言に恐怖した猪狩友梨乃が、ダメ元で行動に出る。隠し持っていたナイフを正面に構えて、喉のどを突き刺そうと踏ふみ込んだ。相手が一人ならまぐれ当たりか偶然で刺し殺してしまえば逃げられる。ここまで逃げ続けてきた猪狩友梨乃からすれば、明らかにムダでもなにもしないという選択は納得できなかった。

　突き出したナイフを見て取ってから、バッタが悠々とした動きで弾はじき飛ばす。弾いた腕の甲こうに切り傷はできたものの、バッタはまるで意に介していない。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のの、あわよくば、という淡あわい希望も同時に吹き飛ばされる。

　猪狩友梨乃はあっさりと胸もとを突き飛ばされて、背後にあった扉から楽屋に転がり込む羽目になってしまう。開け放たれた扉を閉じることもなく、バッタが嬉き々きとして距離を詰めてくる。振り回そうとしていたナイフは手からこぼれ落ちて、出入り口の近くに転がっていた。それをバッタが壁の隅に蹴けり飛ばす。

　猪狩友梨乃が座り込んだまま後ずさりする。すぐに化粧台の横の壁に背中をぶつけて、またも壁際に追い詰められる。慌あわてずに迫せまるバッタが目の前で屈かがんで、右腕を突き出す。伸ばした指が猪狩友梨乃の肩を摑つかみ、更に骨まで食い込むような勢いで指を刺す。最初は激痛だけでまだ済んでいたそれが際限なく力を高めて、最後は服と肉を貫いて手の大半が潜もぐり込み、本当に骨まで達した。

　肩を張りつけるように、後ろ側の肉まで貫いた指が壁に達する。猪狩友梨乃は見開いた目を震わせて、声も出せないほどの衝撃と、肩の中を嬉うれしそうに動き回る異物に翻ほん弄ろうされる。指が蠢うごめく度に痛みの質が変化して、刺激に慣れるということがない。バッタは嬉々としてその体内の感触を堪たん能のうして、飽きることなく内側から蹂じゆう躙りんしていく。血だけでなく傷も拡大して美しい肌が醜みにくく塗り潰つぶされる。真っ赤な花が地から湧わき出てはその花弁を不作法にむしり取られていくようだった。

　ある程度の遊びを経てから、バッタが口を大きく開く。本当に、『捕食』するつもりらしい。比ひ喩ゆの類たぐいではないのだ。

　頭をかじって、中を舌で搔かき回したいという欲求を読み取った猪狩友梨乃が青ざめる。死ぬにしてもよりによって、最低の相手に命を奪うばわれようとしている。苦痛と恥ち辱じよくにまみれた終わりが訪れようとしていることに、猪狩友梨乃が涙ぐむ。常に笑え顔がおで、平常を保ったうえで人と接するよう務めてはきたが、この状況ではさすがにそれも失われて恐怖が剝むき出しとなる。

　ここに至るまで、口にしなかった想いがあふれる。

　心から信じられなくなった他者への切望。

　利害を越えて、手を差し伸べてくれる存在への希望。

　だれか、と。

　心の水面に涙の水滴がこぼれて、波紋を描えがく。

　理り不ふ尽じんに、現実として嚙かみ砕くだく暴力が迫せまり。

　音が鳴る。

　ぼこん、と。

　バッタの頭に、場に似つかわしくないマヌケな音が飛んできた。バッタが振り下ろしかけた顔を止めて、首だけを捻ひねるように振り返る。頭に当たったものの正体はティッシュ箱だった。

　楽屋のテーブルに置いてあったティッシュ箱が床に転がっている。

「なんだ。当たるなら、もっと固いものにしておけばよかった」

　心の波紋が消え去り、水面に映るのはどんな危機にも駆かけつける物語の『王子様』。

　ティッシュ箱を投げたのは、隻せき腕わんの殺し屋だった。

　怯おびえ、竦すくみに歪ゆがめられていた猪い狩かり友ゆ梨り乃のの瞳ひとみが、その姿を差し込む光のように捉とらえた。

　無表情のナメクジが億おつ劫くうそうに、「なんでこんなところにあるのか」と拾ったナイフを構える。

　落ち着いた表情と裏腹に息は切れて、額ひたいに汗もにじんでいた。

　そして、ワガママを言い放つ。

「まだどうするか決めてないんだから、勝手に殺すな」

　いくら悩んでも答えの見みい出だせないナメクジが出した結論が、これだった。

　その言い分を受けて、凝り固まった猪狩友梨乃の目が溶けていく。

　恐怖から生まれた涙の温度が変わるのに、時間はかからなかった。

　バッタにその言葉が意味として届いたかは窺うかがえないが、嬉き々きとした調子でナメクジに身体からだを向ける。猪狩友梨乃の肩から指を引き抜く。ずるりと異物の抜け出る感覚に身を震わせたものの、解放されたことで猪狩友梨乃のこわばり続けていた上半身が力を抜いて落ち着く。

　一切の間を置かずに前傾姿勢で距離を詰めてくるバッタに、ナメクジが淡たん々たんとナイフを振るう。目は未だに精気を宿さず、疲労に濁にごっていた。急速に動くバッタにも反応しない。

　その目は壁の側そばで屈かがむ猪狩友梨乃を見つめていた。

　ナイフの刃やいばをいとわずに腕を振るうバッタがナメクジを弾はじき飛ばす。わずか一振りで体勢を崩されて、更に無防備になった腹部へ足の裏が突き刺さる。放り投げられたぬいぐるみのようにナメクジが吹っ飛び、壁に激しく叩たたきつけられる。背中を強く打ちつけて、身体の両面がどちらも深い損傷を負った。二つの痛みがせめぎ合うように駆かけ上がり、頭に集つどっていく。

　猪狩友梨乃がなにか言っている気がしたが、聞き取れなかった。

　壁際に追い詰められたナメクジが、まるで諦あきらめて受け入れるように微び笑しようする。

　疲れているのに、こんな元気いっぱいなやつと殺し合いさせるなよ。

　常人を遙はるかにしのぐ速度、跳ちよう躍やく。そこにはどうあがいても埋うめられない差がある。

　だが、しかし。

　口もとを引き締めたナメクジが意思と血を通わせるように、『右腕』を意識する。

　その身に宿った、憎ぞう悪おと闘争の奇跡。

　破滅と真実の先にある覚かく醒せいを果たしたもの。

　不可視の右腕を、音もなく潜行させる。
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「やっほー」

　巣す鴨がもだった。トイレから出てきて、両手をあげて暢のん気きに手を振ってくる。

　それを見た瞬しゆん間かん、シラサギの血の気が引いた。目の奥が一気に軽くなる。飲み込む途中のリンゴが詰まって噎むせかけた。

　表情だけは崩さないよう務めながら、急ぎ足で巣鴨の首を摑つかむ。「うあー」と言いながら自分で歩こうとはしない巣鴨を引きずって廊下の曲がり角まで走る。鍛きたえ抜いた健脚の賜たまものか、苦もなく女子一人を運んで、速度が緩むこともない。廊下を走り抜けて、巣鴨を下ろす。

　息切れ一つしていないシラサギだが、落ち着かないように額ひたいを搔かく。

「油断も隙すきもない。連れてくるんじゃなかった」

「トイレ行っただけなのに」

「白ヤギは？」

　お守もりはどうしたと聞くと、「そこ」とシラサギの背後を指す。振り向くと、白い影があった。白い浴衣ゆかたを着た線の細い女が病院という場所に立っていると、怪談話の一つも出回りそうだった。白ヤギがヘッドフォンの位置を調整しながら、「なにか」と涼やかな声で尋たずねる。

「目を離したらダメじゃない」

　シラサギに注意されて、白ヤギが不満げに眉まゆ根ねを寄せる。

　自分は護衛であり、保護者ではないと言いたげだった。

「飲み物を買ってこいと言われましたので」

　白ヤギが青い缶を巣鴨に差し出す。握りしめてきたのか缶が少しへこんでいた。

　巣鴨は「きたきた」とへこみなど無視して受け取り、タブを開けて一気に飲む。シラサギが髪を弄いじりつつ、白ヤギに目を向ける。白ヤギは無言でその視線に応えて、いつものことだと肩をすくめた。それからシラサギが壁に張りついて廊下の奥を覗のぞく。成なる実みはまだ出てこない。

「なるぴーってそんなに便利かなぁ」

　一息吐ついた後、唐とう突とつに巣鴨が話題を振る。少女の独特のテンポには、シラサギも慣れることはない。だれかと向き合って話をしているときでさえ、すべてが独り言のように感じられる。

　少女の目には、他人という世界の輪りん郭かく線が明確に見えていないように思えた。

「側そばに置いておくと不都合があるんじゃない？」

　噓うそで塗り固めた存在であるシラサギの壁を、易やす々やすと見透かす能力者。置いておけばよい事態を招くはずもないのは、巣鴨に指摘されずとも承知していた。しかし、シラサギはそれを含めて唇くちびるを愉ゆ悦えつに浸ひたす。水でふやけるように、その口の端は歪ゆがんでいた。

「便利とか、活用する方向は考えていないの。ただ面白そうだから懐かい柔じゆうしているのよ」

　目下シラサギが遊び相手として選んでいる、『カス野郎』がどう反応するか。その一点を観察するという戯たわむれのためだけに、鹿しか川がわ成実と懇こん意いにしているにすぎない。そうした本心を不注意から覗のぞかれて問題が発生しようものなら、即座に始末することも視野に入れていた。

　なにしろ鹿川成実は、シラサギの本名を知っているのだから。

　それは許せることではなかった。

「石と竜か子げくんは私のなんだけどなー」

　巣す鴨がもが牽けん制せいするような目線と共に所有権の主張をする。傍はたで聞いている白ヤギからすれば、お前のものでもないだろうと言いたくなるところだった。本人の知らぬところで所有物として扱われていることに、ささやかながら同情する。いつものことではあるのだが。

「いらないわよあんなもん」

　シラサギが鼻で笑う。それは本心だった。自分みたいなやつなどいらない。

　味方に従えてなんの役に立つものか。

「じゃあなんでちょっかい出すの？　宿命のライバルだから？」

　巣鴨がいかにも、創作物に影響されたような言葉で関係性を問う。

　成実が準備を終えて部屋から出てきたのを確認しながら、シラサギの唇が歪む。

　食べかけのリンゴを白ヤギに放って。

　前振りなく純白の翼つばさを展開して、巣鴨を「わぁ」と短く驚かせながら。

「カス野郎がライバル？　おいおいははは、」
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「十五分！　経ったぞぉおおおおおおおおぉおおおぉおぅぐげゅべ！」

　叫さけんでいる最中に喉のどを潰つぶされる。片腕で絞しめられて、舌が飛び出したまま戻れない。

　ただでさえ意識が遠のきそうなのに、余計に、息苦しくなって。

　あべ、えべべと舌の先から噴き出る泡が見える。足の爪つま先さきまで寒くなってきて代わりに他の痛みが薄らいでいく。ちぎれる寸前の指が震えるのが怖い、取れちゃわないだろうか。

　死なない程度に、死ぬほど苦しむように首を絞められているのが分かって。

　下半身が震える。奇怪な声がまるで自分に目の前で女の腕がスライドした。……は？

　俺の首を絞めていた腕が、ちぎれて吹っ飛んだ。その衝撃が離れ際の指先から俺の喉もとにも伝わって、人差し指の爪つめが肌を削るように引っ搔かいてきた。……腕が飛んだ？

　耳を塞ふさぎたくなるほどの轟ごう音おんと、遅れて骨と腕のねじ切れるような音が、聞こえる。

　彼方かなたから投とう擲てきされた銀色の塊ごと、女の右腕の一つが壁に叩たたきつけられて破は砕さいする。女も最初はなにが起きたか、なにが飛んできたかと理解が追いついていないようで、無表情のまま固まっていた。腕の断面から血が勢いよく飛び出して、床と俺の顔を濡ぬらす。ぶるりときた。

　生ぐささと目もとを覆う赤色に震えていると、女が突とつ如じよとして悲鳴をあげた。断面を押さえながら俺の側そばに膝ひざをついて転がり、同じように舌と目を剝むいて苦く悶もんに苛さいなまれている。そりゃあそうだろう、腕がちぎれたのだから。いくら六本あるといっても、一つなくなっていいやとなるはずがない。俺の指が五本あってもその一本がちぎれそうになるだけで泣くように。

　そうして女が苦しんでいる間にも攻撃の手は止やまない。そうだこれなんだよと顔をあげた瞬しゆん間かん、銀色の塊が再びこちらへ飛んでくるところだった。女は苦悩の顔つきのまま咄とつ嗟さに飛び跳はねて、俺を飛び越えるように逃げ惑ってそれを回避する。直後、飛来した物体が床を砕くだいて突き刺さった。……こんな状況ではあるが、目の前に腕のいっぱい生はえている女がいてあれなんだが、それでも目が点になった。刺さったそれの端にメモが一枚張りついていたことも含めて。

　そのメモ用紙には『ななばん』といい加減な文字が躍おどっていた。

　飛来する銀色の正体はジュラルミンケースだった。その角が床に刺さり、震えている。

　ある種、超能力の見せる奇跡よりも信じがたい出来事だった。

　別ベクトルの異世界が展開されようとしていた。

　ついでのように人影も飛び出してきて、その手が床に突き刺さったジュラルミンケースを摑つかみ上げる。俺と女の間に割り込むように立つ人影は猫ねこ背ぜで、前髪が顔を覆うようにして表情を窺うかがわせない。砕くだけた床の破片が舞い散る中、そいつの目が動く。

　邪じや魔まっ気な前髪の奥で、ぎろりと。

　その風ふう貌ぼうには見覚えがあった。

　たしか、自称鈴すず木きさんだ。文化祭のとき、ナメクジと追いかけっこしていたのを目撃したのが最後だったか。この人が『トンボ』なのか。なんでトンボ、と一いつ瞬しゆん考えたが銀色のジュラルミンケースを持って振り回す様が羽を広げているように見えるから、だろうか。

　投げ飛ばして半壊したジュラルミンケースを摑つかんだまま、両腕が垂れ下がっている。正面に構えようとはしない。女は腕を失って涙を止めどなく流しながらも、トンボに近寄っていく。

　トンボは動かない。俺を守るように立ったまま、その接近を許す。

　女は前に出ながら、腕の届く距離まで来た瞬間に攻撃を始める。残っている右腕の内、その一本を女が振る。腕の長さの関係上、トンボが同時に腕を振っても相手には届かない距離だった。しかしトンボはまったく動じず、顔面を摑むように降りかかる右腕をジュラルミンケースで弾はじき返す。続けて左腕を振っても、同時に振ってもたやすく弾く。女がそこで戸惑うように顔を歪ゆがめて、一歩、後ずさりそうになった。

　腕を生やす化け物が。野や暮ぼったい前髪の人間に、気け圧おされている。

　トンボは黙もく々もくと、淡たん々たんと襲いくる腕を処理しているだけだった。

　女が動くのを見てからそれに合わせて対処しても、十分に間に合う。

　あらかじめ打ち合わせした演舞のように淀よどみなく、的確に、敵を砕く。女がまったく手の届かない相手に苛いら立だつように、険しい表情になる。女の右腕が振りかぶって、なにかを放る。

　なにも持っているように見えないのに、投げる姿勢。あ、例の透明なやつを投げたんだ。まずい、と教える間もなく飛来したであろうそれを、トンボは蹴けった。

　なにがなんだか、という表情でかわいらしく首を傾かしげているが、とりあえず、なんとなく蹴ってみたという感じに。蹴り上げたそれが床にぼとりと落ちる音は存外に生々しかった。

　不可視を感覚で防ぎきったその姿に、女と俺が驚きよう愕がくを共有する。

　なんだ。なんだ、これは。

　めちゃくちゃ強いじゃないか、自称鈴すず木きさん。

　安あん堵ど感やら浮遊感やら、色々と混ざって涙と共に笑い声が漏もれる。

「っは、は、はは」

　なんという頼もしさ。

　十五分、耐え抜いた。絶望と戦い、苦痛に泣いて。それでも、命は繫つながった。

　俺の勝ちだ。女にそう言ってやろうとしたら、潰つぶれた喉のどから血の味が染みて噎むせた。

　好き放題弄いじりやがって。ここまで徹底的に、よくもいじめ抜いてくれたよ。

　けどなぁ。

　あんたがどんなに化け物だろうと。

「愛と勇気があれば」
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　反応させなければ！
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「相手じゃないのよこの野郎」
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　トンボの次なる選択は、圧縮だった。

　かなりの速さで動かしているはずの女の左腕をたやすく摑つかみ、折る。関節を逆に向けるとか力学に乗っ取らず、押してへこませて潰してしまう。え、なにあれ。骨の粉ふん砕さいされる音が鮮やかですらあった。女が顔面を極めて醜しゆう悪あくに、縦長に歪ゆがませた瞬しゆん間かん、トンボはその顔面を摑つかむ。

　指が頰ほほの皮と肉を軽々と貫通して、見ている方がひぃと悲鳴をあげてしまう。口の中に指が生えている姿は衝撃的だった。しかもその指が貫くだけに留とどまらず動き出すのだからタチが悪い。気味が悪いなんてものじゃなかった。女も予想外の激痛に目がぐるぐると回っている。

　それでも残る腕を動かして、トンボの胴体を吹き飛ばそうと狙ねらう。左右の高い位置に揺ゆれていた腕を同時に動かす。トンボは迫せまりくるそれを避よけるべく、胴体に体当たりを敢かん行こうする。

　挟はさみ込もうとする腕は根もとで当たり、大した威力を発揮することができない。トンボの勢いは凄すさまじく、自身より巨大な女の胴体に頭突きを食らわせて、悲鳴よりもその衝突音や、なにかの砕くだけることを示す音色の方が部屋に響いた。

　しかも酷ひどいのは体当たりで吹っ飛びそうな女の体を、頰ほほを潰つぶしている腕で強引に引き戻すことだ。それによって女の頰がひきちぎれて、箸はしでお好み焼きを切ったような形状となる。

　剝むき出しになった頰骨をトンボの指が摘つまみ、肩がいかるほど力を込めて粉ふん砕さいする。砕けた頰骨が散って、こちらにもいくつか飛んできた。額ひたいを掠かすめるそれを、見る気にはなれない。

　女が絶ぜつ叫きようする最中、トンボがジュラルミンケースを振りかぶる。ぽいっと、左腕で女を宙に放り上げた直後、上半身を大きく捻ひねる。下半身と独立でもしているように、自由なほどに捻くれた腰と腕が一いつ瞬しゆんの静止後、一気に解放される。白銀の羽が、広がりを見せつける。

　ジュラルミンケースを、女の顔面に直撃させた。

　花火が間近で弾はじけるような爆音が、耳の横を駆かけ抜けた。

　その一撃でダルマ落としの如ごとく頭部の半分をスライドさせて、壁に叩たたきつけてしまう。

　人間の頭の『中身』を見るのは、それが初めてだった。飛び散る頭部に紐ひも状のものが付属していて、その曲がり具合を眺ながめていると思わず吐はいてしまう。まだ出るゲロが残っていたらしい。身体からだを震わせて床を汚しながら、歯の心配をした。胃液でボロボロにならないだろうか。

　人前に出る以上はそんな心配もしなければいけない。

　トンボは女の死体を摑つかみ上げる。そしてびくり、びくりと反応している数本の腕を少し眺ながめた後、最初のように押し潰し始めた。てきぱきと、腰や足も綺き麗れいに畳むように圧縮する。

　人間を折り畳んでいくその工程に戦せん慄りつする。

　六本腕の女よりも、この男？　女？　分からん、中性的な殺し屋の方がファンタジーだった。

　こいつだけ海と空の狭はざ間まの世界から来たと言ってもらった方が納得できる。

　完全に手足を押し潰して、痙けい攣れんすらしなくなった女の死体を床に丁寧に置く。次はなにをするかと見ていたら、泣いていた。死体を前にして、静かに涙を流している。その涙を拭ぬぐうこともせず、流しっぱなしで平然と動く。ジュラルミンケースを開いて、ポケットティッシュを取り出す。その場に屈かがんで背を丸めながら、指や爪つめの間を拭ふき始めた。異物が気になるらしい。

　行動や反応はちぐはぐで歪いびつだが、出した結果は本物だ。

　これでこいつがもし『トンボ』じゃなかったら、と考えると恐ろしい。だから考えない。仮に違ったとしても、もう手の打ちようがない。他に助けを呼べるような相手もいないのだから。

　……とりあえず、危機は去った……よな。安心して意識が遠のきそうになる。

　この、緊張で釣つり上がっていた脳がゆっくりと降りていく感じは嫌いじゃない。

　……しかし、あの透明な物体はなんだったのか。あれがなかったら恐らく時間切れだった。

　俺って神様にちょー愛されているのかもしれない。その神様がシラサギだったらどうしよう。

「ちょう、え、助かった。どうも」

　身体からだを引きずって近寄りながら礼を述べる。起き上がれないし、口も動かしづらい。

　指を拭ふき終えたトンボがゴミをいそいそとケースにしまってから、ぺこりと頭を下げてきた。

「こっちこそ、助かりました」

「は？」

「えと、あの。どっちが、とかげか分からなくて」

　そこでトンボの言葉は終わる。いやいやなんの話だ、と頭が痛くなりそうだったがその途中で、なにを言いたいのか分かってきた。どっちが、とかげ、分からない。つまり、楽屋の中にいた女（故）と俺のどちらが依頼者である五十川いかがわ石と竜か子げか分からなかった、ということか？

　どう見てもボコボコにやられている方だろう。いじめている方が更に執しつ拗ようにいたぶるために協力者を呼ぶとか、この人はそんなことまで想像しているのか。それとも単純に以下略。

　助かった、と言ったな。どこで俺を見分けたか。それは多分、あの叫さけびだろう。

　つまり十五分云うん々ぬんと叫ばなかったら助けが遅れて、死んでいたかもしれないのか。いや、それより迷うということは十五分より前にここに到着していたんじゃないか、この人。

「あ、あっあー……」

　本当に頭が痛くなってきた。有能なのは荒事の部分だけなのかもしれない。

　色々言いたいが、助かったのは事実だ。ここはそれより、早く、逃げないと。

　秘書に連絡するか。いや待った、襲ってきたのは二人組だったな。もう一人はまだ会場内に残っているのか？　だとすれば秘書を呼ぶと危険かもしれない。となれば、えぇと、なんだ。

　痛くない箇所がないせいで、思考がぶつ切りになる。息を吸って背中が動くだけで、全身が軋きしむようだった。熱で関節痛を引き起こしているときに症状は似ているだろうか。

「指、くそ……指も、他も……いたい、いてぇ」

　床を手でついて立ち上がることもできない。身体のどこを動かしても熱と血が傷からにじんで頭部が冷える。寒い。出血が冬の空気に触れて冷えきり、体温を奪うばっていく。

　舌が痺しびれて上う手まく回らない。トンボに助けを請こおうにも、言葉が出てこなかった。

　そのトンボはぼけーっと、頼りない顔つきで俺を見下ろしている。まったく動く気配がない。助けることも見捨てることも選ばずに、自主性の欠片かけらも感じさせなかった。

　くそ。がんばれ俺。俺が動くしかない場面だ、これは。舌と唇くちびるを必死に動かす。

「病院に、連れていって、くれ。よく利用するとこ、とか知り合いに、いません、か」

　殺し屋となれば生傷も絶えないだろうし、専門の医者がいても不思議ではない。トンボが前髪に刺激された頰ほほを痒かゆそうに擦こすりながら、目を泳がせる。邪じや魔まなら前髪切れよ。

「あ、います。治してくれた人、がいて」

　たどたどしい説明が長くなりそうだったので、強引に割り込む。

「じゃあ、その人を紹介して、ほしい」

「治せる人、えぇと、かもしれません」

　言葉があやふやだった。不安を煽あおるような言い方はやめてくれよ、こんなときに。

　だけど普通の病院に運ばれている余裕はなさそうだ。万が一、信者共にこの姿を見られてもマズイ。もう俺は外で気軽にハンバーガーも食べられないのだ。

「じゃあそこまで案内……あぁいや、運んでくれ。ちょっと、動けん」

　そう指示した後、目の前がにじんだ。

　意識が途切れる寸前に心配したのは、アメリカザリガニが死んでいないかだった。
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　バッタの両腕が迫せまる瞬しゆん間かん、ナメクジがそれにあわせてナイフを放った。

　その肉厚の刃が自身の眉み間けんに向けて迫りくるのを凝視したバッタが、反射的に仰のけ反る。バッタの首が不自然なほど右斜めへと曲がることで、投とう擲てきが回避される。人体の構造を無視するように激しく後ろへ傾かたむいた頭が、反動をつけて前へと復帰した。

　勝ち誇ほこったバッタが牙きばを剝むくような形相でナメクジに激突する。

　激突である。

　突撃ではなかった。それは、バッタの意思によるものではなかったのだ。

　首を横に振って避よけた先で、バッタが額ひたいを壁に打ちつけるのを、ナメクジが冷ややかな目で見つめる。バッタが奇声をあげようにも、首が機能しないために呻うめき声も満足にあげることはできなかった。

　避けられて離れていくばかりだったはずのナイフが、バッタの首の後ろに突き刺さっていた。しかも不可解なことに、ナイフは独りでに首の肉をねじるように回転し、深く刺さる。骨と血管を巻き込み、ナイフの歪ゆがんでいく耳みみ障ざわりな音が乱暴に演奏されて、自分の聴く音楽はこればかりだとナメクジが呆あきれる。

　バッタは自分になにが起こっているのかまったく理解できていないようで、目玉だけが左右に激しく動いている。その視界の先で、狙ねらった相手の口から笑えみと、血がこぼれる。

　わざわざ敵に語るはずもないが、ナメクジからすれば簡単な手品にすぎない。

　投げたナイフを不可視の右腕で摑つかみ、自分に向けて伸ばすことで突き刺したのである。

　いくら超常的な反応を見せる相手だとしても、見えなければ、避よけようがない。首からナイフを引っこ抜いた右腕がナメクジへとそれを放った後、手早く、バッタの頭部へ向く。広げた手のひらがバッタの顔面を摑む。戻りかけたところで不意の衝撃に襲われて、バッタの首が悲鳴をあげた。正体不明の接触に目を剝むいた直後、頰ほほの骨が軋きしんで顔面が歪む。

　右腕に込められる力は、ナメクジの本来の腕よりずっと強きよう靱じんなものとなっている。力を加える度にナメクジの息があがり、視界が朦もう朧ろうとなっていく。活力を際限なく吸い取られていくようだった。その現象にナメクジは寄生植物の根が、養分を吸い上げていく様を連想する。

　それでも、ナメクジは力の入れ方を緩めない。奇怪な体型であるバッタが、徐々にだが持ち上がっていく。顔面の方はヒビの入った頰ほお骨ぼねに指を突っ込むようにしながら、被害を拡大させていく。バッタがいくら暴れて顔面からその腕を引き剝はがそうとしても、動じない。

　右腕の動力源は、負の感情。憎ぞう悪おであると感じ取ったナメクジに、恐怖はない。

　そんなものはいくらでも、どこからでも、好きなだけ生まれていくのだから。

　バッタを中空に吊り上げた後、ナメクジが左手にナイフを構え直す。バッタの振り回す腕に刃やいばを刺し込む。手首を狙ねらって突き立てたそれが見事に貫通して、血をまき散らす。

　返り血を顔面で受け止めながら、ナメクジは手首の中でナイフを搔かき回した。

　手首を半ばちぎった後は、脇わき腹ばらを一いつ閃せんする。肉がこぼれ落ちるように裂けて、ナイフの軌道を追うように血が噴き出す。その返り血に動じないナメクジが次々に、バッタを蹂じゆう躙りんする。

　胴体を切り刻み、突き刺し、搔き混ぜる。アンコウを吊るし切るように、手心なくバッタを解体していく。傍はたから見ると遮しや二に無む二に切っているようなその行いは、ナメクジの目が霞かすんでいることに理由があった。右腕に力を込める度、頭痛と脱力、そして視覚が不安定さを増す。

　そのために急所を正確に狙ねらうことができず、ごまかすようにバッタを切り裂いていた。いくら肉体から鮮血が迸ほとばしろうとも、心臓部を貫こうとも動きに衰おとろえのないバッタに感心しながら、ナメクジが左腕を下ろす。握力の限界なのか、ナイフを床に滑り落としてしまう。

　手足を上下に動かして悶もだえ続けるバッタに、ナメクジが無言ながら呆あきれる。

　どんな名前を名乗っているか知らないが、ゴキブリにでも改名した方がいいんじゃないか。

　ただし、あの世での話だけど。

　その目が引き締まって睨にらみつけるのは、激怒とかつての同僚。

　無能力と蔑さげすむ、超能力者の姿だった。

　ナメクジが、笑う。

　たかが人間から離れた程度の化け物が『ちょうのうりょくしゃ』を、侮あなどるな。

　左手を、支えるように右腕に添える。一度深呼吸した後、ナメクジが、念じた。

　頭の中で一つの言葉が弾はじける。

　伸びろ、と。脳の上に血で文字を刻むように、強く、祈った。

　その意思を源泉とした噴水のように、右腕が動く。

　バッタを摑つかんだまま右腕が伸びる。天井近くまで浮上させたところで、ナメクジが腕を全力で振り下ろす。それに応じてバッタが急降下して、床に叩たたきつけられる。ナメクジの右腕の中でバッタの頭部が逆三角形を描えがくように埋まい没ぼつと歪わい曲きよくを果たす。更には首も完全にへし折れていた。その状態で逆さ吊りとなり、全身から血を垂れ流している。運動の激しさに皮一枚で繫つながっていた脇わきの肉や手首がちぎれて、楽屋の壁と鏡面台に血肉のサインをほどこす。

　その一部始終を、猪い狩かり友ゆ梨り乃のは口を開いたまま呆ぼう然ぜんと眺ながめるしかなかった。

　意識朦もう朧ろうとなりながらもナメクジが何度も床にバッタを叩きつけて、最後にもう一度、伸びろと命じる。今度は縦ではなく、横に。ただ前へ伸びろと、意識を統一していく。

　食いしばった歯を剝むき出しにして、荒々しい形相になりながらナメクジの目が輝く。

　既に抵抗しなくなっているバッタを、楽屋の壁に激突させた。

　更にそのまま、右腕で挟はさむようにして頭部を押し潰つぶす。

　壁に穴が空くほどの衝撃と、様々な器官、骨の砕くだけ散る音が混じって、耳の鼓膜が破裂するのではないかと思うほどの大音量となった。猪狩友梨乃が思わず、耳を手で塞ふさぐほどだった。

　バッタの頭部が粉ふん砕さいして動かなくなったのを見届けた後、ナメクジがその場にへたり込む。目が回るように視界が定まらず、酔いそうになる。動どう悸きが激しく、吐はき気が収まらない。頭痛から広がるものが手首の脈や骨までも共鳴するように痛みを発して、目を剝むく。その激痛に耐えられなくなり、目の前が真っ暗となった。

　一方、肩に怪け我がは負ったものの、その傷を押さえながら猪狩友梨乃が起き上がる。猪狩友梨乃はナメクジに近寄ろうとして、しかし思い出したようにその足を止める。一歩引き、ナメクジを見下ろす。

　流血を口の端に感じたことで、ナメクジが息を吹き返すように顔をあげる。

　数秒、意識が飛んでいたらしい。消しよう耗もうの激しさにナメクジが舌打ちする。不可視と凶暴な腕力、間合いの変化という特性は強力なものを発揮するが、その代償は気軽に支払えるものではない。覚悟を決めて、ナメクジがナイフを右腕に突き立てる。歯を食いしばり、引き裂いた。

　何度行っても、喪そう失しつは喪失である。妥だ協きようすることはなく、怒いかりも収まらない。

　猪狩友梨乃からすれば、ナメクジが宙にナイフを刺すふりをしてもがき苦しんでいるようにしか見えない。しかし思い直したように表情を険しくすると、なにかを察したような顔となる。

　右腕を切り落とした後、溢あふれる涙と鼻水を拭ぬぐうことなくナメクジが立ち上がる。

　満まん身しん創そう痍いながら、刃が欠けてボロボロになったナイフの先端を猪狩友梨乃に向ける。握る指が疲労と怪け我がの影響で震えて、先端が定まらない。膝ひざも今にも折れそうだったが、透明な血を振り絞しぼるように立ち続ける。

　化け物との遭遇など、彼女にとって障害の一つにすぎない。

　ここからが、本当の戦いだった。
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　実は免許を取ってから一度も運転したことがなかった。

　シラサギである。活動の傍かたわらに変装して偽名で教習学校に通い、免許を取得したのは去年の話だった。咄とつ嗟さのとき、手を借りずに避難するために運転を学んでおいた方がいいのでは、と漠然と考えたことで通ってみたのだが以来乗る機会もなく、今日が公道を初めて走る日となる。

　病院に来るまでの運転手は当然いたのだが、鹿しか川がわ成なる実みに後部座席を覗のぞかせないために、シラサギがやむなく運転席に座ることとなった。後ろの連中、特に事情を知るカワセミはさぞ不安だろうと想像していた。自動車事故で殺し屋ごと全滅したら、笑い話では済まない。

　運転中、助手席からの視線を感じてシラサギが一いち瞥べつする。成実が手帳を掲げていたが、それを読もうと目を逸そらしたことで反応が遅れる。咄嗟に前を向くと、信号待ちの前の車に衝突しかねないところだった。強ばった肩が山のように盛り上がる。ハンドルにしがみつきながら、急ブレーキをかけた。

　なんとか追突する寸前に停車する。シートベルトを着用していなかったら、ハンドルに額ひたいをぶつけるところだった。前に大きくずれた身体からだを戻した後、「大丈夫？」と成実に声をかける。

　成実も前まえ屈かがみとなっていたが、なんとか頷うなずく。腰が引けて、足を伸ばした姿勢で胸もとに手を置く。表情に躍やく動どう感が少し戻っているのを見て取り、シラサギが目を細める。

　それから前髪を弄いじった後、大きく息を吐はく。

「さすがに運転中にお話するのは危ないわね」

　前に向き直ってからシラサギが冗談めかして取り繕う。成実も小さく、俯うつむくように笑った。

　シラサギの方はまだ内心、ひぇーひぇーと悲鳴をあげているのだが。目の下も震えている。

「お仕事の方が忙しくて、あまり乗れないのよ」

『大変なんですね』

「成実ちゃんほどじゃないわ。……話したいことは、たくさんある？」

　成実に尋たずねる。成実がわずかに頷うなずくのを、横目に確認する。

「そうよね、お友達に会うんだもの」

　口にしながら、シラサギの目に尖とがったものが集つどっていく。

　シラサギにとって、友人という言葉はよい響きを感じるものではなかった。

　過去に多数存在していたからこそ、尚なおのことである。

　成実も、友達という表現を聞いてか顔に陰を浮かべ、沈むように俯うつむく。

　再び走り出す車の中で、シラサギが人当たりのよい声で成実に知らせる。

　その唇くちびると頰ほほが意地悪に歪ゆがんでいることに、成実は気づかない。

「さぁ、もうすぐ着くわよ。彼のところに」
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　意識は飛び飛びだったが、担かついで運ばれたのは覚えていた。そうこの人、走ってやってきたらしい。化け物を超える身体能力を見せつけられたので納得はしているが、背負われている怪け我が人はたまったものではない。意識が飛んだのはいい加減な運搬のせいも大きかった。

　あのホールから脱出する際に用いたのは、二階の窓という到底、出口に相応ふさわしくない場所だった。しかし、そこしかなかった。階段を上がる前に出入り口を確かめさせてもらったが、肉の壁ができあがっていた。あの騒さわぎのとき、周辺にいた連中はみな殺され、雑に繫つなぎ合わされ、出入り口を閉へい鎖さする壁として機能させられていたのだ。人の口の中を大きく広げたような、赤ピンクの色合いが展開されているのを見ただけで、また吐はいてしまった。それを切り裂いて強引にこじ開けたような箇所があったけれど、だれが脱出に成功したのかは知りようもない。

　俺があのホールを訪れたせいで、大勢の人間が死んだ。

　今は疲れ果てて心に響かないその事実は、遅れてがつーんと、胸に来そうだった。

　連れてこられたのは雑居ビルの中にある、病棟にあるような一室だった。淡あわい緑色の壁に囲まれた薄暗い部屋で、人骨の標本がお出迎えしてくれた。その次にやってきたのが金髪で白衣の美人なオネーチャン。トンボがかしこまっている感じなので、正体はおおよそ察した。

　ベッドに寝かしつけられた俺を覗のぞき込んで、ニヤニヤしている。

「あんたが『たつのあさか』さん？」

「そーそー。そういうそちらさんは新しいキョーソ様、予想よりずっと若いねぇ」

　見つめ合った後、どちらともなく唇を歪める。お互い、面つらの皮が厚そうと感じたようだ。

　その後は改めて名乗り合う。そのお陰で相手の名前を漢字で意識できるようになった。

　辰たつ野の浅あさ香か、ね。

「なんて呼べばいい？」

「先生か教授かドクターミンチ」

「じゃあ先生、とりあえず治療を頼む」

　ちぎれかけている指を見せて依頼する。腕が微かすかに動く程度でも、全身が痛んだ。

「おやおや」といいながら笑っている辰野浅香が、その指の先端をちょいちょいと突いてくる。静電気よりも強い刺激に背筋が伸びた。そのお陰でまた身体からだが軋きしむ。涙が浮かびかけた。

「遊ばないでくださいよ、お医者の先生」

「あん？　私は医者じゃないぞ」

　辰野浅香がないないと手を振って否定する。治してくれる人と言うから医者だと考えていたのだが。紹介してきたトンボを窺うかがうと、湯ゆ吞のみにお茶を注いでいた。視線を感じてか振り向き、え、え？　といったように目をぱちくりしている。なんでもない、と首を振って応えた。

「まぁ安心するといい。無免許医師の腕がいいのは漫画のお約束だ」

「ここは現実だ」

　とはいえ信じて任せるしかない。他の病院を探す前に指がとれそうだし。

　なんだかんだと言いつつも道具はあるようで、辰野浅香が色々と持ち出してくる。

「こりゃ酷ひどい。顔面をこんなに執しつ拗ようにいたぶられるなんて」

　わざとらしく他ひ人と様の顔を罵ののしってきた。傷の具合で古いものだと分かるだろうに。

　今回、顔は極力傷つけられないようにかばったつもりだが。人前に出るときに困るからな。

「悪かったな、醜ぶ男おとこで」

　巻いている包帯を指で摘つままれたので、頭を振って払う。まぁ確かに酷いが。

　信者たちの前に出るときも、化粧で顔の傷ぐらいはごまかしている。

　包帯で右目を覆うことは謎なぞを煽あおるが、傷は超然とした雰ふん囲い気きを薄れさせるからな。

「でもあいつらを相手にしてよく生き延びたもんだ」

　辰野浅香が指以外の怪け我がも診察してそんなことを言う。遠えん慮りよなく傷を触さわらないでくれ。

「あいつらって、まるで知り合いみたいな言い方だな」

「実は出所が私でねぇ、わはは」

　辰野浅香が無む邪じや気きに笑う。わははじゃねえよ。子供みたいな雰囲気を残す人だな。

　こういう大人って大抵、危あやういんだよな。経験上、警戒してしまう。

「あんたが改造でもしたのか？　ありゃどうみても失敗だぞ」

　科学の発展に犠牲はつきものデース、とでも言うつもりか。

　百歩譲ゆずってそれは認めるが、放し飼いはよせと言いたい。

「いやぁ、私は『そういうこと』はしないけど」

　含みを持った否定だった。ついでのように指の血を拭ぬぐい、止血を施ほどこしてくる。

　ぐぁぐぇ、と歯を擦こするようにしながら痛みに耐えていると、辰たつ野の浅あさ香かが話を続けた。

「あれはもっと悪趣味な連中が生み出したものさ。世の中、私たち庶しよ民みんには想像もつかないような実験や施設に金を注ぎ込むバカ者が多くてねぇ。バカに金を持たせると、肥大化した欲望を叶かなえようとろくでもないことを思いつくのさ。……ああいう研究にもロマンはあるけどねぇ」

　俺やこのオネーチャンが庶民かはさておき、ぶつぶつと呟つぶやく姿からは口調の割に嫌けん悪お感が薄い。同業者を客観的に評価するような口ぶりで、善悪の温度を感じさせない態度だった。

　この女、雰ふん囲い気きからするに医者ではなく研究者らしい。

「なんならああいうのを格安で買えるルートを紹介しようか？」

「遠えん慮りよしておく。あいつらみたいなのを制御できる自信がない」

　そういえば最初見かけたときは二人組だったはずだが、もう一人はどうしたのだろう。生き残っているとしたら、やっかいだな。誰が依頼して俺を狙ねらったか知らないがこれで諦あきらめてくれるという保証はない。なにか対策を打っておかないと。

「そういやぁ、うちのトンボはどうでしたー？　あ、この治療費は後で頂くから」

　後半はなぁなぁの空気で踏ふみ倒すことにして、前半にだけ答える。

「素晴らしいね、時間ぴったりだった」

　丁度になるまで部屋の外に待機して、律りち儀ぎに待っていたんじゃないかと疑うほどだ。

　普通ならご冗談と一笑に付すところだが、この人の性格を考えるとあり得てしまう。当の本人は、関係ない話からは距離を置くつもりなのか、部屋の隅に座って熱いお茶を飲んでいる。

　でも視線は少し感じる。自分の名前が出たからだろう。

「アレに勝てるとするなら腕も上々のようだねぇ」

　辰野浅香がトンボの成果に、満足げに顎あごを揺ゆらす。……テストのつもりだったのか？

　無料で借り出しておいてアレだが、ぶっつけ本番なのはどうだろう。心臓に悪い。

「いい拾いものだった。年寄りの遺産としては最高のものだな」

「年寄り？」

　首を傾かしげる。それに辰野浅香が答えようと口を開くのと同時に、出入り口の扉が開いた。

　ノックとか前置きもなしに足音が部屋へと踏ふみ込み、そして静止する。

　何気なく顔をあげると、心臓が鷲わし摑づかみにされるような光景と鉢合わせた。

「な、」

　目に入り込む二つの人影。そのどちらもが、驚きよう愕がくに値する存在だった。

　なんで？　という疑問が目の端に宿り、ごろごろと眼球の上を転がる。

　騒そう々ぞうしく鬱うつ陶とうしく、頭が搔かき乱された。

「おんやぁ。来るなんて連絡なかったのに」

　治療の手を止めて振り返った辰野浅香が、暢のん気きな調子で目を丸くする。

　こちらには、そんな余裕はない。

　出入り口にやってきた二人の内、一人はラスボス。

　もう一人は、友人Ａ。

　鹿しか川がわ成なる実みが、シラサギの隣にいた。
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　自分がここに来た目的はなんだ。

　自分の生きる意味はなんだ、と対たい峙じの中で問う。

　人を殺し続けても生きてきたのは、生きるためだ。初めて人を殺したときから、ナメクジにとって生きることは目的そのものとなった。なにかをするために生きるのではなく、生きるためになにかをすることで精一杯になっていった。ナメクジはその狭せばまりを『強さ』と信じる。

　そんな自分にも生きる意味ができた。望まぬ人生の目標に、復ふく讐しゆうが生まれた。

　その目標のために、ここに来た。はずだった、けれど、とナメクジを不快な葛かつ藤とうが覆う。

　復讐にお膳立てなど無用と考えていた自分が、あんな条件を受け入れた本当の理由はなんだったのだろう。意地を張るようにここまで来て、行動に一貫性がなく、また怪け我がを負って。

　自分はなんのために、ここに来たのだろう。

　なにかに反発するようにここまで来て、結果、刃先をさまよわせている。

　殺す機会はいくらでもあった。今も距離を詰めている以上、猪い狩かり友ゆ梨り乃のに打つ手はない。心を読めたところで対策にならない、致命傷の領域に踏ふみ込んでいた。それを理解してか、猪狩友梨乃に逃げる素振りは見られない。ナメクジを正面から見つめたまま口をつぐんでいる。

　戦いは終わっていない。自分の戦いは、ここに来た意味は、本当の敵は。

　ナメクジが意を決する。刃やいばの歪ゆがんだナイフを捨ててから、右の袖をまくる。

　その空洞を、猪狩友梨乃に向けた。

　ナメクジは右腕を構えたまま動かない。猪狩友梨乃もその行いに戸惑いながらも、成り行きを見守っている。そして疲労に負けるように、目を瞑つむった。

　猪狩友梨乃への裁きを、右腕にゆだねた。

　殺すか否いなか。自分の心の奥底から這はい出るものが、どんな判決を下すか。それを待つ。

　許せなければ、右手は勝手に生はえて首でも絞しめるだろう。

　疑わしさもある。信用しきれないところもある。当たり前だ、とナメクジが言う。

　相手の心どころか、自分の心中も読み切れないのだから。

　人を殺すことは簡単だ。問題は、目の前のこいつが殺せるかどうか。

　ナメクジはなぜ、自分が『ナメクジ』で、『カワセミ』がいて、『白ヤギ』を名乗るのかを思い出す。殺し屋が動物に見立てられる理由は、やはり、その殺し屋も人間だからだろう。

　自分たちを人間以外のものとうそぶき、偽らなければ人を殺していけない。

　だから今のナメクジは本名を嫌う。『米まい原ばら麻ま衣い』に人殺しは向いていないと、知っているのだ。

　一向に生える気配のない右腕の決断を悟さとり、ナメクジが目を開く。腕を下ろす。

「お前がそう決めたのなら、まぁ、いいさ」

　口もとだけが笑って、直後、出入り口へ振り向く。猪い狩かり友ゆ梨り乃のがその背に一歩踏ふみ込んだ。

「麻ま衣いさん？」

「なんでもない。……帰る。つかれた、眠い」

　無愛想にそう告げる。それを口にしたとき、様々な悩みが霧む散さんしたように感じられた。

「帰るって、どこに？」

「ホテル。取ってあるんでしょ？」

　ナメクジが首をわずかに振り向かせて、猪狩友梨乃を一いち瞥べつする。猪狩友梨乃は、心を読めるにしては遅く、ゆっくりとその言葉と視線の意味を理解した。慌あわてるように、追いかける。

　迷わずその背中との距離を詰めていく。少し急いで前へつんのめりそうになりながら。

　殺されることを警戒しないのはその能力故ゆえか、或あるいは別の要因か。

「待ってください王子様」

「なるかそんな面倒なもの」

「え、自分で名乗ったのに」

「覚えてない」

　そう答えるナメクジの声は愛想の欠片かけらもないが、少し張りが戻っていた。思考の淀よどみも晴れて、どこから脱出したものかと考えることもできるようになっていた。出入り口からは難しいし、バリケードを強引に排除しても外に野次馬が大勢いるだろうから望ましくない。二階の窓から飛び降りるのは自殺と大差ない。非常口を探して出るのが賢明か、と結論を出す。

「あ、そうだ！　トカゲくんの方も助けないと、」

「あっちなら大丈夫。頭を使う相手じゃなかったらまず負けない」

　要領を得ないナメクジの言い分に、猪狩友梨乃が戸惑う。しかしすぐになにかを思い出したように顔の曲がりが失われて、猪狩友梨乃が微笑ほほえむ。

「今更ですけど、何度も助けてくれてありがとうございました」

「助けたつもりないけど、そう言うならめいっぱい感謝して尊敬して」

　ナメクジが投げやりに言う。結果として仕事を破棄している自分が褒ほめられることに納得いかないらしく、不ふ愉ゆ快かいそうに眉み間けんに皺しわを寄せている。対する猪狩友梨乃は微笑んでいた。

「感謝しています。お疲れのようですしだっこしましょうか？」

「あっち行け。あと病院行け」

　速く歩いて距離を取ろうとしたがそんな力もなく、すぐに隣に並ばれてしまう。

　血で額ひたいに張りついた髪を剝はがしながら、ナメクジが嘆たん息そくする。

　ナメクジが持つ強さへのイメージは『細さ』だった。

　様々な出来事を消化して、一本の線のように細い者が強い。捨てるものや守るものを持たない身軽さに勝るものはないと、そう思っていた。極めていけばいつか通るしかない狭せまく困難な道を通るには、細くなければいけない。色んなものを消化しきれないでぶくぶくと太くなることが弱さだと感じて、それ自体に間違いはないと今でも信じている。

　そして自分が今、弱くなることを選んでいることも認めていた。

「三流、か」

　超能力を開花させても尚なお、覆くつがえらない評価にナメクジが自じ嘲ちようの笑えみを浮かべる。

　結局、カエルが正しかったわけだ。

「なんですか？」と顔を覗のぞいてくる猪い狩かり友ゆ梨り乃のに「べつに」と答えてから。

「私ってさ、細い？」

「もうちょっと食べた方がいいですよ」

「ああそう」

　それなら少しぐらいは、贅ぜい肉にくをつけてもいいかもしれない。

　ほんの少しだけ表情を和らげたナメクジが、血まみれの右の袖を撫なでた。

　　[image: ]

「今頃、石と竜か子げ君びっくりしてるかなぁ」

　雑居ビルの側そばで停まる車の中で、巣す鴨がもが窮きゆう屈くつそうに声をあげる。車内で強引に寝そべろうとした結果、強引な姿勢になっていた。まずあげた両足の裏は窓に張りついている。更に腰を捻ひねり、上半身を座席に押しつけていた。脇わきが引き延ばされて痛いのか、しきりにもぞもぞと動いて位置を変えている。隣の白ヤギは自身の席を譲ゆずるつもりはないらしく、無視に務めていた。

「そりゃあ、するだろうね」

　向かい席のカワセミの返事はいい加減なものだ。それよりもゲームに夢中のようだった。

　丁度、画面の中では先程までレベル上げに勤いそしんでいた『おしょう』が草花のモンスターを蹴け散ちらしている。それを操作するカワセミは半ば無自覚に、幼い笑えみを浮かべていた。

「僕たちが後部座席にいることを知ったら、成実ちゃんの方がもっとビックリしただろうけどね」

　泡を噴ふいて倒れて、そのまま病室のベッドに送り返されていただろう。

　巣鴨が我が慢まんの限界に達したのか、窓を蹴けって飛ぶ。白ヤギの足の上へと飛びついて、そのまま寝転がる。白ヤギはヘッドフォンを外して、なにか言いたげに瞑つむった目を巣鴨に向けた。

　巣鴨は身体からだを伸ばして俯うつぶせに寝転び、もう動く気配はないようだ。

　そうなると払いのけることもできず、苦い顔のまま受け入れるしかなかった。

　このぐらいのワガママなら優しいものだ、と言い聞かせながら。

「そういえば、そろそろ期末テストだ。めんどいなー」

　巣鴨が転がりながら膨ふくれる。カワセミはそれを一いち瞥べつして、また背を丸めてゲームに没頭する。

「あとはー、あ、そーだ。石竜子くんにどんなお願い聞いてもらおっかな」

　白ヤギは落ち着きなく動く巣鴨の髪を摘つまみ、指の間で撫なでた後に息を吐はいた。

　最近はこれでも大人しくしているので、付き合わされる白ヤギとしては助かっていた。しかし油断はしていない。隙すきあらば物ぶつ騒そうに、突とつ拍ぴよう子しもないのがこのお嬢様だと長い付き合いで理解しているからだった。思えば長いものだ、と白ヤギが出会ってからの年数を指折り数える。

　白ヤギは、自分がここまで長生きできると考えていなかった。個人の目的は大体果たしてしまい、いつまで生きることに意味があるのだろう、と遠くを見るように考え込むことも多い。

　自分と巣す鴨がも、どちらが先に死ぬのやら。

　どちらも死ぬところを想像し、そのどちらかに白ヤギの唇くちびるが緩んだ。
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　成なる実みは俺の友人だ。それはあくまで学校での関係であり、改造バッタ人間みたいな化け物の横領跋ばつ扈こする世界で、出会うはずはないと思い込んでいた。だけだった。

　なんでよりによって。

「そいつの隣にいるんだ」

「よりによって、なんてご挨拶あいさつね」

　こちらが口に出していない部分を文脈から読んで、シラサギが楽しげに目を歪ゆがませる。成実は答えることなく、目を伏せがちに逸そらす。元気になったのは、いいけど。

「酷ひどいことを言わないでほしいわね、トカゲ君」

　シラサギが俺の名を呼ぶ。そこには嫌いやみしかない。肌の上を虫にでも這はいずられるような嫌けん悪お感が塗りたくられる。もっともそれには嫌みだけでなく、成実の前だから、というのがあるのかもしれない。一般人の前でカス野郎はさすがにキャラとしてマズイのだろう。

「んー、なんか込み入った話？　おねえさんそういうの苦手だから席外すわ」

　辰たつ野の浅あさ香かが医療用具を放り出す。ついでにトンボの首根っこを摑つかんで引きずって、退室しようとする。「おいおい」と、未だちぎれかけの指をぷらぷらさせながら呼び止める。

「終わったらしてやるー」

　そんな悠ゆう長ちようなことでいいのか。トンボが抵抗なく連れ去られるのを見送るしかなかった。

　まだ止血しかしていない指が頼りなく揺ゆれる。それに気づいて、成実が目をひそめる。

「しかしあなた、噂うわさには聞いていたけどボロボロね。大丈夫？」

　なんと軽々しい大丈夫なんだ。しかも噂に聞くとか、なにを初対面気取っているんだ。まぁここまで酷い状態で対面したことはなかったかもしれないが。人間も動物の一種であるなら、今日のあれはまさに獣だった。今までもそうだが今回もよく紙一重で生きていたと思う。ひょっとすると、俺は悲ひ惨さんな目に遭う呪のろいを背負っているがその呪いのお陰で生き延びているのかもしれない。そう、悲惨であり続けるために。

　想像するだけで吐はきそうだ。しかし身体からだを動かせないので洗面所は遠い。我が慢まんした。

「しかし……どういう繫つながりなんだ」

　成なる実みとシラサギの接点など朧おぼろ気げな推測すら浮かばない。事象がどうくっついていけばこんな組み合わせが実現して、俺の前に現れるんだ。こいつら友人Ａとラスボスだぞ。

「お友達なだけよ」

　馴なれ馴れしく、シラサギが成実の肩に手を置く。成実はそれを、拒絶しない。

　固く口を結ぶばかりでなにも言おうとしない。普段の明るい饒じよう舌ぜつはどうしたんだ。

　あまりに声を出さないことに違和感を覚えていると、シラサギがそれを察してか説明する。

「知らないの？　この子、悪漢に舌をちぎられたのよ」

「な、は、……舌？」

　いきなりのバイオレンスに息を吞のむ。舌をちぎるって、閻えん魔ま様じゃないんだから。

　お前なにやったんだよ、成実。

「そこを私が助けたの。正確には私の友達が見かけてね」

　聞いた直後、噓うそを吐つけと怒ど鳴なりたくなった。証拠はない、前後になにがあったかも不透明だ、でも分かる。こいつが関係している事件なのだ。大方、カワセミに指示して舌を切らせたに違いない。シラサギを睨にらむ。俺の親だけじゃなく、友人にまでこいつの被害が広がっていく。

　その見下した面つら構がまえを殴なぐりたくなり、握り拳こぶしを作ろうとするが生あい憎にくと指の痛みが現実を呼び起こす。痛みを堪こらえると共に、好き勝手やられている事実に歯は軋ぎしりを禁じ得ない。

　しかしそれより、今は成実だ。舌を切られた。想像するだけで嫌いやな汗が出そうになる。

「大丈夫、なのか」

「トカゲ君に会いたいと言ったから連れてきたのよ。少し無理をさせているけど」

　成実に聞いたのに、シラサギが答える。それも柔らかい声と物腰で。詐さ欺ぎ師の声色だ。

　成実が手帳とペンを用意する。ごそごそとなにか書き始めて、筆談しようとしていることに気づく。どれくらい切ったか知らないが、やはりリハビリ抜きでは喋しやべれないのだろうか。

『あんた、なにやってるの？』

　成実の最初の質問はそれだった。その文字を左から右へ読むと、成実の声で再生された。

「なにって、新興宗教、の、教祖」

　自分で言っていて胡う散さんくさいが、ごまかしようがないので正直に答える。お互い、どういった経緯を経てここで邂かい逅こうすることになったのかという情報が不足している。そのあたりを解消するのが先決と分かってはいるのだが、どうにも、言葉に詰まる。もっと時間を置きたかった。

　そうこうしていると、成実が次の文章を書き出す。三ヶ月ぐらい前は普通に話していた相手と、こうした間の生まれる空気ができてしまうのは寂せき寥りようのようなものがある。

　三ヶ月という時間は思いの外長く、遠い昔なのかもしれなかった。

『シラサギさんとちゃんと話したことある？』

「あるけど」

　答えると『ちゃんと』の部分をペンでぐるぐる囲み、強調してくる。

「基準が分からんので答えかねる。でも嫌いなやつと長々と話すなんてのは誰だって嫌いやだろ？」

　冷静を装って答えているが、内心、シラサギに怯おびえていた。おっぱい揉もませてあげたのにとか、いつ言い出すかと警戒して胃が引き締まる。言ったら色んな意味でこの場の収拾がつかなくなりそうだ。当の本人はニヤニヤしていた。俺を相手にするときは分かりやすいな、こいつ。

　バカなこと考えている場合じゃない。成実がまたなにか書いている。

『今度でも今でもいいけど、一いつ緒しよに話を聞いてみない？』

「は？　なんで？」

『だから、分かり合うため』

　話を聞く。分かり合う。

　二つの表現に警けい鐘しようが鳴った。

「分かり合うって。分かっているさ、どんな人間かなんて」

　退屈しのぎに世界を手に入れた詐さ欺ぎ師だ。ついでに痴ち女じよのおっぱい星人でもある。それだけで十分だろう、こいつのことなんか。生い立ちも、過去も。なにもかも知ったことか。

　俺の言葉に、成実が反論する。三つ編みを揺ゆらしながら、反抗してくる。

『この人、そんなに悪い人に思えない』

「……お前、なに言ってんの？」

　それは文字通り、『思えない』だけだ。

「お前、こいつと……こいつのこと、なにか知ってんのかよ」

『知っているよ、ちゃんと話したから。話を聞いてくれたし、答えてもくれた。この人はなんにもごまかさないで答えてくれるの』

　紙に書いているにもかかわらず、『饒じよう舌ぜつ』と表現するに相応ふさわしい勢いがあった。最初は落ち着いてたはずが、『それ』を語る際には極度に口数が増えて、熱が上げる。それは、いやでも、まさか。

『だから言っているの、あんたもちゃんと話を聞いた方がいいって』

　言っていることは、正論だ。理想だ。だが警鐘のようなものは止やまない。

　お前、そんな寝ぼけたように平和なことを訴えるやつだったか？

「今度、一いつ緒しよに集会に来てみない？　あなたたちなら歓迎するわ」

　シラサギが俺を誘おうとする。来るはずがないと分かっていながら。

　その茶々入れ、介入から、疑惑が確信に固まる。

　……こいつっ。

「あんた、なにをふき込んだ」

　怪け我ががなければ、摑つかみかかっているところだった。

　現実、上半身を起こすことも難しい身体からだが恨うらめしい。

　こそこそと。入院している成なる実みのもとに通っていたのか、こいつが。

　こちらの気性を読み取り、シラサギが微び苦く笑しようを浮かべる。白々しい、人当たりのよさだ。

「成実ちゃんの言うとおり、攻撃的。凝り固まっているのね」

　なに又聞きしたような言い方を装っている。あんたのことはな、誰よりも俺が知っている。

　逆も然しかりだろう、あんたの、その翼つばさと俺の目。人間性を理解できないはずがない。

　成実の方も、既視感だらけなんだよ。

　俺はお前に似たやつをよく知っている。

　最近は帰ってこないが、そいつらと同居していたんだ。分からないはずがない。

　だからそんな、そうなんですよという表情でシラサギを見るな。

「成実、お前。……言うのもバカバカしいけど、騙だまされてんだよ、そいつに」

『この人はそういうのじゃないよ』

「騙されているやつはみんなそう言うんだ。お前バカか、知っているはずだろ」

　親父おやじたちのことは何度も話したはずなのに。バカだと笑っていたのに。

　なんでそのお前が、こんなやつの与よ太た話に騙されているんだ。

　憤ふん慨がいしたのか、成実が手帳を下ろして口を開く。覗のぞける舌は、半分もなかった。

　その舌を窮きゆう屈くつに動かそうとする。

「あ、ぅあ……」

「だめよ、無理に喋しやべったら」

　成なる実みの肩を抱くようにして、シラサギが制する。ひらひらと邪じや魔まにはためく服が成実の口もとを覆って、優しく押さえるようだった。そのシラサギの腕にうやうやしく触れる成実の挙動を見たところで、頭痛が酷ひどくなる。出血の影響か、寒気までし始めた。

　そいつは人を騙だまして生活しているようなやつなんだぞ。発言はどれもこれも、噓うそっぱちだ。

　耳当たりのいい言葉、依存したくなる包容力。全部、用意されたものなんだぞ。

　苛いら立だちと、伝わらないもどかしさに頭がどうにかなりそうだった。

　額ひたいを搔かきむしりたいがそれもできなくて、ストレスの悪循環に苛さいなまれる。

　先程の、シラサギの助けたという表現に込められた意味に今更気づく。

　本当は殺すつもりだったのかもしれない。そこを生かして利用することが、シラサギとしては『助けた』つもりなのか。あくまでも、完全な噓は吐つかない舌の回り方に息を吞のむ。

　シラサギを、そして成実を取り留めなく見上げ続ける。

　聞きたいこと、言いたいことは山ほどあった。どちらに対しても、だ。

　しかしそれのどれについても、明確に答えてはくれないだろう。

　答えなんてものは己の内に見つけるしかない、それは分かる。

　それでも、どうしても、確認しておかないといけないことがあった。

「成実。お前、そいつを認めるのか？」

　その意思を問うと、成実が俯うつむく。たとえ言葉がなくとも、身振り手振りで肯こう定ていか否定かを示すことはできるだろう。否定しろと願いながら時を待つも、成実はどちらの答えも表さない。

　迷っている。まだシラサギを信じ切ってはいないということだろうか。

　だが大事なのは、すぐに否定がこなかったということ。……そうか。それなら、だったら。

「……だったらお前は、俺の敵だ」

　相手との間に線引きがあることを告げるために、分かりやすい言葉を使った。

　同級生に、敵を宣言する日が来るなんて。

　されるときがきて、それを笑わず、大まじめに受け取る瞬しゆん間かんが訪れるなんて。

　そんな顔だった、成実は。ショック？　なのか？　言った俺にも波紋が広がる。

　いつもの遊びじゃあないんだ、これは。『ごっこ』じゃないんだ。

「シラサギは俺の敵だ。そいつを肯こう定ていするというなら、容よう赦しやしない」

　こう言えば案外、こちらにつくかも。そんな計算があったことは事実だった。

　しかし敵という表現を聞いて反応したのは、成実よりもシラサギだった。目が笑っている。『元がしょっぱいのに、容よう赦しやしてもしなくても、あんまり変わらないんじゃない？』という嘲ちよう笑しようの目つきだった。まったくもってそのとおりである。だがそれをお前が言うか、ご同類め。

「用件は、それだけか？」

　成実ではなくシラサギに問う。俺への嫌いやがらせのためだけに来たのか、と確認すると「ええそう」とあっさり頷うなずいてくる。そうだと思った。成なる実みに親切にするのも、きっとそれだけだ。

「だったら帰れ。で、病院に戻れよ。俺も、怪け我がの治療とかしないと、いけないし」

　他になにを言えばいいのか分からなかった。苛いら立だちと喪そう失しつ、そしてなにより失望が幅を利かせて、心が働かない。シラサギに与くみする、救いを見る、信望する。つまり、騙だまされる。

　俺の両親がどういう人間かを、家がどんな風かを知っているのにその元凶の下もとにつこうとする成実に、失望していた。なんでそうなる、という問いかけを口にする気力も湧わかない。

　成実はなにも言えない。無理に喋しやべるほどの元気は湧かない、か。シラサギの擁よう護ごには張り切るのに。だからこちらも黙だまって、見つめるしかない。失われた右目が包帯の奥で疼うずくように感じられた。

「そろそろ戻りましょう。無理せず、休めばいいの。会いたければいくらでも機会はあるもの」

　シラサギが成実の肩を支えながら身を案じる、フリをする。あるわけないだろと毒吐づきそうな舌を自制していると、成実が硬い表情のまま小さく頷く。最後に俺へ視線をやり、とても、なにか言いたげに揺ゆれ動くが伝わるものはない。言葉は本当に、大事なんだなと痛感する。
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　俺は超能力でも、エスパーでもないからな。伝えてくれなけりゃあ、なんも、分かんねぇよ。

　シラサギたちが去る。シラサギは最後まで善良の仮面をかぶっていた。あいつぐらい分かりやすければ成実の心境への理解も進むのに。それら全部を放棄するように手を広げて、俯うつむいた。

　一難を切り抜けたら、今度は、もっと酷ひどいことになる。

　俺の目の前には下り階段しかないのだろうか。

　一人になると変な笑いが漏もれた。我が慢まんしようとしたけど、口が山を描えがくようになったところで限界が訪れて結局吐はき出す。笑って身体からだが震えると、どこかの傷が開いて血がにじんだ。

「騙だますのはお手のものだもんな、あいつ。大した、本当に、見事な手腕だよ」

　腕を振って、ベッドに拳こぶしを叩たたきつける。痛かった。ちぎれそうな指の中で小さな虫が暴れているようだった。すぐに拳を腹に押しつけて耐える。軽率な行動には、相応の代償がある。

　呻うめいていると、辰たつ野の浅あさ香かが戻ってきた。ついでにトンボも首を引っ込めるような姿勢で後ろからついてくる。二人とも口がもごもご動いて、飴あめでも舐なめているようだった。

「お、盲もう腸ちようか？」

　辰野浅香が楽しげな調子で聞いてくる。腹を押さえているわけじゃない。

「治療の続きをよろしく」

　満まん身しん創そう痍いの指を立ててお願いする。「よしよし」と辰野浅香が恐らく専用の椅い子すに座る。トンボも俺とは別のベッドの端に座って、ぼぅっとしている。ジュラルミンケース持ったまま。

　目が合うと、おどおど。俺の頭なんか一撃で粉みじんにできるだろうに。変な人だ。

「い、っちぢぢぢ、麻ま酔すいは、先生、麻酔をお願いしますっ」

　指を乱雑に扱う辰野浅香に要求する。が、当の本人は笑っているだけだ。

「痛くなければ治りませぬ」

「噓うそ吐つけ！　い、っだ、いぢあいぢあいあいい」

　有無を言わさないとばかりに縫合を始めた。悶もだえるが逃げ場などない。

　俺の人生そのものかもしれなかった。

　指を縫っている間、辰たつ野の浅あさ香かが話しかけてくる。こっちは痛くて涙目だが。

「さっきのはお友達かえ？」

「元ね。今は分からなくなった」

　読心能力が本当に芽め生ばえているなら、成なる実みはシラサギを信じるはずない。あったとしても姉ちゃんと同様に完全なものではないのだろう。猪い狩かり友ゆ梨り乃のの推測は当たっていそうだな。

　シラサギ側も全ぜん貌ぼうを把握していなくても、能力のオンオフについては理解している。

　その隙すき間まを縫っての洗脳か。今はそれが完全じゃなくても、放っておけば更に推おし進めて完璧なものとなるのに時間はかからないだろう。その前に、前に？

　成実は友達だ。友達だから、助ける？　ごく自然に見える流れではあるが、俺は親を助けていない。助けるという目的意識も希薄で、あいつらとどうありたいのかも決まっていない。

「あんたはシラサギに協力しているのか？」

「スポンサー。時々無茶を頼まれて、たまーにこっちも意地悪をする」

　ひっくるめれば悪友というところか。あいつと気が合うなんて、ろくでもないな。

「あ、そうだ。こいつにも聞いてみるかな」

　指の付け根付近を縫ったところで、辰野浅香がこいつ呼ばわりしてきた。

　こいつが答える。

「なんスか」

「禁断の秘密兵器。はい、なにを連想した？」

「暴走」

　即答する。禁断とか、俺の大好物です。ロストテクノロジーとかね、もうね。まぁ昔の話だ。

「封印しておいた強力すぎる兵器が暴走して……みたいな」

　ちなみにそれは俺だ。そう繫つながるのだ、以前の俺なら。もしくはその封印兵器に唯一対抗できる因子を備えた存在が俺だ。世界の命運は俺にゆだねられた。滅べそんな頼りない世界。

「なるほど。でも暴走したら私が死ぬじゃないか」

　憤慨されてしまった。なんなんだ、この人は。俺の指を取り、付け根に目をやる。

「最初から縫合の跡があるじゃない。ギャンブルに負けたの？」

「鉄骨渡りは楽しかったなぁ。……ま、色々あって」

「うちの息子はこうなってほしくないねぇ」

　辰野浅香がしみじみと言う。子供がいたのか。いや、まったくだと賛同する。

「こんな不良にしたくなかったら、息子には優しくしてやれよ」

「しているとも」

　答えるついでに、飴あめを嚙かみ砕くだく音が聞こえた。

「……さて次は肩の傷に、耳。あとは首もか。いっそ殺してから生き返らせた方が早そう」

「そんなこと、できるかよ」

　目の端でトンボが手を上げるか迷うようにおろおろしているが、見なかったことにした。

「できるさ。信念さえあれば人間に不可能はないんだよ。人間賛歌の教科書で言ってた」

　どっかで聞いた言い回しを真ま似ねて、辰野浅香が言い切る。

　その確信に濡ぬれるような目を見つめて、また奇き妙みような笑い声が生まれた。

「人間は成長する……か。俺の変化は成長と呼べるのかねぇ」

　出した自分の声に精気がない。しわがれて、老いて。

　人が歳としを重ねることを成長と呼ぶのか、という問いなわけだよ実際。

　酷ひどく疲れていた。生き残って満ち足りた気分になるはずのそれも台無しだ。

　麻ま酔すいなしの縫合で涙が止まらないし、もう、色々とどうでもよくなってくる。

　俺はなにをしているんだろう。

　シラサギが嫌いで、反発して。その波紋が様々な出来事を生んで、失われて。

　こんな怪け我がして、友達は敵に回って。めんどくせぇなぁ、と感情の処理に嫌いや気けが差す。

　その言葉に、『助けて』と続けなかったのがせめてもの維持だった。

「……だれか」

　だれか、正しいと言ってくれ。










　　　あとがき




　まさかプロローグだけやって終わると思わなかった。あ、漫画版の話ね。




　ということでこんにちは。五巻目です。もうちょっと早く出したかったのですが少し遅れてしまいました。待っていてくださった方がいたらすみません。ちなみにトカゲくんは最後まであまりモテません。

　ネタバレしちゃうと、これ実はラブコメじゃねーから。

　去年一番嬉うれしかったのは、好きなゲームクリエーターが俺の本を読んで面白いと書いてくれていたこと。今頃になって知ったんだけど、よかったよかった。




　北○の拳に影響されて技名を叫さけびながら人の首筋を的確に突く父親（ただし百裂拳は十回ぐらい拳を出すだけで体力切れ）と、ナニモイウコトハナイ。な母親にどう感謝しよう。




　ここまでありがとうございました。これからもよろしくお願いします。


入いる間ま人ひと間ま
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入いる間ま人ひと間ま

えっ！『強ゲー』新発売だって。おかしいだろう『トカゲー』があるのに。どうせ『くそゲー』だろう。負けねーぞ。よーし『トカゲー』１、２、３、４、５……１００でどうだ。
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ブリキ

関西在住。病に伏しておりましたが、無事回復致しました！　今年も頑張ります！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「入間人間先生」係

「ブリキ先生」係











本書は書き下ろしです。
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トカゲの王おうⅤ




─だれか正ただしいと言いってくれ─








入いる間ま人ひと間ま
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